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昭 和 十 年 乙 亥 元 旦

肩上開

法 人 日 本 建 築 協 舎
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本協曾定款第十七僚第十人候及第二十僚に依り昭和 )L年十

二月八日開舎の評議員舎に於て理事、舎長. 副舎長、常務の

選奉を執行致しました結果下記の通りであります。

理事 禽 長 片 岡 安 氏 理 事 副 曾 長 武 凶 五 一 氏

理事 副禽長 松 井 貴 太 郎 氏

常務 ( 主 記 ) 池 田 宮 彦 氏 常務 ( 主記) 伊 藤 幸It 夫 氏

常務 ( 主 詑 〉 北 垣 熊 之 介 氏 常務 ( 主記) 中 津 誠 一 郎 氏

常務 ( 主 詑 ) 保 田 虎 太 郎 氏

常務 ( 主 計 ) 伊 東 朱 太 郎 氏 常 務 ( 主計) 清 水 栄 二 氏

常務 ( 主計) 谷 隆 夫 氏

常務 ( 編 輯 ) 岡 閏 孝 男 氏 常務 ( 編 輯 ) 新 名 種 夫 氏

常務 ( 編 輯 〕 島 問 良 馨 氏 常務 ( 編 輯 ) 三 浦 向 史 氏

〈五十音順〉

昭 和 10 年 月
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本 誌 表 紙 懸 賞 閏 案 入 選 者 援 表

議て募集中の昭和 10年度本誌表紙懸賞国案は奮臓 12月 6 日

審査舎を開き審査の上慎重厳選の結果下記諸君が夫々入選

の築審を擦 はれました o( 入選園業は本文中に掲出しでありま す)

一 等 ( 1 名)

万局 井 漏 大阪府泉北郡和泉町伯太

ニ 等 ( 1 名)

荒 JII 手リ 一 大阪市西成匡粉ｾ仲 Ｒ ノ ＴＶ

一 等 ( 1 名)

亀 尾 高 太 郎 大阪市西淀川直大仁本 11IJl ノ72

佳 作 ( 6 名 五 十 音 順〉

昔 納 喜 久 治 大阪府三島郡岸部村大字小路60 ノ1

垂 水 馨 大阪市東成匡生野田島南口 175

{悶 十 {変 大阪市旭直生江町582

藤 原 肇 大政市北区善説、寺町7丁目 23

JIi 鼠 文

大阪市北築区事中之島3丁目朝日ピル

中西建 務 所

森、 本 治 西宮市今津町字大東1724 ノ1
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製 品 種 目

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル ザ ヴ シ

瀬川式特許スチールｾ Ｎ 7 一

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル シ ヤ タ 一

瀬 川 式 ス チ ー ル バ ー チ シ ヨ ン

瀬 川 式 特 殊 高 級 銅 製 建 具

並 ブ ロ ン ズ ..7ー友メールシユート

其 他 一 般 的 建 築 金 物 類

朝日建材株式合祉大阪支応

大阪市東匝高麗橋二丁目 九番地( 高麗橋野村ピノレ内 )

電 話 本 局 ( 23) 4714 ・4715 ・5226 ( 4)  

本j批 東京市麹町直丸ノ内二丁目二番地( 丸ノ内ピノレディング内)

電 話 丸 ノ 内 ( 23) 679 ・876

工 場 東 京 市 域 東 直 北 砂 町 三 丁 目 一 二

電 臨 本 所 ( 73) 5979 
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池 通 鶴

昭 和 拾 年 の 新 春
ち

ι

迎 ム

安
工製博士

片 岡

昭和九年を詮り悲に新＿こに本年の春ｾ迎ふるに際し 、 過去一年間の出来事を温想 し、 そ

の経過を考察すると共に将来に備ふる の計聾 を樹つるに費せんとするのも無意義ではあ る

まい。昭和年代に入りて よ り我圏各方面の事情は所謂非常時なる 言集を以て言ひ現きる〉

安n¥多事多難でE つ複雑を極めて居 るのであるが、我建築界にと りても亦襲化の甚だ しき

ものが多かつ t: のである。その中 に就て特に記 録に大書すべき こと は咋年七月末大阪を中

心 として行 はれし防空大 演習に際し本協舎が都市武装促進の運動を起しにこと 、及び九月

末に起りし闘Tmの大風が惹起せし大災害であった。

前者 に就 いては本舎が多年主張 を組げて 長1<: 1こ都市建築改造の急: 要なる趣旨を更 に杢製の

複合から見て益 k その急: 要の度 を高め にといふ意味に強調せる運動であっ て、 陸軍首局及

大 阪府市の共同施設の大防空演習 に際しそ の附随事業 として最も有効なる努力を致 したの



である。後者に就ては我 々建築の専門伝以て祉舎に奉仕するもの〉最も遺憾に思ふ k ころ

であるが、 叉同時にその責任の軽からぎるを畳ゆ るのである。建築物の設計については監

督官臆の般密な る検討 を受け、又その施工に 際 しでも 重要な る部分に凡てその検査を経る

のであるから 、大風にて倒壊するような脆弱なる建築物はあり得ないのである。しかるに

賓際我 k の都市に 充満 する 建築物の大多数は何れも 監官官の除夜を経ゴ るも のであるのみ

なら争、そ の大部分である木造建築物は年に月に腐朽の一路を辿 k 殊 に安定の重要部分

? こる土台の底面及建柱の下部は最 も早〈 腐蝕すべき事情 にあることを考ふれば、建築物の

危険構造を防止し之を取締らんとする行政上の現行方法は可なり甚し〈謬れるものであっ

たことも 首肯 される。叉一面公共建築物にして重大なる使命? 併ぶるもの に劃する 管理者

の態度 にも甚しき昧陥があっ たこと は事賢である。而してそ れ等の行政上の手落 と管理者

の不注意が今日まで持組 されて来 fこことに劃する我 k 建築界の責任は決 して聴 いも の とは

言へない。

そもそも建築物 の 設計 、施 工或 はその管王ｬ｜ ｊＮ の ｾ ｮ 事専 門的技能主 識見を要 する 事柄を 枇 舎

に於て は絵 b 多 〈認識せさ' るやの憾がある。建築技術家の方面に於ては唯注文者の欲する

健 にそ の建築物を設計 し施工の監' 皆をする以外に一歩も出でないのであるから 、勢ひその

管理は建築に何等理解な き全〈 の素人に委ねら れて居るのを普通 とする。斯の如き 事情 に

あっ ては我 k の生命財産を安全 lこ保護すべき都市の建築物が果して安全な る構造な るや否

や全 〈不明であること は叉己 むを得なし、 o njli 最近に建築監行官の制度が布かれに以後の建

築物は大館に 安全構造物であると見て義支へはないが、そ の以前のもの殊 に数十年以前よ

り在来のものは何れもその構造の安全きには何等の保詮なきものと言って差支へはない。

今回の殴風一過に依って京阪雨都市内外に於ける最も重要なる公共的使命を有する多数の

建築物が甚しき脆弱の構造で あつにことが日暴露 され t: 。その犠牲となっ fこ数千の人命及数

百蔦闘に値する 建築物はまことに惜しいことで あるが 、此の悲惨事に依って始めて従来一

般市t舎が建築に劃する認識の不足なりしを畳 k 行政官腰、に於てもその監督に手落があっ

たことを ｾ ［ ｮ り、 建築 界の人 士 も亦唯 その専 門的技術に 淡頭 し にのみ では祉舎に 奉 仕する所

以でな いことに醒め fことしに ならば、此度の犠牲は必すしも高償なもの でなかっ t: とも見

られる。兎に角這回 の廊台風から生じt: 悲惨事は我建築界に於げる一大密告であっ7ここと は

間違はない。我々は こ〉に新年を迎へて更 に一段の努力を捌j らひ建築界を通 じて従来以上

の枇曾奉仕に専念せねばなら ぬことを 痛感する 。

1' 2  
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ホ テ ル 側 外 観

株 式 曾 社 新 大 阪 ホ テ ル

所 在 大 阪市北区中之島3丁目 5帯 地
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1' 5  I・



地 下 1 階 平 面 圃

1 1 6  株 式 曾 社 新 大 阪 ホ テ ル



6 階 平 面 園

5 階 卒 函 園

3 階 平 面 園

株 式 曾 社 新 大 阪 ホ テ ル
殴 計 大阪市土木部臨時ホテル易量級事務所

施 工 ( 基礎〉大手本組・ 〈主鵠り清水組
1 7  '  



/  

金

金

景

.Ii!. 

E子、

， 18 株 式 曾 社 琵 琶 湖 ホ テ ル

阪 計 岡 田 捷 五 直s

施 工 会 資 曾 ifd : 清 水 組



午ふ ｾ ＮＺｴ［＠

正 面 階 段

貴 賓 室

株 式 曾 社 琵 琶 湖 ホ テ ル

•• .. 

ラ ウ ン ジ 及 大 食 堂

19 I  



n 皆 平 面 圏

• 
予今 〉 ジ

L..OU NC:: ‘  

• 

• 
• • 

1 階 卒 面 圃

夫 書 世

8 角 川 。 u ( T H A l. L  

1 2 0  株 式 曾 社 琵 琶 湖 ホ テ ル

3 階 平 面 園

株式曾枇琵琶湖ホテ) 1. .

位 置 i滋自販大 津市錦級町

敷 支F 4，928均三タトに市有地 3.5坪

建 坪 359. 25坪

延 坪 数 1 ，369. 56坪

建物階数 3階線地階付

建築市さ 車r桁上迄42尺、称、上主主61尺

建築様式 和 風 入母屋治りにして桃 山

時 代 の 手 法 を 加 味 す

m築 構 造 鍛 筋 コ シ タ ロート 造 り小 屋

本 句鋼板 葺 き 仕 上 と す

般骨骨 岡 国 捷 五 郎

施 工 合 資 曾 量 士 清 水 組



国 際 庭 園

北 病 棟

日 本 赤 十 字 壮 大 阪 支 部 病 院 ( 北病棟)
設 計 木 子 翼 築 事 務 所

施 工 合 資 曾 社 清 水 組

2 1  I  



分

3 等・救療病室 (3 人室〉

f  2 2  日 本 赤 十 字 社 大 阪 支 部 病 院 付じ病机)



コ化

小 食 堂

ム

日 本 赤 + 字 社 大 阪 支 部 病 院

位 置 大 阪 市x 王寺区筆ケ 崎 町

li!! 繕 室

日本亦十字社大阪支部病院内配置闘の位置

1iAj!党1息j J J 土地主lヱ 15，585.C6主ド ( 51，431  ZJ ' 方米〕

か.j! 淀 総 徒 主F 7，329.61 ( 24，18 8 4方米〉

病 院 総延J i r 18，774. 88 く61，ヲ57卒方米〉

建 物の主l' 数( 北病棟〉

建 坪 414.20.111' (1 ，3674 方米〉

延
上l、 2，228.85 ( 7，356 '1 )  

地 階 62.30  ( 206 /1 
〉

階 41 :' .62 ( 1，378 11 
〉

2  階 414. 20 (l，367  11 
〉

3  階 41 1. 20 (]，357 11 
〉

4  階 41 1. 2:) ( 1，357  '1 
〕

5  階 411 .2)  ( 1，357 /1 
〉

6  階 71. 57 ( 236 /1 
〉

r{¥: .  E量 29. 56 ( 98 11 

様 式 近|止式

裕 治 鍛筋「 コ ンク リー トJ 泣

附属i筒、妻室

日 本 赤 十 字 社 大 阪 支 部 病 院 ( 北病棟・炊事場・職員食堂)
2 3  I  



l W1 相夫- -

Cコ恥...

関置間物建字 量 士 大 阪 支 部 病 院

組. 尺 千 二 百 分 ノ ー

十赤木日

「

l

l

l
川

」

寸

l
引

l

l

J

寸

l

l

乙p.

雇司

三三「周

一斗

圭

E、

T区
入

。国語三E 圭

a  

炊

事

場

凶

記

憶

北

側

棟

一

階

。，

-
F、

L 司E 長手ーも_; .

・脳

本 赤 十 字 社 大 阪 支 部 病 院 ( 北病棟・炊事場・調室・焼却毎)日J  2 4  



③ 

炊

事

渇

二

階

‘

畳

責

傘

、

主

調

棟

三

徳

内 ぜ

-
... 

⑤ 

2、

。国iii

ヒーー=ー- 4• 

北

銅

線

=

-.  

F、

25  I  
本 赤 十 字 祉 大 阪 支 部 病 院 〔北病棟・炊事場・携却場)a  



⑤ 

f

i

l
-

-
』

J

寸

，
↓

I

1

1

1

f

段

-
-

喝

8

縄

場

男

聴

員

宿

舎

{

俺

滋

寮

」

北

串

間

続

五

階

o  ， .  .  .  ｾ＠

ｾ哩当面孟型空里扇面直

割包

⑤ 

f

-
H

止

銀

--a
・

三

階

男

贋

員

宿

金

修

様

寮

」

北

病

棟

@

陪

. ・. ， 
旨逼画型空，ーー

a  

木 子 建 築 事 務 所

合 I 資 .曾 社 j青・水 組

計

工

段

施
日 本 赤 十 字 社 大 阪 支 部 病 院 ( 北病机. ｖｾ 職員 宿 合 Ｉ1 2 6  



タ十 叡

「 ー←一一一一一

側 面 ( 南 側〕

日 本 赤 十 宰 特 京 都 支 部 病 院

武 田ヱ因 子 五 一

合 資 曾 社 清 水 組

本 館 中 庭

2 7  I  



位 置 京 都 市 東 山 隈 本 町iili15 ノ749

敷 地 面 杭 14，725.鬼 平 方 米

建 物 線 面 積 4，408. 91 /， 

建物総延而絞 13，421. 63 /， 

本 館 鍛 筋 混 凝ニ1・港地階共 5 階 建

地 階 1，797.43卒方米

I 陪 2，528. 17 /， 

2 階 1，965. 52 /， 

3 階 2，064. 52 /'  

4  貯ま 1，885. 72 "  

塔 屋 162. 00 /'  

計 10，403.36 "  

同 附 腐 炊 事 場 炊 事 場 廻 り 鍛 筋 混

J疑ゴー主主地階共 2 階 建

地 階 297. ∞ 卒 方 米

1  V持 142. 00 /， 

言r 439. 00 /' 

l 附 153.∞ν

2 隣 153. ∞ H

3 階 153.0 0 ρ

計 459. 00 "  

看 護 婦 寄 宿 舎 木 浩 2 階m

l  階 400. ∞ 平 方 米

2 階 400.∞ /'

計 800∞ρ

停 染 病 令 :滋筋混t疑ニ1-. 溢ロ地附共

4 階 建

地

2  

3  

主主

計

病理解音I} 室

238. 98卒 方 米

333. 48  /' 

254. 78 ρ  

254. 78  "  

32. 00 11 

1，114.02  11 

鍛 筋 混 凝 土 法 卒 家 建

89.25卒 方 米

建物高さ 本 館 地 下 階 床 よ りパ

ラベッ ト上 総 ま で 20. 10米

停 染 病 合 同 同 15. 3CJ " 

廊 ｆｾ ｬｊ 同 ＱＷＮ ∞ ｷ
炊事場廻り

炊 務 揚 同 7. 70"  

者 護 婦 寄 宿 舎 地 盤 よ りil 午桁上

頂 ま で 7. 59米

病理解剖笠 岡 3. 70 "  

主 位 建 物 構 造 綿 織 筋 混 凝 土 建 り

一部渡り廊下銭什構造

日本赤十字社京都支部病院

階

階

批

m

階

屋

日 本 赤 十 字 社 京 都 支 部 病 院

1 階 請 書室 待 合 室

戸 崎

且議階

1 2 8  

3  



1 等 病 室

特 等 病 室

日 本 赤 十 字 社 京 都 支 部 病 院
2 9  I  



' 3 0  日 本 赤 十 字 社 京 都 支 部 病 院

1 階 卒 函 圏

地 階 卒 面 国

段 計 武 田 五 一

施 工 合 資 曾 枇 清 水 組



+一

3 階 平 面 圃

一φ-

ｾｌｾ｟ ーー

2 階 卒 面 圃

日 本 赤 十 字 社 京 都 支 部 病 院

言宣計武田五ｾ 31 I  

施 工 合 資 曾 枇 清 水 組



.. ・'. .''''
e ・..

1 3 2  日 本 赤 十 字 社 岡 山 支 部 病 院

一 般 待 合 室

階 外 科 大 手 術 室

段 計 量 箆 童

施 工 合 資 曾 社 清 水 組



<3 ←一一- 一一一一一一一 -一 一一一

十

一

1 階 平 面 園

地 階 平 面 困

日 本 赤 十 字 社 岡 山 支 部 病 院 3 3  I  



3 階 卒 面 園

2 階 平 面 圃

病床数

5  

24 

40 

6ヲ

祭 数

5  

12 

2  

19 

〈一部塔尾付〉

級

位

干

位

可

等

上

下

-
1

"

 

等

1

2

3

地

地

日 本 赤 十 字 社 岡 山 支 部 病 院

かi 床 数岡山市内 山 F 30番 地地在見rr

2，730. 097平 方 米 ( 825. 854坪〉敷 地 而 絞

12.0 米

12. 8μ 

17.50  /1 

3 階

地悠よりパラ イ ツト天揃迄

重責

建物高さ

西及南側

北 側

塔屋最高部; 左

様 式 近世式

階

( 349.242 り

( 359. 528ρ 〉

( 349. 242 / 1)  

( 304.445 り

く304.445 ")  

( 54. 250 つ

/1 

"  

11 

/1 

/1 

"  

1，154. 520 

1，188.520  

1，154. 520  

1，∞6.430  

1，006.430  

179. 340  

建 築 商 談

階

階

階

階

屋

地

2  

3  

世t

M 

建築延面積

置 堕 章

合 資 曾 結 清 水 組

計

工

鮫

施

(1，371. 910 り

本 赤 十 字 社 岡 山 支 部 病 院

/1 

4，535. 240 計

日1 3 4  



側 面

松 竹 ア ト ビ ル

正 面

殻. 計 本 間 乙 彦 事 務 所

施 工 大 阪 木 村 組

3 5  I  



松 竹 ア ド ビ ル

ｻ ｉＩＺ泣大阪 市南 区 西Ｚｍ ｜｜ｾｬｲ 47 

建築 名 松 竹ア ドピ ノレ

構 遺 銭 ' 目 鍛1Oj i見凝上i. ' l i :

建築 面 絞 46. 2) 主1;

各 P侍而fH:l "也 階 45. 73叫三

階 46. 2コH

2  階 43. 06 /1 

3- 6階 43. 62 /1 

7  階 25. 85 /1 

計
339.46 /1 

夜 景 ( 1)

夜 景 く2)

1 3 6  松 竹 ア ド ビ ル



屋階1j ' 面 E

1 階平面園

松 竹 7 f ビ ル
殴 計 本 間 乙 彦 事 務 所

施 工 大 阪 木 村 組 3 7  I  



l厩 舎 及 馬 見 所 全 景

額 覧 席 側 面

1 3 8  阪 神 競 馬 倶 楽 部

設 計 阪神宣走馬f真集部叡計部

施 工 株 式 曾 壮 大 林 組



観 覧 席

叡 賢 席 裏 面 明 細

阪 一神こ競 馬 倶 楽 部
3 9  I  



観 覧 防

馬 券 捌 戻 場

J  4 0 阪 神 競 馬 倶 楽 部

阪 市 申 競 馬 f奥 集 部

位 置 兵Jij( ¥! 採鳴尾

格 品lt J:l 9見FJ r鍛' 同銀' ! Vj !. 昆i筑土遺

階 数 3 階 建塔 家 及 地 下 室 付 6 階

正jl)i l' 数 !:!;l 見Ef r 2，63 1 主1' ，. 其外事務

所 、食宣言 、駐 ホーノL 、合 員 集 合r.rr

厩 合 共 他 新 谷

狂 f ド数 Ａ， ｾ児 ｛￝ｉ 6，5:  2 苅1

2費 工 期 昭 和 9 ftF 1  1月30日

建築霊堂 2∞ 演出! ( 概算〉

競n:坊 若 手昭和 9 年 1 月、 落 成

同年 11月、 } . ! ; j 見所地形武 智 式 コ ン

クリー ト杭 打、 壁l J t . . 床鍬筋浪凝土

迭 、}民t艮鍛 '，'1' 、石和iJi . 良板 K K 式主主

( 附腐処物木造及鍬 筋 混 凝土治〕新

進総建主F 7，500 j'I' 

設 計 阪神競馬倶楽部設計部

M 工 株 式 曾 枇 大 林 .組



夜 景

3 o 景

株 式 曾 社 松 坂 屋 大 阪 支 庖

段 計 鈴 木 津 築 事 務 所 4 1  I  

施 工 会名曾社竹中工務庖



1 4 2  
株式曾式曾赤土松坂屋

大阪支庖

株 式 曾 社 松 坂 屋 大 阪 支 庖

位 置 大 阪 市 南 匹 日 本 橋 筋 3 丁目 45

建 物 併 数 地 F 2 階 、地七 7 階b拝殿付

コ:: ! l 1構造 由民 '1')' 俄 j必 コン ク リート 構 造

建物 商政 而: l i lユ 階自 j 亡

地 2 階 7 i 5. 789 13.0  

i也 l 階 (1 "  

'1' 1 階 9.142

1 階 610. 653

rl' 2 階 12 1. 372

第 2 階 610. 653

i:!"} 3 附 688.273

第 4 階 60 1. 716

第 5 附 594. 212

第 6 階 594. 212

j;p 7 階 594.212

ifi 8 附 53. 880

第 1崎 階 76.230  

第2続 併 67.537  

iii 3局 断 23. 347 

合 計 6，11 7. 017  

8.1  

17.0  

8.5  

13. 0  

1I 

1I 

1I 

/! 

外装工事 テ ラ カ ツ ｾｭ 円 、 高成宏 、 ｩ 人員主石塗 り

砧物 様 式 近 世 彼 輿 式



2 階 特 別 陳 列 場

株 式 曾 社 松 坂 屋 大 阪 支 庖 4 3  I  



6 陪 食 堂

中 2 階 喫 茶 室

1也階食堂インラリア

144 株 式 曾 杜 松 坂 屋 大 阪 支 庖



3 階 特 別 室

6 階 特 別 食 堂

3 階 特 別 室( 日本間〕

株 式 曾 社 松 坂 屋 大 阪 支 庖 4 5  I  



屋 上 松 坂 遊 園

屋 上 ヱ レ ベ ー タ ー 塔

1 4 6  株 式 曾 社 松 坂 屋 大 阪 支 庖

計

工

段

施

鈴7木 建 築 事 務 所

合名倉枇竹中工務庖



藤井厚二氏〈京事1¥・司者合 〉泣鐙 主主 氏( 刷i 戸・司曾者〉ｾ ｩｬｬ 刈 Ｑ Ｚ 一郎氏Ｈ大阪 ・ ｈ ｊ 1雪者J

五汗

長ヨ
建 築 通 俗 講 演る闘 す関 西 風 水 害

9 月21 日の近議を中 心 とする大風水符は未曾有の事「ドであって貨に袋年の関東大震火災 に も比

すべき大惨; てをかも した、本曾でけ直後建築に到す る諸般の被害調査をなしその一部はI i ! e に本 ;i;t

11 ) J 披を以て報告 したが 、更ちに建築与さ舎と本舎と の 協同主催 を以て建築の災害調後 l'こ闘して京

阪刑[1三都の大衆に呼ぴかけた のである。

問 題 が 切 Ｑ 主な問題だけに熱心なる聴衆によって峰。 ｾ 挫 こ彩 始した ζ とは 本曾の ｪ 伏 懐とする と よ

ろ で ある 。 以下 はプ ログ ラムと そ の 速記である 。 なほ古 Ｑ 舎として大阪はｾ野 批 一郎 氏 、 か Ｑ ｉ 戸は笹

野望章氏 、京 都 は 藤 井
j享二氏があた られ た。

郎

安

郎

稔

勝

十

川

誠

野

岡

山

字

国

没

真

片

中

泊

町

ユ; 与占
←

1: 

I J 手作H:

工準| 一

工 準 博ー|

エ 製 博一1:

1  1 月 9 日 ( 命) 午後 6 時開合

大阪市中央公禽堂 ( 北 l話中之ぬ)

日本建築協合 同IJ 台 長

日本 建 築 協 合 令長

大 阪 府 建 築 課 長

東京帝凶大製 JJ)J 致 投

東 京 工 業 大 事 致 授

FI 時

合 場

iiJ 舎

都市建築の重大i主

将来の皐校建築

餓 筋 コ ン ク リート の賓ブJ

|耐長Inr-tJ武の家の建 て方

H央 主!i f 閥 z ! i 大風水害の惨欣

平

掌

寅

二

伸

治

英

多

陥

叫

町

広

刊

除

藤

置

池

山

内

氏

日 l斤 1  1 月 1 4 日 ( 水〉午後 6 時開合

舎 場 兵 庫 鯨 禽 議 事 堂 ( 神戸市市[1戸 医 |て山手 j函4 丁目〕

司 合 置 E主主 主 築 事 務 所 長 工 占 拠 寸ー

建築の重要性を認識せよ 京 都帝国 大型 飛 ｲＮ ｾｪ 工製 ー ＱＺ
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災害 と人のカ
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l快 音f 闘西大風水害の惨! l k



都 市建 築 重 性の 犬

H 本建築協舎舎長

工 著 書 tJ.9: 士

'
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ノ

問 安

本日はこの点の風水害のこの惨欣に鑑みまして、我

々都市民は特に探き注意を桃ひ、将来か〉る災害を再

びせぎるやうにしなげれlぎならぬとい ふ ことは如阿な

る人も考へて居ることでありまするが. 我々建築閥係

にあるものは、特にその責任の重大 なるを感じ. 各方

面 の方に充分 なる御注意 を輿へることがこ の機舎に最

もｾ蛍なりといふ考を持ちまして、 ヨ ト［日講演舎を＿開い

た諜 で御座います 。

本日は建築ｾ ， 舎 の有 力なる先生が お 見えになりまし

て、我々日本建築協合、 大阪を? 中心としての建築界を

通じて斯界に 奉仕して居りますこの建築協舎と共同致

しまして、この講演に臨む諜 であります o 来舎の各位はどうぞ我々のこ の 目的に充分御共

鳴なさってJW< の御辛抱をして頂いて、我 A の云はんとする庭を充分にお聴取を胤ひ fこし、

のであります o 私の申上げることはその内の一部にしか営らぬかも知れませぬが. 都市の

建築は如何にも 重大性をもつにものでお互に充分に認識し? こいといふことを申上げるので

あります 。 これを認識すれば. 重大なりといふことを認識すれば、従ってそれに封してど

ういふ態度をとらなければならぬかといふことは首然判って来る結論でありますから、私

はそれについて簡草に申上げにいと思ふのであります 。

×  ×  ×  

郎市に於け る鐙築物、これは都市でな〈とも建築物といふも のは重ーた なも のであります

が. 都市に於げる建築物は殊にこ の重大性が大 きし、 。 この都市の建物はその目的が公主主用

であるとか、或は公共の建物であるとか. 叉は商業刷、工業用でありましでも. 或はそれ

が住居の目 的に供するものでありましでも. 我々のお互の生活、殊に枇舎生活上その建物

は非常に 重 要なるものであることは申すまでもないのでありますから、その建物に封して

は官民共にそ の建物の計輩、その計葺の賓現、更に換言すれば従来の不通営なる建物を改

造する、或は事fr1:. に家主? 治る時分には、その建方を最も堅固なる、充分なるものに しなけ

ればならぬといふ意味に於て . 我 k は充分の注意を梯ふべき筈であるにも拘らす¥我閣の

1' 4 8  



都市のMi 態を御宵になります主如 何で街Il鹿いませう か、 この重大性を有 って居るものでな

きかの如き l陀弱なものであり、 勝え 易いもので あ り. 腐り易いものであり、 E その最大 目

的であります庭の我々の 生命財産を完全に擁護 する、護って央れるといふこの重大なる目

的 、その 目的さへも 達 し得さ' る様なされ、ふ建物が都の内外に充ち満ちて居る、かうし、ふ

欣態であります。誠に不都合な話でありま して、卒時の際、事のない際でもその不使、不

利、不合理 が多い。況や事があっ ＱＺ 時分に 、 ｊＡ ｴ で あります と か Ｎ地 震 であるとか、或は ｩＺ ｾｬＺ

1良、更らに進んでは敵の飛行機が製製 したといふ や うな場合を考へて見ると、殆ど抵抗力

を有って 居ら ぬ、かうい ふ桜な建物の集闘 でめるといふことを考へますると. 我々は現代

に於げる都とは思へないので ありま す. お互に馴れてしまって、斯る脆弱なる 腐

燃え易 〈、壊れ易きこ の建物に身 sを? 委ね て居る 口 それでどうやらかうやら用 sを? 主遼主して居る。

一朝事力が: めつて悲悲悲:' 惨な目に迎 つてもこれ lはま天命である 。 どうも 残 念でで. あつ 7仁こといふ やうな

言葉 を含?以て過して 居 ると L、ゴ」ふ、やうな この現i{欣U伏j火tし、 これはどうも私は徐 りに あお-万瓦:力が:ヨ芳雪力が; なさ過

るのでは な ｌ 、ゆカか ‘ といふ風に 考 へさｾ［る ｡を ＿得な い のであ ります 。

×  ×  ×  

これはこ の度の風水害の この場合に於て特に痛感するのであり まするが、史 らに遡りま

して、 大 正 l 2年 の彼の聞東地方の大医火災、その時の惨j伏、これを更らに 追想 して見ます

ると. その営時はお互にそ の建築が不充分であった震に、斯る大災害を惹起し1: のである

といふことはそ の営時充分に儒得し大事 柄では あり ますりれども、 更ら にこ の機舎 に遁 想

する必要がある. 若し大正12年のめの地震の際に. 東京や、横街やの家屋 が、或は吏ら に

その周囲の中小の都市の建物が地炭 iこも或程度耐え、火災にも充分に耐えるといふやうな

ものであったならば、あの数十億の大損害 、叉教高の貴重 なる人々 の生霊が恐ら 〈斯立f I <  

無惨に葬り去られることはなかっ 1: のでありませう 。 その損害の程度は、そ の賓際受 けた

闘東地方 の 帝都を中心主するそ の地方の被害の Ｑ 割 位 で 桝ん ＱｾＧ のではなからうかＮ人の生

命はかげ替のないものですから比較は 出来ませぬけれども、物質_1 - . の被害のみで' 50億或は

60憶と構へられて居りますが、私共の計算によれば僅かに 5 億か 6 憶 、十分のーの被害 も

なかったのではないかといふ風に考へられるのであります 。 どうしてそんなことになっ七

かと云ふと建物が先刻申し仁やうな不都合千寓な建物、都市の建築としての重要さを充 分

に有って居な かった 、重要 さに適合せぎ る家であった。不都合な る家であったといふこと

が. 災害の根本原因. 地援が原因 fごと云ひますけれども、地正が まあーっその因ではあり

ますけれども、地震から生じ1: 災害の大なり し所以は建物が不都合なもの. 不通首なもの

で、 重要性を充分 に理解せき' るもの 、建物が: FI1H拝金するのではありませねが 、これ を建築

する. かうし、ふ建物が自分等を擁護する建物として居 る人々 の理解が足りなかっ 1こと L 、ふ

ことに蹄着 する 。
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×  ×  ×  

史ち に今何の風水害のこの被害 これ らもです 、私は建物自鰐 C L:t li

l しませぬか: 、 その大

部分は建物白骨努力 Ｚか、る 風 或は ｴｾ ｴ ￬ 良に ｬ 陀〈 も 倒れる家であっ＿こといふ ことが 災害の主なる

ものである。尤もこの水害の矯に工場が作業不能 lこ陥つ 1: 損害は建物それ自開では あり ま

せぬけれども 、建物を建築するにお互に考へなりればならね倹件が充分に考八られて居ら

なかっ r=。 この建物を建築する人 k 及建築を以て工業を営む人 k は特に考へて貰はなりれ

ばならぬこ t でありますが、建物自惜の構 if -様 式 とし 、ふ事も 、建物を建てる土地の如何、

ごトー居に封略するこ t 如何といふこ k が徐り深〈考へられて居らなかっ ?こと いふこ とが矢張

その犬きな! 京国で、 71<.が ついてそ の矯に皆困つにのは建物の罪ではないといふ風に簡原に

考へるなれば、ぞれは建物といふものを只大工の仕事 fごと L 、ふ風に 、只簡ifi .ーに考へて居 る

とい ふこ とで あって 、これは 誤 であります o 海 岸 lこ家を浩 k その低い地耐で仕事をしな

げれば ならとぬいふ場令には、それに堂、l際する丈の計撃が必要で 、建物の儲 遣のみ が建物

ではありませぬ o 建物を作 る土地如何、 タ1]へば水準如何、水に侵か され 1: 場合はどう . 火

事の場合はどうといふことが考へられる のは営然であり まして、これ が建築物その もの〉

基礎を矯す庭の一つの考へでありますが . それを大阪簡に商し1=低 地に あり まし fこ津 山の

工場が 、僅 か に10尺徐の高潮によって斯〈も知惨な る被害 を受けにい、ふ こと は、これ は

7l <. が惑い ので建物は悪いことはないと いふの はこれは誤でありまして、建物そのもの〉取

倣方、計重力> 即 ち軽卒千T i f ，であっ仁 、ちっとも非常ではな い、寧ろ非常 とい ふ内 に入 ら

なし、 。

×  ×  ×  

若しこれが地震 から生じに海晴 であったならば如何 であっ fこでせう 。 これも過去に ある

話であって珍らしいも のではない 。安政元年かうして可な り大 きな沖ー浪が大阪を襲って来

1: のでありますが . これが僅かに80年前であります D その 以前l にも費永 4 年には大きな i l!

j良があっ 1: 0 こんな 立 i反な際史があって 、叉大阪附近には地震 が陛洛共に起り得る 可古ttt

がある t いふこ主は少しもの "*I Jった入は知って居る 筈 で ありま すから 、こ の間の僅か に

10尺作の低気堅から来 1: 鹿の津浪 、 ぞれよ りももっと った きな津浪が来 るといふこと は魔閉

して置かなければならぬ o その場令に針する建物が用意されて居つ 1: かどうかと いふと、

恐ち〈用意きれて居らなかっ fこらうと思ふ o でありますから、こんなことを考へまする t

積々ｾ Ｚ 問も進 み 、 建築 の技 術も進歩を致し 、 叉 凡て の 粧合生百円に於て合王Ｑｈ化されて、種々

σ 問題が解決されて、今や我闘の文化主 いふものは肱米に比して耳もかし くなく、場合によ

っては或物は優って居る 1: らうといふ具合にまで云 はれて居るにがj ら令 、も う少し大き く

我々の J社 合生前. 都合の生活といふものが本嘗に 基礎的に合理化されて居るかどうか、誼

5 0  



首なる生活法 ＧｴＺＺｦｴ て ｾｭ るかどうかれ、ふことを 、 こ の建築 といふこ の 音 Ｑ Ｑ 門を通じて眺め

ます 色、貨は拠 ＱＺＺ 心細い、斯如 ｾ 極端なる端的 の言葉 に よって 申しますと貨は なって肘ら

ぬのでありま す。

×  ×  ×  

これは極〈一般 論でありまして、 主要な る建築物の内 には相営に 今 申上げ? こ不合理、不

適営なる この問題が充分 に解決 されて堂々 にる 立添なる建物 . 少し や一寸の天災 と申 しま

する所謂地震 、火 災或は津浪のや うなも のに も一向業支な い， 内外共に技術的 にベストを

素 しである建物も合I( 論あ るんです、ないとは申しませぬ. 相官に数はありますけれども.

一般に眺めて見ま す るといふ左、大阪市にしましでも、神戸市或はその附近の大阪轄を周

る中小の都市全開から見ますると、か〉る注意をmつ1: 建物らしし 、建物、我々 の枇合生 活

に ｾ営なる現代式のもの〉教は誠に少いのでありましてＮ先 つ 以て 百分の三とか 凶、 或は

百分の五にも 主主しない?ご らう 。百分の九十幾つ. 9 割以上といふも のは先亥IJ から巾上げま

する甚 ＱｾＧ 不適営なるＮ現代文化に副はない Ｎ 叉我々の枇舎生活をどうやらかうやら維持し

て尉ーるが如1< 見え て扱といふとこれを維持し得ぎる不都合のものであると し、ふことを充分

に闘って見なげればならぬのでありま す。か〉る建築の手段によって Y すね、我 k は安心

して我同文化の向上を計り得ベ きや 、叉我々の社合生活を維持し、安全に将来まで延長し

得るや否や . 何時こ れが打壊 れる か知れぬ、何時悲惨なる目に遭って後戻りするかr ，-nらぬ、

順調なる進みを矯し得るや否 や といふこと金考へて見ますると、韮1: 心細し 、のでありま す。

でありま すからお互にこの問題を更ら に再検討致しまして、現代の都市生活の基礎石? 篤し

ます庭の建築物といふもの〉その重大性を充分 に闘て、 その寧. 大性 に日IU、やうな建物にし

なければならぬ、この畳悟をお互に持? こなげ ればなら ねのであります 。

×  ×  ×  

只問題は、この建築物といふものはなかなか商倒なものでありまして、 一寸これを改善

するにも 金がか〉 る. 時と 場合にはお互の力ではなかなかどう にもならぬといふ非常に重

fこL、足を動か さなけ ればならぬが 、そ の撃さ に耐えする、叉そ の重いものを動かすのは蒋易

でなし、から先づ先づ きうして置〈といふことが落で ありま すけれども. そ のま〉では矢張

りいかぬ o 過去の災害 . その 災害の甚大 なりし事蹟に鑑みます ればとうしてもこれではし、

かぬ、何と か しなければならぬといふ E になる のであっ て、然らばどうするか とい ふ と皆

行詰ってしまって居る 。大i E fl 年から始めて我聞には市街地建築物法といふものが先以て

六大都市 に行はれ? このであり ますが、 それまで は聞の法律点は都合の行政に於ても 、建物

に針して その重大性を紘一込ん にやうな 制裁はなかっ たのでめります 。 これはま あ非常 な欠

陥であつにと私共考へます。もっと早〈都市の建物は枇含生活上の基礎であるから、この
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ものを遺るにはどういふ風にやらなげ ればならぬか . 叉不通嘗なる建物を何時まで に取除

かなりればならぬ . こんな場所にこんな 2誌を作つてはならぬ 。こんな や うなれ質の家には

どうしで もこれ丈の僚件を備へ? こもの f なげればし、かぬ、かういふ制裁がもっともっと早

〈法律叉行政命令で出て居らなげればならぬことであつにのであります 。

×  X  ×  

建築界の意のあるものはその必要を感じて随分古〈からこの問題の必要なることを唱へ

? このでありますが、どうも唱へ方が低調であっ1: 。聾が低〈かつ 1: 。熱心が足りなかっ 1:

とし、ふことの震もあります、叉日本に於げる先費者、指導者fこる人 k がこの営時建築の軍

大性を どうも知らなかっ 1:
0

ｾ＠ ｾ＠ 、ふ と語弊がありますが、鈴り重きを置いて居ら なかっ? こ

と い ふ こ と も あ れ 段 k 遮 れに 遮 れ? このであります 。併 し乍ら 大王 9 年からこの法律が行

はれて、今や重要なる 都市 にはこの法律が行はれるやうになっにのでありますが、この法

律が行はれるといふことになりますと、この都市建築の重大 ＧｾｉＺ がこれに相蛍に織込まれて

この法が徹底すれば先刻から申しにやうな我闘都市建築の1 . : らしない非常な時に取返しの

つかぬやうな憐れなこ t になるといふことは充分取返し得るとは信じますけれども. 菰に

一つの我々の大きな 憂があ る。その大きな憂は何であるかといふとこの法の精神が充分に

存込ま れて居らぬ 、一般の入に も苓込まれて 居らぬのみな らす¥法律を蓮用する 官公の嘗

局者でも苓込まれて居らぬ嫌があるんです、これが我々の大いなる愛とする虞であります。

併し、こ の政治家 とか行政官 といふものは矢張り輿論を願て進むものでありますから、輿

論がそこまで目醒め 1: ならばです、官公の営局はその輿論 lこ従ってその法の精神を徹底的

に賓行する ＱｾＧ らうと思ふ ｯ 只きう申上げに丈ではお判りにならぬ主存じますが、それは建

物の如き過去の腰史を有って明る取級の難儀なものは市街地建築物法に於て都の中心は防

火地区と致して. そこの地直内の建物は一切燃えない家にせよ、左様にするといふことを

決めましでも、こ〉ちにある家は苦からある家で. 粗末な. 燃え易い、腐り易い、破底し

易い家を取除げる t いふことの難儀がそこに生十るのであります。

×  ×  ×  

法の精神から 云へば一刻も早〈その防火地区といふ都の目抜の庭は火事があっても、地

震があっても . びくともしないといふやうな建物の集岡であって欲しいといふことが法に

よって決って. 内務大臣がそれを指定して. その防火地区内の建物は本営に防火建築にす

ると いふの lこは難儀な種 k な問題がありますが. それを思ひ切ってやらせるといふ指導者

の方に大決心がなければならぬ. どの都でも重要なる鹿を防火地障として、指定すればこ

の都は 如 何なる災害があっても大丈夫1: といふことになる筈であるといふこ とになって

居 る。それが巣 して何時なるか といふ こと は請合へない、して見れば只空論であって園間
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の卜では 防火地阪で あるが 、資際行って見る と憐れな建築の集| 謝であ る t いふことになら

ぬにも限らぬ、どうしにらい〉か. これを指導する方の命令官の方で徹底的にやっつける

民衆も亦一系IJ も早〈防火{悠築にしなげればならね、官民相呼悠して防火地区の貧f 見を計る、

責要なる 地区は二年 b' ｾ るか 、五 年か〉 る か、十年でその目的と する法 の 精 ＱＱ［ 中に歌ってめ

るそ の事 柄を貧脱せしなる、かうならなげればならぬ。彪がこの六大都甘 ｩ の防火地 ｉｲｦｴｬｾ は皆

Jたっ て居る。重要なる i起を 防火地区として、そこにはかういふ建築は許さぬ。かうし、ふ弱

L、家はし 、かぬとい ふこ とを 決めであるげれども 、如何せんどうも官民共に之を断行してそ

の賓現を計る とい ふ勇気がなし、。熱心がないと いふ 震に 、諸君が この六大都市をお歩きに

なってすっかりお制べになっても何底力: 防火地区か判らぬ。防火地医ーの中に木出家居 、健

何せる 家や焼芋屋 もあれば. 組 4ミな散髪屋もあると L 、」、有機で只名前丈は防火地区である

がその蜜現は何時か一向判りませぬ、何時かなりませう. それが百年後か、二 百半後か、

或は三百年の後かも 9: 11れないといふことでは何にもならぬ 。つまりこ れは民衆の自覚がな

い口市民が糾; ! 札をならしめない. つまり災害: を、非常時には悼しき災害を受げ て困る 。之

等を見ると米 ＱｾＧ 未 ｦ ご大都市の市民はま ｔ ご官民共に目陀 ｩ｜ め方が不充分でありまして Ｎこ の 都

市建築の重大性とい ふこと を): 11 らぬのではないか、感じて居らぬ のでは ないかといふこと

を我々は捕感する のは情げないのであります 。

×  X  X  

大1 [ 12年のあの東京はどうであったか . 今度の風水害はどうであつにか 、叉これから今

後来るぺき種々の夫事聖地異に封して首然凡ゆる文化の設備、叉お互の生活) j 犬態が悲惨なる

闘にiil ふといふことを橡言するのである o 今度来fこらひどい目に辿ふ 、用意しにらどうか

t いつでもその時はどうかなるといふやうなをの日暮しをして居るとしか受取れぬとし、ふ

ことを我々は買に捜ぷに思ふのであります D 種々 と{ 建賓なる建物に都の建築を改造しなげ

ればならぬが. それについての封熔策といふも のは種 k あります。まア法律の力もありま

すが. 叉これを促進する種 k の法がめらうと思ふ 。大1 [ 12年の東都復興には之に補償金輿

へ? こ. 防火建築、所謂本賞の防火地直に相際はしい l尉尚耐火の家を 浩るものには一坪につ

いて制限l以内の金を免れる 、補償して呉れるといふ ことも 一つの法であります。又耐長|耐

火の家主 ｾ ｬｦ Ｇ Ｍ < 作つにも のは、 5 年以内に之を治替へ? こものは嘗分家服役を免除するとし、ふ

ことも ) j 法であります 。種 k の方法があり、援助といふこともある。併し援助丈ではこれ

は賓現しないので. 官民共に. 命令者及市民の向費によって相法. す' るといふこ の現Wt. こ

れによって都市建築とし、ふものが改造されて、 重大性に鑑み1: 相機はしい現代の家屋にす

るといふことを我々は理忽として働〈のみならする. その理想、はどうしても賞. 現しなりれば

ならぬものである。現代文化を維持するにはそれより他に道がないものであるといふ風に

考八るものであります 。

段 k [侍聞が移りますから私の講演はこれで止めますが、私の申上げたことは総論に過ぎ

ないのでありますが . 同時に基礎的の地位に立ち基礎的の考方であるといふことにどうぞ

御共鳴願ひ? こい と存じます。失幽します。( 拍手)
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校 建

中 淳 司 氏

築

lUS  

手Lは 只 今待11制介にi 1i りま し1: 4-' 禅でゐりま す. 去る

9 月2l /o1 の大 }.] Iトーi必以 来既に !i ( J 日を経過致しまして、

本日恰もこ の公 舎堂で五十日 祭 が. l [ ' { 行はれまして、風

水 害によ る犠牲者の俗んな る慰霊祭が行はれ Tこので御

座いま す、恰度その日に将来の星利交{ 建築につ きまし て

言 ｱｾ J-_げまするとい ふ ことは誠に奇し き縁であ り、

叉心静かに将来のことを考へる の に相le;はしい日 であ

るやうな策が する ので御[ 本いま す、 今度のj風水符 に}j き

きましては 各 方自ーに亙りまして非常なる損害があっ fこ

のであ りますが. 殊に易保校方面に於き ま しては 小製校

に於きましでも 538 校としづ、府下の小里昇段の 中で 1::;8

校 の 倒 農 家屋 全出しまして、これが馬 に峨ヨ生 定の 死 者が G70 名、 重 脳 傷 者 に 互 りまし て

は無慮 2，850 名といふ多数の犠牲者i > ｉＫｾしました 次 第で御 ｪ 復 います、誠に 言 葉を以ちまし

て は 到 底 弔意 を表すことの出来ぬも のがめ るので 御座 います 。

×  ×  ×  

先つ) 1 [ 員序と致しまして . 第 l に今! 日1の小 事 校の被害の原悶加工考へまする とし、ふと無論

従来にない大きな風が吹い? 二、瞬閣風速に於きましては毎秒60米といふ風が吹いにといふ

こ t が 無 論一般的の原因に相違ないのでありますが . こ の風が到る庭で吹い? こかどうか と

いふと 絵程疑問がある Ｑｾ らうと恩ふ のであ ります、 で 、概 祈 して申し ますればつまりこの

風 に 劃 し て 建 物 が尉かつにと し、 ふことでありま すが . その弱かつに[ 京 |羽は那識に あるか.

或は基本の設計が貧弱であったかもう:11れ ない . x . 工事 或 は材料に於て不完全なる紘があっ

たかも知れないのであり ます、叉従来修結ぶは補強制修のこ とが取行はれて居な t .っ た小

ではないかといふ風なことも考へられる のでありまして、之等 がfl!¥々 こ の強風にj珪ひまし

て 災害 を誘 設しにといふことは営然云へることであらうと思って居る のでめ ります、併し

乍 ら 残 っ た 建 物が如何稼であ るかといふことを反面考へて見まする と、無論; 将来と雌 も安

心 の出来るも のもな いで はありませぬが叉中には偶々風の営りが弱かつ仁 、或 は 叉 偶 kJ 量l

の方 向と建物 の方 向が良い都合に難ｩ＾ｾれるやうな方向に建って ｪι つ＿ことし、ふ風な主主に半
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ろ傍倖といふ言葉を以て云ひ現はせるやうな欣態で助かったといふものが可成り多いと思

はれるのであります、之等の種々の原因を総括して考へまする時に. 第 2 の問題として叙

之等の事柄が将来への皐校建築に如何様な教訓を残し? こかといふことを更に考へ7こし、ので

あります。私はこの残されTこる教訓を四つの方聞から考へて見1: いのであります 。

第 1 は建築構注上の問題であります 。

第 2 は工事賓施上の問題であります。

第 3 は建築監督上の問題であります。

第 4 は維持管理上の問題。

斯様に 四つ に分けて考へて見? こいのであります 。

×  X  ×  

第 l の問題については更に少しく詳し〈申述ペたいと思ふので. これは次に譲りまして

第 2 の工事賓施上の問題について些か考へて見ることに致します 。

従来木造建築に割しましでは鎖骨構造或は鍛筋混蹴土構造に劃しまするやうなそこまで

の周到なる注意が行はれて居つ? こかどうか 、つ まり設計に 際 しましてそれ梓ーまで完全に考

へられて居つTこかどうかといふことに封しては甚ピ疑問があるのであ ります 、即 ち鎖骨或

は餓筋混i毘土については、 その計算法の進歩とか. それから一般に特別の構造として注意

を姉はれて居るに反しまして、木造建築については因子守と従来の手法 . 従来のやりつけた

構造によって居った場合が甚 ＱｾＧ 多いのではないか Ｎ かういふことを考 へる のであります 。

昔ユは墜校建築につきましては例へば枇寺建築の如きも の を手本と致しまして. 之を以て拶r

校建築の標準とい? こす や うな傾向があっ fこのでありますが. 最近に至りましては借家から

川護しにやうなさういふ考八方が絵程深〈入り込んで}討なかっTこか どう か. これが相営昔

より最近に至りまして漸芸大材の大寺さ . 特に桂の大きさが減って参つに理由ではな いかと

思ふのであります 。

×  ×  ×  

併し斯様にして施行致しまするに致しましでも、充分に自信ある信すべき建築家の設計

致しま しに ものは左様な黙についての危険が少い 、竿ろないといってもい〉位であります

るが、動もするとその設計に自信のないものが出て参るのであります 。設計に自信が ない

といふと其の結果 t して建築珠算の方に引摺られて設計が境る、といふ傾向の震に勢ひ右

の様な構造上の不備 とい ふ結果になるのではないか 、こ の果占を建築する側の人からいへば

建築費といふものが、建築物を建るに要ーする費用から割出きれないで、何らかの御都合ｾ

以て或は懐中具合で在金が先づ出される、これをば前提として設計を進め て 行 し 然 色 最

低の落札といふ請負制度から致して益々左様な結果に導かれて行つにのではないか、かう
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いふ風に考へますので. こ の問題につ いては将来充分責任を持って設計 されると同時に、

之に劃して 、こ れを充分 に、完全に賓施し得る震に 必要 な る経 費 といふも のが設計から 割

り出さ れて決っ て来るとい ふ風な行 き方でなければ将来完全に行かない のではなし、 か と考

へるのであります、向設計が充分であり乍ら動 もすると工事の疎漏 と申しまするか 、熱 意

を欠〈震につまり 忠賞でな いといふ)!s.な こと の震に自然に工事が疎漏になる 、建物全躍が

弱〈なる とい ふ傾向 が生じて居 るのでありますから、こ の事柄は或は金の問題にも闘係が

ある こ主〉 存じま する が、併し乍ら この建築工事に従事 する人 k のつ まり 誠 意、熱 意、本

嘗にい〉建物を建てねばならぬ . @' 校建築の女nき重要なる建築に封して充分真心を能め て

建築しなりればなら ないとい ふ この責任概念、こ れから 出張しなり ればならぬ のであ りま

して、 或 は請負ひましに棟傾に 於ては その心持がありましで も、これを 受取っ て居 ります

下請、或は その下に使はれて居ります る種 k な職人i妻、この人々までが矢張り心を合せて

この責任観念を琵揮する 、粗悪なも の を建 てないといふ篤に扮力しなげればならぬのでは

ないか、この事は非常に云ひ易〈して六ケ敷し、問題かも安11れませぬが将来ぞれに向って祉

舎全般が訓練をして行〈必要が非常に多いと考へる のであります 。

×  X  ×  

それから第 3 の建築監督上 の問題でありますが 、監督 と申し まして私は二つを恕げたい

のであ ります、 一つは現場! 庇!去であ りますが 、例へば大阪市内などになりまする と充分の

監営者がついて 工事が遂行される のでありまするが . 他の郡部方面 lこ行きますると或場合

によ りまして はこの現場欧僚とい ふ ものは全〈ないといふ鹿が可なり多いのであります 、

これらは将来相官注意 すべき駄ではなからうかと思ふ のであります 。 ぞれから法令 を運用

致し まする監督行政の立場に 居 るものにつきましでもこれは将来飴程指導的に行〈必要が

めるのではな いか 、例へば一つ の法令に於きまして 、或ることが要求されましでも 、 その

意味が徹底 して居な い場合には動も するとそれが形に陥 って賓 を忘れるといふ風な矧があ

るのであ りますからして本首に或は耐麗構造上の筋違或は方伎といふ風なものをつかひま

するについ てはそ の意味合が充分判っき りしてそ の用ひ方を 充分苓込んで 、き うして工事

に営 るとい ふ こと にまで進まなげればな t ぬのであ りますから . 只一片の法令を以ちま し

て、 それ によって完全なる工事が出来る とかう いふ夙に考へる ことは大いに間違ひである

と存十るのであります 。かういふ意味合に於きまして充分指導的に行〈必要があ るのでは

ないか とい ふこ とを考へるのであります 。

1 5 6  

×  ×  ×  

それから第 4 の問題 t 致 しまして 、維持管理上の問題 、つま り建上りましに建物を如何

に して維持修繕管理 して行〈か といふ問題であります 、これ については通常修繕費を計上



致 しまして種 k の箇所の修絡に充てる経費を見込んで居ることは無論でありま すが. 併 し

乍らその経費の計上の仕方といふも のが甚に少いのではないか 、常に よ〈 修繕を? 致 して居

ります建物はその煩傷の程度が比較的少い のであ ります 。之に反し まして殆ど修繕を加lへ

ないといふものについては非常に建物が弱ま って行くといふこ とは これは理の首然であり

ます 。或はこれについては監管官躍に於きまして定期検資を致 すとし、ふ風なことも非常に

必要なことであらう k 思ふ のであります 。即ち 2 年に一週或は 3 年に一週と周期的にその

建物全ば調べまして、その不完全なる もの に劃しては充分なる柿強会させるといふ夙なこ

t も建物をぱ永久に安全に維持して行 u てに必要なる ことであら うと思ふのであります.

只この維持修繕費と云ひ或は定期検在に於きまして中11¥強工事を致しますについても. 先立

つものは金でありまして、金が要るのでありますから、この金の支耕の方法等につきまし

ては各方面に於きまして充分費悟をして世 t 必要があると考へるのであります 。

以上申しましにのが大関将来への教訓として我々が充分考感を初Hはなげればならぬ) ，I )}i と

私は存す' る のであ ります D

×  ×  ×  

次は Ft し越しまし? こその一 、建築構造につ いて如何 lこ考へな ければならぬかとし、ふこと

をば少しく申上げにい ので御座 い ます 。

今回の災害の結果を見まするといふと、織力?j 混&E土の嬰校に於きましてはその被害は金

〈ない のであります、無論銭n1: ii 昆縦士が完全であ る、地震に劃 して、火災に劃 して安全で

あるといふことは云はれて居ったのでありますが、無論風に里子j しでも充分であるとい ふこ

とを誼明されて徐りある のであります、都市建築と 致しま しては先程片岡含長からお話の

ありました通り箪に風を考へるのではいりなレ のでありまして、或は地震、或は火災といふ

風なものを同時に考へなげればならぬことは営然であります . 況や製校建築が. ' f P- にw校 と

して の使命の他に将来その地方の中心的建物 、挫 難 t 云ひ 、救護と いひ. 凡ゆ る本部にな

らなければならぬ事賓が近時極めて頻繁なる場合が想像され得るのでありますから、かう

いふ意味から致しまして、製校の構造力:錨筋であるれ、ふことは全 〈比ぴなき. 他に 之に

匹敵するも の 〉ない完全なる設備であると考へる のであ りま す、只問題はこれも金の問題

でありまして . 11 : 1 合の山の中に入つでも餓筋でな げれば ならぬかとうか、そ の必要があ る

かどうかといふ問題にまでなって参りますとＮ 或は これは ｾｬｾ られた範 ｼ 封例へば市の 中心部

であるとか或は家屋が櫛比致しましたさう」、ふ庭に特に必要で あ るとし 、ふj玖な結論になる

かと思ふのであります、若し校合をば鍛筋で全音j¥や ることが11' ，来ないといふ やう な場合に

は少〈とも 講堂或は雨天間操場、かういふものに針しましては接骨、餓筋混i凝ことでありに

いのであります D
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御 Jf， 知の通りこれらのものは他の校合と違ひまして、も の も大 き〈な ります、鍛筋混鋭

土であるよ りは主任論鎖骨鎖的混説土でめ り1= し、 のであ りまして 、これが一つ事校の真中に

出来ます とい ふ し こ れ が 少 〈 と も 一つの越雑の;場所になって. 或は救護の 中心になり 得

るといふことが考へら れ るのであ りまして. 現 に今回の被告: に於きま して市内のかう いふ

種顛の講堂を持もまし1=鹿では誠に安心して生徒主? 避難させたとし、ふことを聞いて居る の

であります 、而して先つe鎖筋或は鎖骨・錨紗J1Jモ擬土で出来 まするも のは結構と致 しまして、

1.'11 これを全 部 この構 造に してしま ふ とし、ふこと は出来ない、木造校合も要 る。撚らぱ木ii! ょ

小皐 校 に劃しては将 来 如何にし＿こ ら い〉か、私の 見る底ｾｊ［ＡＮ、 て致しまするといふし従来

こ の事校に於きましては粧が出 ｲ｡ｾ 、 のであ り ます 、これ は是非 とも ＱＵ 糊角、所謂 Ｕ 寸角以 上

とい ふ桂で而も 2 階でありますれば通桂であ ります、通 i伎といふのが或は間取の具合で非

常に都合が悪〈どうしても通柱が使へないといふやうなものは兎も角と致しまして . 室の

真中 に出て来るといふ時は仕方ありませぬがi ! J . 4 ，校の校合に於きましては左犠なものはない

のだ あります、 金隠と致しまして通柱が使ひ得るのであります. 使ひ得る jえは通ti が欲し

いと思ふ のであります 口

×  ×  ×  

それから木造校合に於きまして今回非常に有効に働きましたのは餓筋混凝土の補強階段

でありますが. つまり階段室をぱ鍛筋混磁土 に致 しまして之を以て補強する、これはj武或

は地民ばかり の他に 元 々火災の鼓防の震 に大 阪市内に於て採 用されにタイプで あり ますが

これが殊に有効であると 存 する のであります 、決には木造校会 に於きましては、 筋 違、方

杖 、或は健、ぞれらは建築家の方 k は充分御承知のことでありますりれども 、つまり佐或

は梁の聞に用ひます斜材でありますが . こ の斜材の有効さといふ ものは誠に意外でありま

して、これ につ いては後刻種 ｫ お 話があ ると思ふ の で あり ますが、 か うい ふ斜 材ｾば出来

る映り津山持ち 、或は仕 口の要 所 k k を金物を以て止めるといふことをばやって行き? こ い

と思ふ ので めりま す。従来の建築について の遺り方を申しまするといふ と或は梢が非常に

有効に働いて居つにといふも の. もある のであります 、mが働いて jえっ た例と致しまして、

これは小勝校 では あり ませぬが 、外島に近い布屋町の方に 一軒丈家が症をつ て対つ にとい ふ

ことであるので ゐ りますが、これなどは相賞 に念を 入れて やりま すれば有効に役立つ と思

ふ の であります、 或 は桂と土 豪 ｾば 長 柄を通して 込栓を 打つとし 、ふ ことが相首有効 ｦ ごと思

ふのでありま すが、併 し この工作は誠に入念に、特別に入念にやらない限りそ の効果は費

東 か ない の でありまして 、 寧ろ これ に頼 るよ りは綿て金物で仕口は補強する 、 金物ｾｊ［ＡＮ、 て

抱合せるといふこと の方 に進んで行き fこいと考へる の でありま す。



私は将来の謬校建築に封しましでは 鎖筋 混挺土がし、〉、若し全部が銭自 ｾ￭ 混磁土でやるこ

とが出来 なければ少〈とも講堂丈 は鎖骨鍛筋混凝土でありにい. 向木造陵会については今

，，ｾしまし ｴＺ 様な駄を主として考八る のでありま して、若し木造校合でこれが出来ぬといふ

ことであれば寧ろ卒 ｨｾｾ こ来くはないとかういふ風に考へて居るのであります 。

×  ×  ×  

以上申上げましたことで私の将来の製校建築構造に劃する考を申述べたのでありますが

最後に申上げ? こい のは惜裁よりも質質で進んで頂き? ごいといふことであります、言換へれ

ば内部の接飾に金を{ 吏ふのでな〈骨組に金: : t ' 使って] 資きたい、かうレふことを云ひ? こい、

木造に於て然り、銀筋混説土に於て然りであります . 動もすれば鍛筋混磁土遣が非常に. 高

いものにつ〈といふ風な考を持って居る人があるのでありますが 、これは鍛筋混凝土でや

りますといふと内部に種 k の金がか〉る、装飾をしなければならなレとついにやうな感じ

で居られる方ぢゃないかと思ふのであります、きうでなく内部の法的iはよろしい、精子や

l弘子も頑丈でありさへすれば、それでよろしい. 只そ の，目

するといふこと丈ならぱ左様に金のか〉るものではないのであります . 木造に致しましで

も動もすると開裁の方に金主? とられまして肝腎の骨組 の方に金をかけないといふ) l I . な傾向

があるんぢゃなからうか、かういふことをば私は心配するの であります、例へばい〉着物

を着てそ の憶はひょろひよ ろして居る といつにやうなことを考へる のであり ます、率ろと

り?こし、のは着物は膝までしかないが頑丈な向腔をばぬっと突出して居る t いふ風なかうい

ふ構造であり? こいと考へるのであります、つまり中身が弱々しいよりも健康美を出し? こ構

造でありたい、この機遣が雛て各方面に現はれるやうでありますが. その一つの例と致し

まして方杖、筋違かういふ風なも のは従来 どういふ風に取扱はれて居つにかといふことを

考へて見? こ い. 方杖、 筋違のないものは無論弱いのに泣ひないのであります 、儀りに人 k

は筋違、方杖をば使ふことを何? ごか嫌って居 るんぢゃないかといふ風に感じる のでありま

す。

×  ×  ×  

私は有のま〉に出しTこ例としまして同五枚潟民主? 胤意して会りましにからしてこれをば

一つ御覧にな って l百き? こいと 有・十るのであります。

幻 燈

〈第 1 圃〉とれは方税; です、方杖をばなるべくかうい」、風に見える宇うに苧りたい。北浴潮湯

( . 2 圃 ) とれは西 淀川直呑裳小準佼であ P まして、そ乙 l'こ大きなボルトの j首J 述 をば排へて、 その 柱

の単に方杖在 、天井の下の彪に出して居る例 であります。
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( 第 3 園〕鷺i J H第二三j，1，t 小事佼 です 、 か うい」、風に Wi迩 をば す っ か り出し て居 る。 勇敢に出して居り

主す。

( 第 4 園 〉と れ Ij ｲ ｾ 五 ｉ ｩＧｾ 川 の ［ＨＱ，伶女製校で矢張 り 教＿主 の 中の柱と牲と の ｦｬ 司 ｬ 亡 ｪ 邸主を Ｑ ＧＱそのまｾ H1 して府

ァ

・'0

Ｈ ｾＵ 圏、第 Ｖ 圏 〕乙 れ はぢ ｩ 似 の なか っ た市立大宮 小 ｦｰ 校 の 会長であ り ま すが、と の ｴ｝ 、 事校ばかりで

はあ P ませね、市内の t] 、県校の殆ど令官官でありますが 、ζ ノJ ノl、tFE校の致袋内中，c 、74井の下 に方

杖を出さな いやう にとい五、の で、 下 の 欄間 か ら ｪｾ Ｚ ｮ までま ｬｋ 折 ｊ 二にな っ て居リまし て、 さ う し て

方杖を Ｈｦｾ 裁よ く 隠し て 居 る 、 かうい』、やうな 欣況であ ｐ ま す、私 の 今申上 げ た いのはと の 方杖

筋混とい」、風な もの をばこんなに朱にしないがい与といふのであります。

×  ×  ×  

今潟真で御賢願ひま しにやうに方杖、筋違をばどんどん出してい入方杖をば隠すf誌に

天 井 を折上にして居る、そ の結果はどういふことになるかといふと、天井が窓の欄聞の上

でおさまらなりればならない鴬に方杖がどうしても窓より上に着かなげればならない‘ 方

杖を? 誼蛍の大きさにつりゃう t 致しますと大き〈しなければならぬ、従って天井高をば全

開上げなりれば納らないとし、ふことになりまして、結局これを隠すといふことは建物全鱒

から云へば不1必要に天井を高〈し建物を弱〈するといふ傾向になり易いのでありますから

これは一つ方杖、 筋違を隠すといふことをぱ 11-，め て、I f _ ¥て構はないものであると いふことを

ぱ御記憶願ひ fコ、 のであります 、若し只今御覧になり ましに香 蓑小 事 校の如1< 方杖を出し

てい〉とい ふ こと にな れば従来の天 井の 高 きでどんどん入って来る のであります、かうし、

ふ黙に考へ及んで、私共は一般の市民諸君 が方杖、 Il1j遣に親むといふことをば畳え て] 頁き

? こいと存する のであ ります 、私は簡車に申上げます れば 災害に堪ゆ るこ の建築機迭といふ

ものの認識 といふも のは 、認識の存度と いふものはこの方杖、筋違に親 しむ程度と比例す

るのであるといふ夙に私は考へる のであ ります 、如何に先程申しました様に建築法令が完

備致しま しでも、一般の建築構造に劃す る認 識. 自畳といふも のが庚まって参りませぬこ

とには充分徹底してこれが行へること は甚ピ 六ケ敷い と私は考へる のであります、こ の 一

般の人 k が筋違、方杖に親しむ、つ まりこれを隠すことをしないで親しむといふことにな

りますれば之が建築機迭の進歩の第一歩である . 而して法令が充分に運用 され得る鹿の前

提であると私は考へる の であります、つまり私は更に繰返して申上げますれば、筋違、方

杖ｾ隠すな、親め， r  I)) j述 、方杖 、隠すな 、親め J t いふ 言 葉 を 繰 返 し繰返し申上げたい

のであります 。

彩、の話はこれで終ります 。 ( 伯手)
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銭 筋 コ ン ク リ ー の 貫 力ト

東京帝国大製助教授 1ノ

工 事 博 士 t買 田 稔

目 次

J. 序

2. 過去の災害と銀筋コンクリ ー トの効果

3. 今後の注意

4. 紡語

序

私の演題は餓筋コンクリートの賓カと題するのであ

りまして、現代の建築構造に於げる寵児である銭筋コ

ンクリ ート が過去の災害に於て如何なる賞績を示して

i  来? こか. 叉将来餓筋コンクリートを建てるのには如何

なる注意を以てすべきかといふその二黙を Fll _卜. げたいと思ふのであります 。

只私は東京から参りましにので 、今 申上げましに本筋に入る前に東京に於きま して 披外

によって賞日 のこの災害を知つ?こその直後の感想、を少しあたんで巾上げ?こいと思ひます 。 そ

の感想には二つありまして、 二つの考が交互に頭に浮んで参りましに、第ーは「又天災が

降って起つにか. つまり叉か」といふ感じであ b ます 。

我園は絶えす・種 k の災害に見舞はれて居ります。大i E12年の闘来震災、同時に起った火

災、その以後について見ましでも. 大i E14年には但馬に大地震がありましに。 弐で昭和 2

年に丹後に大地長がありまし1=。次 で昭和 5 年には伊豆に 同 じ〈大地震があれ叉その年

には北九州に大暴風があ りました。昨年‘ 昭和 8 年には三陸の大津浪がありまして 、本年

に入って 3 月に l函館の大火事があ b ました 。次 で今岡の災害となっ仁詩であります 。 さう

いふ風に絶えす・大きな災害を受けて居りますので叉災害が起つにかと私が感を抱いにのは

寧ろ営然であらうと思ひます 。

もう一つの感想、lは「 この災害が大阪に起つに 。途に大阪を製ふ 1=_j i : いふことでありま

す . 大阪は私共のノl、さい時分に南の大火と北の大火の大火事がありまして、それ以来は殆

ど災害を受り て居りませね 。凡そ建築構造の上からしま すれば、如何に家を建てにらぱ災

害 に耐えるかといふその方策は今 日阪に明かになって居ります 。併 しそれには経費その他

の黙でなかな か質現しな い、つまり原理は牛Ij って居っても賀行しないといふのが現欣であ
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ります、併し度重なる苦みに ilI って自らこれを開験しますると何としてもやらなりればい

かぬと いふ決 心がつきまして. 自ら災害 にl耐えるやうな建築が IU来るのでありまするが.

大阪はそれを経亡居らないのです 。大阪に大地誌がめったならばと L、ふやうなことを不吉

ではありますが私は粂 k 想像して居りましに 。でありますから、それは地'広ではありませ

ぬでしにが . 今度は風を受けて絡に大阪に災害が起つ fこカ〉といふことを J感じまし? このも営

然と云はなければなりませぬ。

以上二つを 、放外を見て直後に感じましに感想、なので話の初に申 k げ?こE次第であります ι

これから本筋に入りますが、今回の建築物の被害の中 心を矯しましにも のは 小事校の 倒

壊であります. 而してその復興の方策が極々の方 l断で種々の形で研究されて居りますが.

出来れば これを鍛筋コンクリートにするといふことが第一に奉げられて居りま す。過去の

災害に於て立仮な成績を示して来まし? こ鍛筋コンクリートが今後と雌もその第ーに奉げら

れるといふことは首然でありませう 。只その鎖筋コンク リートにも自ら法則があります 。

近頃銑筋コンクリートカ2非常に宣侍されまして、その震に往々これを甘ー〈見過る嫌があり

ます 。鍛筋コンクリー卜といふものは金がか〉ると云ふことは誰しも説、識致しませうが .

兎に角金さへ出して作ればｉＢｉｾ来るもの ｦ ごといふので、これを構造或は施工上に往 ｫￎｪ ・〈見

過る嫌があります o wi ( て出来ましたものは何時の日にか災害を受げまして思はぬ馬脚を

現はして j取返しのつかない被害を受けることがなきにしもあらす¥つまり織筋コンクリー

トに抱いて居る私達叉一般人士の期待が大きりれば大きい丈に少しでも被害を受りればそ

の大 なる希望は忽ちにして失EZに特じまして叉怨の念にさへも轄じて参ります o Wi 椋なこ

とがありましては私は折角健貨なる 普及の{ 革路を辿って居りま す我閣の鎖筋コ ンクりート

について非常に残念なことにと思ふのであります 。

それでこの大阪に於きましてはよもやさういふやうなことはなからうと思ひますが、今

後小謬校は勿論のこと一軒でも撤多〈銭筋コンクリートを建て〉頂き? こいと思って居るそ

の矢先でありますから . 念の矯過去の災害に於て銀筋コンクリ ートが虫11何な る本性を持ち、

叉今後如何に注意すべきかとし、ふことを些かお話申上げ? こいと思ふのであります 。

2  過去の災害と銭筋コンクリートの効果

これカ' ら 過去の災 害に於て 蟻筋コンクリー トが如何なる賓績を示し て来1: かとし、」、こ と

を? お話申上げたいと思ひます o

鍛筋コン クリートが我園建築構造として非常に越したものである 、是非将来のも のはそ

れにしなげればならないといふ風に指導或は宜体され初めま しにのは明治的年に ア メリカ

サンフランシスコに大地直がありまして、昔時佐野、大森. 中村諸博士が賞地調食されま

して‘ 鎖筋コンクリートの優秀なることを認められ蹄朝後普及に努められにことに初まる

のであり . ます 。その指導と一般の言ぽ哉向上と相侠って漸次普及致 しましにが. 漸〈繊筋 コ
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ンタリートが様山に建 て られ初め ゃ うかとい ふ時に遁遇 した 一大試練が例の大i E l 2年の闘

東の大長火災であります 。

それでこの閥東の震災に於 て銭 筋 コンク リ{ ト が どうい ふ有様であっ fこか といふこ とを

申上げたいと思ひ ます 。あの災害は地以 と共に それに引続 事大 火事 が起って 東京の約 字分

を焼榔っ たので あ りますが 、先 づ地震丈 によ っ てど ういふ構越が強かったか弱かった か と

いふ こと をI ｾｉ 上げ ま す 。 つまり 一 寸 火 事 は後廻し と しま し て地誌丈でどう い ふ構造が強 か

っ たか掛かつにか といふ こと を?申上 げま す。

地震のみによる被害 この表は木造と鍛筋 コンク リー トの比較であ り

( 令媛、や接、大磁の棟数〉 まして 、東京市全部で木造は32高椋絵ありまし fこ

構造種別 |総棟数 |彼'ti- f車毅|被害率%

木 建 I 326，231  I  35，802 I  11 

l滋筋 コ y 持

ク ロ ー ト

592 60 I  10  

各火災により大破以上の彼符を 受けたる

ものを合めど もその毅は僅少 なら ん

が. 餓鍛iコンク リート は 592 棟あったのでありま

す 、煉瓦石迭は これは非常 に地民 に弱いので問題

にな りま せぬのでこ 〉に書 いて来 ませぬ で し1: 。

木造中地震 で非常に被害 ぞ受 けて修引出来 鍛ねる

程 度 に壊 れま し1: ものはこ の内の 1 1 % つまり がJ

1 割強で あ りま した 。錨筋コ ン クリ ート は同 じ く約 1 割あり ましに、八この数字は地以丈

でなしに 火災に よる被害 をも 含ん で居 りますので、賓際地 震丈で受り 1: 被害は これから幾

らか5¥ ｾ、たも の になる 謹 であります 。 地 震 丈 による 被害 と い ふ も のは統計 が あ り ま せ ぬ の

で判然致しませぬ。併し火災によって大被害 を受けにと いふも のは数多 〈ないと思ひます

から、大樟地震丈の被害 も約 I 割と思ってい〉と思ふのであります 。 これを以てしまする

と木造と餓筋コ ンクリート主は被害の率ーが略同 じであります、こ の ことは既に 一般 の 人が

相嘗 ｾ ＧＱＡ Ｎ 解して居りまして、木造でも地 震丈 なら 大 関 鍛筋コ ンクリートと 同 じ強さがあると

いふのは今日よ〈 知 られたことであります、それなら木造の家屈 でもよい か といふことに

なる のであります が、そこには向種 々の ことを考 へなげればなりませぬ 。第 一に木遣を以

てするのは住宅なら先 づよい. しか しより 大 きなものには相営無 理があります o 次 に地主主

の後に来るものは大きな火事 であ ります、こ の火 災にも l耐えるとし 、ふ こ とになりますとど

うしても 餓筋コン クリートで なけ れば ならな いので あ ります 。

そこで閥東の地以の火災によ って更ら にどっし、 ふ被害を受 けにか とい ふ こ とを表で説明

地 長 及 火 災 に よ る 被 害

致します 。

一 一 一 一 一
同じ木造に於 き

まして全市の杭放

の 6 1% が壊 れ? 二

のであります、こ

の教は擦りにも の

と焼げな〈ても地

構造種 別 総純貨 !被告:-t 峨 被害率ラ4 制H 来 ｾ

木 括主 326，231  198，774 61 大破以上及び焼失

燦1じ平T造 11，497  6，989 61 大破以上及び内部焼失

鍛?めコy

60  焼失、非焼失を 合し大破以 1-.

592 

上組に焼失のもの及び非焼失で
ク リ ー 卜

129  22 

小鴨の也 のを合む
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長によって大 級以上の被害を受りた もの と雨プ7ft'加lへ1: のであります 。つまり地援のみに

よる被害率 ＱＱＮＥ が火災が起ったｾに俄然 ＶｬＮＥ まで増へ ｦ このであります 。 次 に石 浩の焼

け或は壊れ? こものは 同じく 61. % になって居 ります. 餓筋コンク リートに ついて見まする

と先程も申しまし1: が火災にょって被害 を受りたものをも如lへて 10. % になって居ります

銭筋コンクリートについて 僅かな被害の もの までを加八ましでも 225 ' 6 ' といふ数に過ぎな

いのでありま す。鎖筋コン クリート の内で全壊或は宇壊し ましにものは 18棟でありまして

その 内 4 純は工事中であり ましに ので止むを得なかっ たとしますると僅か に14棟が全壊或

は字壊しTこに過ぎませぬ 。

更にそ の内容を検討 し、叉こ の災害 によ っ て建築の方面が どういふ襲化を受りて来 1: か

とい ふ ことを申し述ぺ ます 。初め に巾 しました や うにこ の大長火災は我園の銭前j コン クリ

ート がこれから燃にならうといふ時に来たものでありまして 、 その黙私達 に教へて呉れた

ことが非常 に多かつにの であり ます o ＱＱｬ ｾ 論そ れまで私 共の諸先輩 によって極 ｫ とこ の織筋

コンクリートが指導されて来まして . その指導方針は非常に常を得て居つにものでありま

すが. 更 に向かう すれば よいといふやう なこと が相蛍にわかっ て参りまし 1: 。即ち 餓筋コ

ンクリ ート の構逝理論はあの 12年を境 とし まして非常 に進 歩 し?こ のであります 。そ れまで

は中にはアメリカの流儀に習った建築物が往々我園にそのま〉建てられて居りまして. そ

の最 も大事なるものはあの丸ビJ l - の すぐ近くにありましに内外ピルヂング といふ ので 、タミ

張り 8 階の鍛筋コンクリー トであ りま し?こ が . 見るも無惨に 地下室に向って叩き込まれTこ

のでありま す、 そこでア メリカ の流儀にそ のま〉習つに ものは最 もいげないといふことが

弧〈判つにの であります 。無論それまでにもさうし、ふ構詮は蛍全得ないとい ふ ことは諸先

却 によ って云はれて居つにのでありますが . 自の首りそれを見まして続々我岡国有の地実

にl耐える建方をしなければならぬといふことを 一般 が認識しfこのであります 。でどう L、ふ

風に張主主し? こかといふことは除り専門に 亘 ります ので省略致し ます 。

ＺＺｊｾ に其他の方面で受 ＨＱ ＱＱＺ 影響は先程のお話の市街地建築物法の内容 に地 震 に耐 え る構 浩

方法が可なり細かに附加へられにのであります 。 どうしても法律で或緯度の強制金致 しま

せぬと出来ないといふのは弱い人聞として見れば仕方のないことでありませう。で種 k 創Il

かな規定が出来まして 、爾来地震に劃して一定の方式で計1奔することが張要されて来たの

であります 。

そこでそれから以後公共の建物は段 k e丈夫なものが栄え 、弱い ものが表へて来 fことし、

ふのは首然ではありますが . それ を教で示しますと 次 の表の様になりま す。描 lMI に年教が

とって ありまして縦軸に極々 の構造の純鍬がとってあります D 二1:: 蔵 、煉瓦i輩、石迭は誌災

の嘗時を境 として非常にそ の敷金減じま し1: 。破線で書い てあります のが鍛筋コ ンク リー

トでありまして， ｾｾ災の蛍 時を境として段 ｫ 棟 敷金上倍加して 参 りまし ＱＺ 。 つまり棟数を増

しにものは餓筋コン クリート 丈 だとい ふ ことになり ます。そ れでも 今 日建って 居 ります鍛
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羽以湖

20帥0

棟

工 t

数

10棚

ｼ煉ｾ這 ｅ

荷造、l ' " " " i 、

戸、H- 1? でこ

ｏｌＮＮＮ ＮＮｬＮＮＮＮ Ｎ ｾＮＮぬ ､ 二［［池山 f  

大 足 時 制

F 官

4 5 6 マ 8

筋コンクリートの数はま t.: 5 千

に満? こなし、かと思ふのでありま

す、木造の数は相費らす30l 覚後

でつまり培減がありませぬ 。

斯様に錨筋コンクリートカ; 段

々と檎へて来 fこのでありますが

あの蛍時今日恰度大阪で云はれ

て居ります様lこノj 、接校丈はどう

しても鍛筋コンクリートにしな

げればならぬといふ運動があり

まして、全市の焼 ｾ ｆ のノ ｪ 、 事校は

高維を排して鍛筋コンク リート

で建てられに のであります 。兎

に角あ の醤災に於きましてはそ

れまで外間流 のものを輸入して

多少の我困問有の地震 とし、 ふこ

とを考へてそ の構迭を修疋しに

やうなものが建てられて居つに

のでありますが、それカ2一大試

練? : ' 受りましてー屠陪賓な方法を私達 に教へて呉れ 7こといふことになります、 つ まり あの

時に壊れましt: 約 1 割の鍛筋コンクリートはその後に建てられる鍛筋 コンクリートの犠牲

になったものと考八られます。

次で起りました災害は但馬. 丹後、伊豆の地震でありま すが、これは地方災害でありま

し? こ震に齢り遁確に鍛筋コンクリート の賓績を申上 げることは出来ませぬ、併し少数あり

まし? こ銀筋コンク リ{ トは非常に良好な成績を示して呉れましt: 。次で咋年三陸地方に津

浪が起りましに. めの地方にも鍛筋コンクリ{ トは飴りなかっt: のでありますが、只釜石

町にその例を見 fこのであります。釜石は津浪に洗はれ、家が相営に押流され? このでありま

すが、残りましにものは更に火事で鹿かれに虚もありまし七、庭が其中海岸近〈に繊IBl コ

ンクリ ート の盛物が浪にも挫はれ令 、叉火災にも めげすに唯一つ残って居つ ?こ のを見まし

た時には誠に積母しし、祭持がしましに 。

次 で本年の初めに函館の大火事がありました 、全市約 4 高 2 千戸の内字数が烈風時 1: 焼

梯はれ? このであります 。 さうしてその時の質績を表について少しくお話申上げます。

焼けましfこ本法家屋は約 2 寓棟であります. 木造は無被害のものはな〈 、( 全部焼けにの

は勿論です ) 無被害と大被害の聞にノl、被害 とい ぶのがありますが、 それは書 いてありませ



んから無被害の教と大被害の教とを足し

でも 100にならない、百からこれをワ |し、 fこ

ものカ川、被害に術賞するのであります。

それから統計に表はし 1: ものは大被害の

互容が少いものから順番に書 いた のであり

ます。大被害i : ' 受げましにのは鍛 筋コン

クリートが 1 7 %. 土戴 19 %、煉瓦石造

3 6 %、餓骨の建物は 5 7 %、これは鎖骨ねj

火災によ る被害様重量 f 画館火災)

格 設 5)IJ 綿 ｾｎ ｬ 数 無被告ｾＥ 大彼 Ｚｉｾ 六ｯ 不 ＴｩＱ Ｕｉ 官 務 ｅＱ ｬｩ 0  ・

一
一 一 一 一

鍬筋コ ン

94 39 17 

クリート

ゴ二 語英 103 81  19  

石、煉 J i:
201  50  36  

プ官、:/ '7

銭 'I it  14  7  57  

木 59  

本 火 災 地 の み

出のものでありまして、コンクリートで包んでは ないのであ ります 。木骨で表面を煉瓦、

石、コンクリートの類で包みましたも のは 5 9 % とい ふ風 に大被害を受げま しf: 。でこの

火災の時に非常に考へさせ られましにことはこの鉄 筋 コンクリート の被害が割合多かつ 1:

といふことであります 。大被害を受りま しにも ので も既に 17 %. 無 被害の ものは 39% し

かなかっ七、 Ｔ 害 ｉｈ 丘〈し かなかったのでありまして、空手ろ土蔵に Ｑｉｔｾ 被害 の ものが多かつ＿こ

のでありま す。 私達は彼地 に参 りまして市民に接しますと儲筋コンクリートは余ばかりか

かって嘗にならない. もうめんなものはコリコリむといふ様なことを聞かされました 。 こ

れはえらいことに相成つ七 、何とかしな げればいりないと 直感し仁のであります。 何 かそ

こに 理由がある ピちう、 その理由を明か にし まして市民の誤解を解かなりればならな いと

考八七のであります。種々調べますといふと彼地の餓筋コンクリートはその構造及施工の

土 に種々と欠陥があり、中には非常 に判り切っ1: 間遣すら行は れて居りまし1: 。況や細部

に亘 りましては種 k 不完全な る底があっ 1: のであ ります。市街地建築物法といふ法律は先

程合長からお話になりましにやうに大i E 9 年以後に賓施されにのでありますが、構造の部

分は主 なる都市に のみ限られ て居りま して、地方の都市にはそ れが適用 されて居らな いの

であ h ます 。函館は従来その法規が誼用されて居りませんでし仁 、のみならす遁嘗な指導

もな かっfこものと見えまして函館の餓筋コ ンクリートは徐りお粗末でーあつにのであります

併し市民は鍛筋コンクリ ー トとい ふものはあ〉 いふも のTごと思って信頼をかげで居ったの

でありますから、ぞれが初めに申しましにやうに愈々怨の念に痩って行ったといふ ことは

嘗然であります。従来災害 がある度に地方の都市でもあの方針ではいけないといふことを

度々建築易黒舎な どから 営局 に建 議 して居ったのでありますが. 1象現;の都合 でそれが賓砲さ

れなかっf このであります 。而 して函館の大被害は全〈まヵヘ、の鰻筋コンクリートに原因し

ＱＺ ものであるといふ こと か判りまし＿こので 、 私主主調脊Ｎ委員の報告 に基きまして建築ｾ ， 舎か

らは市民一般に封しましてパンフレツ ト?ドIJ りよ 〈蓄 し、て廻しに のでありま す。 そのパン

フレツ トは 「銀筋コンクリ ー トが火に弱いといふ誤 Ifyf i : ' 解( J といふ のがーっと 、も う一

つは 「耐火建築の注意」 とし、ふこ の二つ のパンフレツ トを市民全部 に配りましに 。

続いて起りま しに 災害 は今問 の大風水であります 。今回の災害に鎖筋コンクリ ート カヲf I
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何に強かつ fこか、 金 〈完全 とい ふ科の成績を示し得fこかといふことは既に皆様自身御鰐験

になったのでありますから認に申土.げる必要はないのであります 。

3 今 後 の 注 意

以上で我閤鎖筋コンクリートは種 k の災害 に遭ってどうし、ふや うな成績を示し? こかとい

ふことのお話を終ります。之を要するに風それから津浪のやうなものには鍛筋コンクリ ー

トは非常 ｬ こ 完全性 を備へて居ります ｄ 一番 恐ろし ｌ 、のが刻Ａｾでありまして、 次 が火事とい

ふ様に考へます、同じ銭筋コンクリートと巾しましでも種 k ありまして、以上申しましに

やうな災害によって主主々その理論は完全なものになり叉地工方法も J て手になりまして、 今

後建でられる銀筋コンクリートは康平将来の災害に於て損傷を受げる筈がないものと考へ

るのであります 。今 まででも非常に俊秀であったといふこ t が申されま すが、滅鳥J ; ではな

かった、防l東の1昨でも約一割l壊 れて居ります、只他の構造に比べ まして断然優秀 であっ fこ

といふことは云はれますが. 決 して被害がなかっ仁詩ではないのであります. 虞が初めに

市しまし fこやうに近頃銭筋コンク リートは非常に宣 体 されまして中には甘く見るといふや

うな婚があります。事官被害 t ' 受けましt: ものは何彪かに悪い黙があっ? このであります。

即 ち調ペますと構造が悪いと か . 或は施工が不充分であっ? ことか 、何) J ! gかに悪い欠陥を有

って廃ります 。今後建てられるものはさういふものがあってはならない、同時に決して油

断 しではならない 。 それでー舷 どうい ふ思t に注意しなげればなら ないか翻って申し述べ?こ

い主恩ひます 。

第ーは構造を重んす るとい ふこ t であります。織問コンクリ ート は非常に力感的色彩が

濃厚な建物であります 、充分に力感の法則に従って iH訴され設計きれなければなりませぬ

この法則は他の構造或はJ ' IJI. 論から比べ ますと割合に六ケ敷いのであります 。 その震に神々

近似的に 設計ーが行は れて居りますが. 同来る Tごり精し 〈精平野 にやらなり ればL、けないと思

ふのであります 。 ヨドにこの方面には昨年建築皐舎から構ｾなり計算の基準富が殻表されて

居ります。ぞれによります左割合簡草に完全なる設計が出来るやうになって居ります 。昨

年出まして段々と普及しっ、ありますが、早〈もっと蹟〈普及することを希望して止まな

いのであります 。

多: は施工t ' 入念にやるといふことであります、構造なり計算が如何によ〈行きましでも

造り方が粗悪では L、りませぬ 。由来理論と賓際とは不一致である、必するしも一致 しないと

いふ事が種々の方面で申されて居ります。で、この言葉は 中には鍛筋コン クリートに文字

通りに蛍はまるかの如〈に考へて居る人が相嘗にあるのであります 。つまり銭筋コンクり

ー トといふものは別論は成程い〉が施工 といふことになるとなかなかうま〈出来ない o そ

れを以て餓筋コンクリ ー トの国有の欠貼であるかの如〈云ふ人もあります。併しそれは少

〈とも今日を以てしますれば 甚 し〈首を得て居らない観 察 ｴｾ と思ひます。凡そ施工がうま
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<1i かぬとい ふこと には二つの子i ! 由がありま す。一つは 不忠賓 lこ. つまり知っ て居り乍ら

粗 雑に遺 るとレ ふこ とであり ます 。謡 いこと を敢てするとい ふ ことに な ります れば銑筋コ

ンクリ ートに 拘らす' 何でも或限度挟間化して行 〈と L、ふや うなこと は出* るも のであ りま

せう 。 さ うL ゴ、考では いカ・ぬと し、 ふ こと は勿，命でめります。段々と構造の大事な こと、 施

工の大事なこ とを? 認識致 しまして 、迫々 さうい ふことがな くなって来つ〉ありま すことは

非常に喜ばしい傾向であ ります。もう一つの1:11! 由といふも のは方法がよく知られて出らな

い. つまりい〉方法を知らんが尽に欣て必いものを? 作る とし 、ふことであります 。 これ は9: ¥1

らな いのでありますから致し} ) " ないのであります J 底力 2此頃ではその ) J 法が段々と |明カ・に

なって非常に完全になってういたのであります 。従来この大阪の コンクリート工事は附東の

も の に比 べ てどうも質が悪いとレム噂がありましに。貨は私もこの地 ｽ ｊ の ＱＱｾ ， 身であります

ので、大阪のコンクリートが };}};L 、といふことを聞くのは徐り気持よ〈耳に聞へないのであ

ります 。併し東京へ行き、叉大阪に来て種々と工事全見ますると、とうしても大阪の工事

は，ItHかつにのでありますo この間の風害の跡を見て組りましでも. 木造校合の聞に扶みま

し?二日)j 火壁、これは餓筋コンクリ ートで出来て居るものでありますが. コンクリ ートの廻

りが，t;1}; ( って大きな穴がめいて居るやうなものもありましに 。 これなど防火壁の役討を金

〈ょたってか? るものと云はねばなりませぬ 。之は 一例であ りますが. 従ぅl <: コン クリートの建

物を見まする の に種々施工の不完全 を物語るやうなものがありました 。で、これは賞はよ

りよい力法が絵り知られなかったのであります 。大阪 の砂は東京の砂と遣ひまして非常に

組 L、のでありま す。 それを東京も大阪も同じゃうに使って肘りましに 。即ち|寸 じ割合で コ

ンクリートにして居ったのであります、庭が1沙が粗いといふとなかなかうま〈行かないの

であります 。 r弘法筆を脱ばするJ c  Jドします が、認し、材料でい〉ものを造るのは天才のみ

がよ〈するのでありまして、今までのあのコンクリートではい〉ものはなかなか/ + " 来難い

のであります 。) 起がコンクリートの訓: 究も段々と進みまして、あの制い{ 沙を{ 史ふ場合には

斯様に調合を襲へればい〉といふ やうな ことが判って参りましに 。而してその方 法により

ますと今までの耐は特じて踊となるのであります。極々の欠紘は除去されまして更に *IHか

い ＨｩＧＡ［ｾ 使ふ ｉ ｬＮ Ｇ � より も積々 の 利則 Ｑ 金認め るのであります 。 それらの Ｉｪ 法は既に建築塁具合の粘

ｩｾｱ 土械警として附 ｦｬ ｬ 4 年に稜炎されたものでありますが、可なり急: 速に普及放しました 。

大阪の監作方同ーも勿論その趣旨によって今日合王I j ! 的に行はれて居るのであります 。でめり

ますから今後の鍛筋 コンクリ ー ト工事は 今迄の様に必いものは出来な 〈なつに識でありま

す。東京 よ りも更 に利黙を持ったもの となっ た詳でありま す。

チくに鍛筋コンクリ ートで注 意 しなげ ればならな いこと は防火 上の設備であります 。如 何

に餓筋コンク リートと 申 しま しでも 自分の家か ら火を出 しま すとい ふ と中 は全部燃え てし

まいます。 粧や梁のや うな 構 造材 料は被害を受 げないにしましでも中 の ものは全部燃え て

しまひます Ｎ のみなら す・川 方 木 ｾの家伝の集 ｬ 剖 で包 ま れ て居 る や う な孤立の餓 ｩ￬ｊ ｊ コンクリ
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ー トでありますと、周固から火が出て少しった火事 になりますと窓から火が入って中が燃え

るのであります. ですから 銭筋コ ンクリ ート で も火事で燃やさない様にす るには窓に防 火

扉を作石必要があります . ゑj論窓の卜ρ ，らさういふも のが不開裁 とか何とかで /:H来な い も

のも多からう と思ひますが. さういふものは大 火事 に謹へば中は焼げるものと 先づ思はな

りればなりませぬ. 1i 干し立派に出来まし1: 鍛仙コンクリートでありますれば 、中は焼けて

も仁1- 1 丈やち直せば使へるのであります、その貼は木造なんか- ，; ｾｊｩ ｩ 形 がな〈なるの と ｊ ド常に

極を異 にして居ります 。

1 7 0  

4 結 語

以 J-_ で私の話を終 るので みりま すが 、要するに過去の災害に於きまして. 鍛筋コンクリ

ー トがゴド常に他の構造に比べて緩必なる成績を示して来 f二、併しその間多少の犠牲があり

まして、今日ではその犠牲によりまして内察が非常に充貸して来ましに。でありま すから

その内森を充分に認識し策を付りて細心の注意を以て今後の儲筋コンクリートに臨んで頂

きたいと思ふのであります 。 さすれば今後の災害に営りましでは何等の被' 杏もな〈 、つま

り被害率零といふ立派な るも の になり得る丈の自信があるのであります 。

一一( 附 ト ー

ぞれから本講演の絡に臨みまして 一寸附力uへ? こいことがあります、それは先日この地方

の或新聞に私が直接話をしにのではありませぬが、復体へに或記事が出まして. それをよ

〈読んで頂きますれば餓筋コンクリートは非常に耐久的のものであるといふことを理解し

て国げる の であ りますが. 一寸前1車 に見ます るとレ ふ と気候が外閣 と違って1鮒| 到な震に中

の鍛筋が腐り易いといふ風に読めるのであります 。で、あれは復傍へでありまして. 気 11誌

の差別で我閣の鍛筋コンクリートが腐り易いといふやうなことは毛頭ないと信じて居りま

す。只私はあの時申 しましに のは 、これは申すといっても賓は内 k 調 存 しゃ うと思って居

つにのが新聞に出てしまったんですが、慨突の鱗筋コンクリ ート なるものは 、鎖筋コンク

リート の構浩物 の内で は比較的詩命力;短 いのではなからうかと橡ねてから 汚ヘて居っ た、

その事が開突い、ふことを抜にして全部のコンク リート の薄命が鋭い カゆ 企n< に傍へられ

にのでめり ます、こ ωことは H ド調獄 中でありまして、軒々 し〈蕗に申上 げる こ とは出火

ないのであります 。

之を以て私の講演を終 と致 します 。 ( 拍手)



耐 震 耐 風 の 家 の 建 て 方

東京工業大，ｲ［［ｾ数段

r  ｾ＠ I噂 上

Jt 今御末Ij 介を':Ni きましに HJ 溢で あ ります 。今 I!' Iは御

常地全中心として側四各方耐が多大の御被害 でありま

し て先 以 て ｩ 謹ん でお見 舞 ｲｊｾ 上 げます。 妹 に 多 数 の死 傷

者そ出 しましたことに 就 いては 或 は皆様方の内 に も御

浩枚の )j 若〈は御閥係の方があーありのことと存じ ます

ので その拙深〈哀悼の意 を表 する 次 第でゐり ます。

私は災 害の 起りまし＿ こｾ， ［Ａ日東 京 を立ちまして約 一 週

間に 豆 り、御首市と堺市とを中心に兵五l I lf係の- i札 京

都市の内外に;ばって。建物の被害以出を見て廻つ 1=の

であります、今日は見て参りましに嵐に基きまして| 耐

炭l耐風の家の建て方 、 それもなる べ く一般の住宅の建

回

、由

s 妥

て方について御参考になるやう なことを q- l 上げて見 fこい と忠ひ ます。

，f:えl

- ・.

風の吹きました後に来まして｛， ￯ｾｦｴ )氏J はよいが『耐民J とは (1111ごとし、ふお1Iヒりもあるこ

とと思ひますが、それはこの際持 に地誌 につい て も御注意 を lド上げる 必要があ ると考へ fこ

からであり ます。 災害 がありま し1: 場介に 地長 と瓜とどっちが恐L、かと qol しますと. )ff<I，よ

りは地i J . i ・の 方が数等恐いのであり ます ，今 同の風合以て皆様は風の恐さは充分 にお判りに

なったと思ひ ますが、風よりも 大地主のブJ が もっともっとひどい被害 を輿へます。それは

風の場合は特に夙営りの強かつ fこ部分であるとか又は特に機i tJ てその他に欠陥がめつ に建

物丈がや られて 、その他 の建物は瓦が飛んで居るといふ程度の もので 、何鹿を風が吹いた か

とし、ふ や うな顔 合してゐる建物が多い のでありますが 、地位の場 台にはさうは行/ J ' なし、。

大猟栽々のイi ' . んで庖ります科度の家は大地震の場合には軒並にやられるのであります 、こ

れは私J与が炭災地の被害 を見ましに;場介何時も感十る こと でありまして 、):ill，のゆくいに唱 で

は倒れに家は探して見なり ればな い位割令に少いが . 震災地ではJ . E を踏込む とベ fこに やら

れて 出 るとい ふ風に 感す・るのであります 。水害は ij リでありますげれども 、建物が倒れるの

は風よりは地誕の方がす・っと多いとし、ふことを湾へて頂き 1: ぃ。然らば御嘗地は地去 につ

いてはどうかと 申しますと 、従来地躍に劃して経験の少ない土地では決してないの であ り

ます。 歴史上に相営大阪の土地は大きな地誌 に出合って居 る。近い将来に大地'長があ ると

いふ様な ことは 勿論滋言出来ませぬげ れども、 将来大地長がないかといふと『ない』と断
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言の出来る 人はな い. と か う思ふ のであります、その意味から私は今回のj武もさる 事乍ら

将来地広とし、ふ場合 も考に入れて耐民l鮒j武二つ乍ら大丈，夫といふ家主? 建てることを心得て

置く必要がめらう と考へるのでありま す。そこで今日. b-話 lドjてげr まする内容公認にさ: いて

置きまし1: 。

L  地長及び) 試の作用

2. 建物倒壊の原因

3. 耐震耐風の建て方

4.  筋違の効果

最後の項に於ては耐議l耐風上重要なる筋違といふものがどういふ効巣があるかといふこ

とを 今同の被害のみなら す過去の地震、峨風等に於いて、筋j主の非常 に有効であっ? ここと

をえj燈を以てお話した いと 思ひます。

1. 地 震 及 び 風 の 作 用

第一 ｬ こ 地 震 と風とがどんな風に建物に力を及すかといふことの説明を ｉｉ ｾ 上げて見ませ う

今岡の問題は風でありまし1こから、先づj武からお話しませ う。

風と いふものは皆様御韓験尽きつにやうに先づピユツと吹いては 11::み 叉吹い ては止み

といふやうに「息』をしますばかりでな〈渦を各いて作用する場合が 多 し 非 常 に 複 雑 な

働きをするものでありますけれども、これを大き〈別げて考へますなれば『外摩j] W内腿』

『吸ヲ ur吹上J かういふ夙に分けられゃうかと思ひます 、『外! 髭』といふのは読んで字の

如 し 屋 根に劃しては上から押へつりる、 壁 に劃しては外から抑へ付η るといふ様な建物

のタトから刻lへるカ、これが外躍であります υ 『 内 ｾｪ と い ふのは建物の窓 、出入口が吹 Ｑ Ｑ ｾ

ばされると. それからどんどん風が入って来る。建物の内部に一杯に風を字みまして屋根

や天井を上に向って持上げる。風下の窓や出 入口は外に向って倒れる。若し〈は墜が外に

向って字む。これが所謂内監であります。第三の「吸i J U といふのは l試が非常に早い速度

で建物を襲って来ますと風下の慮に渦谷が向司王る。同時に風下の方に貫主とまでは行かな

いに して も 非常に局電力の低い部分が 出 来ます。その震に ｨｬｴＡｾ の ｬ 武 下 の ｪｪ に 首る耐の瓦が主

としてめくられる。叉皆様今回の風害 によ ってよ〈 御経験になっ fここと と思 ひま すが. ｊ ＼ｉｴｾ＠

下の方に首る壁の窓や扉が外に向って放出される 、こう いふやうな吸込み 作用をする。こ

れが吸引作用であります。最後の 『吹上J 作用とし、ふのは、例へば風が吹いて建物に蛍つ

1:場合建物 がしっかりして居りま すと前に進め ませぬ から上に向って吹上げ る。 その際に

建物の軒先が出て居る . 或は府があるといふことになると出煩って居る部分を下から上に

向って吹上げる 、これが吹上作用 であ りま す。

これに劃 し てどういふ風に用意すればよいかと云へば 『外脱 』に 劃しては、タトから力ｾ
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加へて建物を風下に拘1倒さうとするのでありますから、抑泣きれない やう に横から 加はる

プJ に封して防県が必要です。次に内脈に劃しては 屋捉やす井が持上げられて 、ふわりふわり

と Ｇｊ ｬｾ 行をや りますから 、飛行 せぬやう に しっかりと骨粗に引張りつける。叉 風下に向って ｩｊ ＧＨ

れる、 外に向って倒れる とい ふやうなことのないやうにしなげればならぬ 「吸ヨ UI 作用

に劃しては尾根茸材料の如きは刺がれぬ椋に充分に下地に締り付げる。風下に向って1ft れ

たり外れ?こりする事がない や うにすることが必要であります。 r吹上』作月JI こ針しでは軒

先などを吹 ｪ てげられないやうにするとｼ司時に建物が持 会 Ｑ ＭＮ げられ る際に、キ Ｑ ， の ｊｾ 下が外れな

いやうにJ : 惑と科との聞に充分に鍬物を使って込下を締り つりで置〈ことが必要 にな るじ

以上は風ですが 、 チく には地Ｇ 長の話ｾ致しませ う。

風は地面の表面ｾ宰気力［流れる事によって起るものですが地盤の場令はもっと凌〈地面

の下からガタガタと来るのであります 。而 も共作用は 「波動 j であります。即ち地 luiの表

面及内部に波が謀って来る。この波金簡単に分りますれば 『上下動J と『水平動J とにな

ります。 w上下動』 といふのは 、地民 主? 開駒なすつに方 は直ぐお判りと行じますが、建物

がどん どんと下から突」てげられます u その具合は次の犠であります 、即 ちJ て下動で下から

地面を突上げると 建 物 には上から下に向って力が力11はる。丁度エレ ベ { ターに乗った時 lこ

上る時には自分の身開が目方が塙へたやうに思ふ、あれと同じで . 建物への目] ] がぐっと

増す。反針に地面がすっと下る時には目方が減る. 鰹〈なる。そこで上下動ががたがたと

来ると重〈なつ? こり軒〈なつに 1) • それを? とても早〈が1: が fこ とやるのでめります。

「水平動』 はどうなるかと云ふと読んで字の還り水平にゆらゆらと来る振動でゐります。

然らぱ建物にとってどっちが恐いか主いふと. 震原地附近. 例へば大阪の直ぐ下で地表が

起ったと い ふ綾な時には上下動の方が 大 事いＮ底力リ て 下ＡＱｄ ｊ はｾ原地を少しく離れると段々

弱 〈なります。例へlばi 丹後 . 但潟若〈は手和日歌山としい、 つ f七こ B虞是に土地也浸が起つ? 穴: とすると大阪ゾ

耐は土上宇下i動助もありますカが: ‘ それよりもぐら〈ぐ，らと 予来夜る i横慌の振動が大きい y水k 卒j助訪の方は非

常常' に庚い純園に ;及及ひぴ- ますので建物は . 上下動よりも水卒動を受げる場合の方が多し、。のみ

ならす建物が水平動に劃しては一般に弱〈出来て居る 。 地 Ｇ￭￭ 互の被害の 跡 ｩｾ 見ても大抵慌に

ぐらヤらとやられに結巣 、桂其他の主要な骨組が折れて倒れて居る。此の虫¥Ij ・風の『外型転』

を受t 1 1こ場令と一緒であります。

2. 建 物 倒 壊 の 原 因

地震や風の力が儲から来? こ場令ぺしゃん こになる様に従来の多 〈の家は出来て居 ると云

ひましたが、そ の譜は闘商でお目にかり ませ う 〔岡商省略) 何故横から 力が来7こ場令に .

ぺしゃんこになるやうに出来て居るの かと云へば、例へば 2 階建の木造小康校があるとし

て. これに風の外墜を刻lへますと地誌 と同じ〈 水卒に動きます 、風にしろ地廷 にしろ横か

ら押しますと、 先 づ i 階が ぺしゃ んこになって 2 階が共のよ に落ちて来て之れ も叉潰 れ、
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最後に岸根丈が三角形に殆ど完全に 贈ってその上 に乗っかつて居る。此の壊れ方は地震の

場合でも風の場令でも決って居る。先づI 階が ぺしゃんこになって 2階が共の上に乗っかつ

て潰れ、 小屋組は完全fごとい ふのは今度の風害にも非首に多 かつに。何故 こんな夙に建物

台 、 傾斜してお Ｚが 倒れるかといふと、こ ー れには理由が種 ｫ とあり ますが 、 ｾｾーは柱と梁の接

令部が非常に弱〈すヤ折れるといふことと、骨組の中ががらんどうになってゐて、先枠ーか

ら中海建築課長のお話が ｩ｢ つにやうに、『筋違ｾ r方杖』 を使つ てないからであり ます。今

から此の黙に就て質験してお目 にかけます。これは東京から遁々持って来まし1:建物骨粗

の模型であります 。 これは木造の住宅でも皐校で も何 でもよ ろしいが 、依り lこ皆様の住宅

と考へま す。これがごf : : 喜でこれが荘これが梁で、この上に三角形の屋根があればそれで我

k ] ) 住t J 家になり ます。底力4土苓と年1 : との仕口若〈は柱と 梁 との仕 口はどういふ夙にな っ

て出来て居るかといふ と『納業J であって 、柱に 穴をありて梁の端を制〈 青IJ って31・しであ

るＮ折角太い佐 ｾｩ 変ひ乍ら梁を＿取付ける鹿は柱に穴がありである。梁は梁で折角大きな裂

を用ひ ' 1さら肝腎の緩 iヨは車IA< 削 つである、ここで壊れよと云はんばかりになって腐る、一

寸此の枝型でも手を放すと危〈なる。 ，( 笑 蕗〉あー笑ひになりますりれども情様今11免師っ て

お寝みになる家は大低これです、賓際皆様が蹄って今晩命を托していらっしゃる家はこ れ

に始ど近い、 手を放す と危いo ( 笑碍) で柾と梁 との仕口に用ひである柄主主ですが、私は

この柄撃を一名「殺人的構造』と名付げます 。こ の中 に大工さんが居られると私は師り道が

危いと思ひ ますが 、大工さんの中には年期を入れ て一生懸命この殺人的構迭の研究をして

居る人もある。その誇操にはじっとして居て不断荷震が乗っかって居るばかりならい し、 が.

一寸風が来る. 若くは地震に出令ふ時にはこれがかう慣れて終ふ。疋に一瞬間にmれてし

まよ、 、こ の時にさっと逃げ ればいし 、が逃げ損ってかうなれば指が挟ま れる、指fごからいし 、が

これが小事 児 ij U.: つにらどうなる。 今度倒れ1: ノl、摩! 校の大規分も其の構i査は 此の模型に近

かったんぢゃないかと思ひます。潰れる少し前の此の模型の恰好はどうです 、ノj 、!i!，校合の

傾斜しにものの形と金〈同じでありませんか。これで多数の児童が死んで居 る。それでは

此の ｉ ｦＭ ｝ Ｂ 組の傾斜しにｾ出れたりするのを防ぐのにはどうすればよいかと云へば、ぞれには

先寝中津さんも度々仰言つにやうに 1 本の筋違を入れればよい、前j遣を入れてその阿端を

ボ ールトで締めるのであります。仕口に釘を二三本打つ枕のこ t では駄目です、釘で j 卜.め

でも利かない、ボールトで締める。かうやって置げば地震が来ゃ うが風力: 来ゃうが大丈夫

です。第一横倒しにならうが、逆様にならうが大丈夫です、これ丈の簡軍な理痛が判らぬ

といふことは賓に情けない。こんなことは私の蛮明し1: こ とでも何でもありませぬ 建 築

家の方では是非かうしなげればならぬ、筋遣を入れなければならぬといふことは大昔から

といってよい程判って居る。然 るにそれを働行きれな いこと移 しい。その尽 に到る 鹿で多

数の 人を殺して居る。私が殺人的構浩といふのは l虚でもなりれば誇張でもない。特に筋遣

を入れるのに悶 るのは君、や出入口 のある 所で あるが. きうい ふ場合には筋違の代り 1: r方

杖』営問ひればよい。タj論方杖よりは筋違の方がー屠有効ですげれど も使へない場合には

方杖でもよし、 。方杖も 重要なる効用をします。之を要するに先づ一番に筋違、之が使へな
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げれば方枚 、さう してその雨端の彪はしっかり と頭文に合物で止める。 7ニピこれ丈なんで

す。その要領が充分に行はれない鱈に柱は上下にある納が抜易 〈、 叉キE e 梁の挙込んであ

るj起の柄が抜易〈 、杭は折れ易〈、これを以て建物がi i ' ( "れて多数の人を殺す といふ ことに

なるのであります。

3 耐 震・ 耐 風 の 建 て 方

建物倒壊の原因が前に述べ1=犠 であるとすれば共の針策はどう すればよい か. 簡単に幽

而を以て申上げて見ます れば ( 岡商省略) 第一番に柱と土事との媛合部には必す-金物を使

って頑丈に 11--.めて1立ひ? こい o 1 3 . 士事と土事とが出令ふ彪には斜の使材を入れて三角形を作

らせる。 地震の上下動や風の吹上作用を受り 1=場令 . 土事に一寸粧をはめ込んであるピげ

ではどん とつり ば抜上 るに決って居るから、どうし-ても粧の足元は金物で.11二めなげ ればな

らぬ とい ふこ とは之等の闘を以てお牛Ij りのこと〉忠ひ ます。叉杭と梁の州迦. ふ庇は殺人的

構造の柄差丈で司は心主 ＱＱＱ し 、。 金物でー Ｑ ＱＭＭＮめなげればならぬが 、 Ｏ Ｇ ＱＢ ， 来る ｾｬｻ り方杖制定 って 充分泌

とその他の材とを締イ寸げる。これを是非励行 して貰ひ f: し、。それから殊に 2 階建の場合は

なるべ〈通柱 を充分 に使ふ。 2 階 と l 階と の柱が管粗: でばらばらの時には金物 公使っ て上

下の連絡を較にする。 殊 に忘れてはならぬのは筋違で、窓のある部分の みならす¥ な い 底

にも表面から見え てももっとも構はない。日本のやうな地長閥 、風害問では 川角の骨組丈

で家主? 保せ ゃ うといふ のが元来無理なので 、日 本の風土に過つに建物としては 、ちゃんと

筋違が表面に見えて居るのが自然なのであります。細か い技術上のことは省きまして、兎

に角筋違 、方 杖に頑丈なものを使ふ 、き すれば出来上つ 1: 建物はしっかりして来ます。俄

りに小摩校と致しまれすぱノj、厚相は完全無献の三角形に残って居る。それで斜め十文字に

Ｑｩ￭ｊ 速を充分に 入れる 。柑 小 屋ｾＺ校、病院 、 工場 、 倉 ｗ e  ｾ、ったやうな建物は形が非常に細長い

ので風若し くは地誕の場合に水平の方向 に控みます。それに到しては最も簡単 にして有効

な方法は『控粧J 即ち心張俸. これをつりることで 、今阿の風でも建物が倒れか〉ってか

ら支杵でつっぱつ 1=のが津山あ ります が、 「時ばぬ先の杖』であ りまして、最初j からちゃ

んと この控柱を入れて欲 しい。地震 で以て始終いぢめつげられて居る閥東地方 、殊に伊豆

地方 に行きます主非常に月1心をして居ります。外観は二の次 にしまして安全第一に控粧を

使って居るのが深山あります C ぞれから聖書には必令筋違を入れて居る 、筋違の使へな い彪

には前にも申し士通り方杖を使ふ。大阪の小謬校も汲め之等の方法を?と られて居つ 1: 建 物

には殆んど被害がなかっ fこの であ りますが、こ の筋達、持・柱、 方杖等に手抜かりのめっ た

ものが主 t してやられて居 る. か ういふこ t になる のでありま す。

4. 筋 遣 の 効 果

今から幻燈に移りましてどういふ風に筋違が賓際に役立つにかといふことを遁確に論よ

り詑磁としてお目に かげ にいと思ひま す。お自 にかげます 潟県は今 回の風害に闘するも の

ぞ主としまして、それに過去の震災の潟県を少し混ぜて筋違がとういふ風に役目を某すか

といふことをお目 にかりた い と，思ひます。
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第 1111 木造小母性校 合の溺I1佐さ

( 附近 の各 符1建 物 と比較し て〉

第 1園 先づ最初に お自に 力・りま すのは木造ノl、感

校がその他 の構造の建物 に比べて如 何に剥かつ に

かとい ふ こと を Ｇ ￫ ｲ 例ｾＮｊＮＺ ｊＮ 、 て 示 しま す。これ は皆様

御 承知の天王寺第一/J、感校で あ りますが 、左 の J;

にあ るのは餓 筋 コンクリ ー トの新築校合、手前に

あるの は木 浩 2 階 建の教室で御覚の通り ぺ しゃん

こiこ倒れて居 ります。

後方 に見へる のは病院で銭筋コン クリート 浩 で

すが、ぴ 〈ともして居 りませ ぬ。隣近所の民家の

建物に も被害 がないの に木造小謬校丈や られて居

ります。向うの火見納 の織広 も立派 に立つ τ 居り

ます。

第 2 調 伊j潰 した新 築の校千年 ( 大 阪市外某 小場校〉

第2 圃 こ れ はーユ都新 らしい小島製校 であります.

1 7 6  

新 らしいも 新ら しいも今年の 6 月22 日に出来上つ

1: ばか りの大阪市外の或小康 校で御覧の通り ベ し

ゃんこに壊 れて居る。 新ら しい建物であります 矯

によも や倒 れる事は あ るまいとい ふので校 長 さん

が職員 、児童 金これに入れに!髭がこれがペ しゃん

こに なりま して 約 200 名が下敷 にな り、11名の死

者を ，Ifl， しま した 。名前はお預 りして置 きますが御

存じの方 もあ ると 思ひ ます。

第 3 圏 ノj、厳正fl 1eけは完 会 に原形を 保 つ

( 大 阪市外 来小 拳校〉

第3 圃 その倒れに建物 の中に入っ て見ますと 小

屋組は御覧の湿り非常に完全 に出来て居 る。

第 4 圏 頑丈な 2 階 梁 と繊弱な性

〈ポ ーノL ト孔 l土 2 1問ある が、 ポ ールトは町長l 本〉

第4 圃 叉此の聞に見 る棋 な大き な梁が使つであ

ります、必要以上 といっ てい〉 恒r. 丈夫 に出来 て居

ります、然るに桂 はこの程度の極〈ひょ ろひょ ろ



しに もので す，梁は頑丈で料:はひょろひょろであ

り ま す。柱 と 梁のｻ土 日 ＱＺ 二 ｦｬｾＱ ボ ー ル ト孔 があって

上の )j はボール トで 11-，めであるが 、下の方は孔丈

あげであるが、ポールトが入って居な し、 。 これは

ぷ計者に於て下の ) J は孔丈ゐげて置けといふこと

では勿論なかっ fこん 1': らう と思ひま す。詳し〈制

ペて見るとかうい ふj員な こともは付かるのであり

ます。

， 

‘  

・・・・・・創嗣町h 、、ー

第 5 I;J ，jJし に 支 へ られた 2 階段

( 例mせ る大阪市外来小梨校に て〉

第5 圃 ぞれからこれは 2 階の梁が決ちて来たん

ですが. 謹よ〈下に児認の机があって、これで支

へられて ｬ トーって庖ります、机が ｩｬｾ れきへしなりれ

ば机の下に居れば助かり得ることがあるといふこ

とを示してゐます これは不断からいさ' 地混とか

大風とかいふ場合にテープルの下に入るといふ訓

練をして置〈こ主も必要である事を示すも のです

が. それよりも第一に建物が倒れないやうにする

といふことが先決問題にらうと思ひます。

第6 圏これは多数の死傷者を出し，1こプー J t. 女 皐

校です。こ〉からすっぽり切つにやうに壊れて居

る。この溢には筋違方杖といっ? こ風なものは探し

でも見営らないのです。向梁もすっぽりと此の彪

から切れにやう になって居 りますが . 梁の櫨手に

も金物が一向使は れてゐな いのは誠に遺憾であ り

ます。

e- .  
.  

，. ' r ... 

' ..，t'  

“  

‘ .  .  

一一千 四 ‘ 『

第 6 圏 7 ・- /L 両氏の主主存せる 校 舎

第 7圏 納 が抜 け 1-，って倒れたれ

〈性』月lの緊結が絶封必要! )  

第フ園これは市内の某小康校で 、建物の足下を

見ますと附が一寸はまって /'t る丈けで. 何等金物

で連絡がしてない。すぐすぽりと抜ける。 J瓜の織

に持上っ てす ぽ りと抜げに宗主に倒れたものにと忠

ひます。梁の櫨手にも餓物が使用されてなく、ロ

を聞いてをります。縫目に何等の連絡がない震に

起った木浩建物のパラパラ事件であります。

第8 園 然るに この小謬校は強し 、j吸を受り乍ら御

賓の通り完全に無事で残って居 る、 見る と足下が

金物で全部 かう し、 ふ)!Rに I¥-，め である。倒壊 しなか
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官事 8 圏 粧脚が緊結喝 され て ゐ て 例 淡 を免 れた 校 舎

〈京都市大 内第 三/J 、製校 〉

つに事に就 ては他にも理由はあつにと 思ひ土す が

桂の足 下を土華に縛付げであつに こと が建物の持

上って壊れることを防いに事はさ折、へない事貧であ

ると思ひ ます。

第 9 薗 j首J 迩 が 無 くて倖Ui'J，'i:ーし た 風 下の校 合

( 兵庫 県系下 小 開 高 等 小 挙 校 )

第9 圃 こ れから本論に入って 筋違の効果を示 す

潟真になりますが 、こ の闘は兵庫牒下の紳崎の直

ぐ傍にあっ Ｑ ｾＯｊ 、事 校です j武下の校舎が一株此の

通りに潰れてゐます。

第 1 0圃然るに其の風上 に蛍って 2 階建校合が

一棟残って居る。見ると壁の虚に筋違が入って居

る。これが有効に働いて居る 。かういふやう にペ

しゃんこになって ゐ る校合の直 ぐ隣りにあっ ても

筋違の入っ て居 る棟は倒れするに残って居る。

' 1 7 8  

第 10圏 it J 還がわl い て{自j 演 を免 れ た 校 舎

( 向 上〕

第 11111 間 仕 切 笠 を徐去 し た 儀 l亡倒 d'i ーした 校 舎

〈堺 市内紬松小母性校 〕

第 1 1圃 こ れは堺の或る ノj、接校ですが 、教室の

間仕 切 壁 ｾ技いて講 堂 ＱＺ 代用し 筋違の無かっ た校

合は此の様にベ しゃん こーにj j'tれてゐま す。

第 1 2圃然るに、 共の同じ製| 変の中で、隣りに

在つ 1: この一棟が盛っ て居 る、何故使っ て居 るか

と中に入って見 ると 壁 に斜の亀裂が入って居る.

何? ごらうといふのでその裏側に廻って見る と

第 1 3圃 に見 る様 に黒板の上の方で壁土が落ち

て居ります 。 その虎を見 ると 御覧の通り 斜の材が

顔を出して居る 、筋違て' す。これがしっかり 利し、



ｴＺ 、ぞれでこの棟は助かったん ｴｾ ちう左海へます 者とを出した味原小験校で あ ります。女の先生が

第 12圃 筋違が不j いてIYJ かった校令 ( 同上〉

I  I  

I  I  

I  I  

J  

第13圏 校 舎の倒淡を救った筋諮( 向上〉

事畠園田彊 除 措 逗 ｅ 掴回国帽・ｾ量程冨面

児童 3 名をかばっ て殉職 さ?こ の もこ のノj、感校です

が. 減茶々々 に壊れて尻ーる 。近所の民家は一軒も

倒 れて居な いのに この校合丈倒れて居 る。

第 15軍 'l{J j 述が有って 無事に重量っ た校 合

ぐ大阪市内味原小製校〕

第 ＱＵ 圏 然るに此 の ｾ Ｚ 校の 風 下に 主主つ に校舎が

めります ので、ぞれを調べて見 る し 他に種々理

由もありませう りれども次の第真に見る様なこと

を鷲見 しましに。

第16園 依き取 ったJ i ) j - で折れ た筋注

〈大阪市内味原小聖位校〉

第 14圃 倒潰 して多数の死傷 者 を出 した 妹原小鋲 校 第 1 6圃 建物に入 らうとすると 「危険入ル ベカ

第 1 4圃 こ れは 250 名の重軽傷者と十数名の死 ラズ」 と書 いである 心建物は相蛍傾斜して居るが
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かういふやうな大きな筋違が入って居る。これが

利し、て居る 。筋違の一部が折れる位よくきいて尻

ります。その折れて ゐ る筒所は水平のrr と交って

筋違が依き取られてゐる部分に 古ってゐます O 故

に筋違は太いま〉て過すべきで 、舗 の材 t 交る時

は筋還を仰といではいけない。 快 き取ると そこから

折・れる u 大いま〉で虞直に過して貫の様な材と交

る底は貫のプ Ｉｾ切っ て其 の端を筋違 に釘付にし て

置 し 筋 違 は 決 し て 扶 き 取 っ て は ならぬといふ こ

とをー商事女へるものであります D

第 17111 殊 効の筋 違 !

Ｈ大阪 市内旅 ｬ 京 小ｬｽｾ佼〕

第 1 7圃 同じ建物の内部でかうし、ふ風に猛烈に

一本の筋違が壁ーから現はれてゐる所がある。少し

折 れて居りま すが. 悪戦苦闘をし? こことを示して

居りま す ( 拍手) 正に軍人ならば金鵠勃芳 に慣す

べきものと考へます ( 拍 手)

第 1 8圃 こ れ は京都の淳和小撃校でーす。手前に

あっ t: 新らしい校合は筋達、方杖がなかっ t: ので

倒れて、古い方が建つ? こ。見ると かういふ風にl倭

然 eIl j'j 泣が入って鼎りますが、 これが利い て残っ

た。無かつに方は ぺ しゃんこになっ仁。 この建物

18 0  

第 18圏 f邸主の効果懸然

〈伺ｾ￬ｊＮＧＨを免れた京都市内 ｩ 宇和ノ ｬ 、 ｅＵＴ 校〉

は卒家建であっ? こを 2 階建にしt: もので 、持7築 の

時に 危 いか らと いふ ので用心に筋違を入れ t: 。 そ

れが果然今度の風でがJ泉佐現はし仁、 かうし 、ふ詩

です。

ダくに地区:の被害を 少しお 1=1 にかりま す。

第 19111 '11邸主なき 校 合 D 地震 に よる傾奈;

〈伊豆〈則 i、ィ、県校〉

第 19 園 これは先年の伊豆地lkの際に見付 けに

小皐校で筋違も方杖も何もない 、殺人的構i i ! t にな

って居ります 。 この潟買 を撮って飛出しますと間

もな〈これが ぺ しゃんこになって命拾ひをし1: も

ので壊れる直前のRk態であります( 拍手〕

第 2 0園 伊豆 の 車山. 反 射 撞で有名なヨli 山 lこか

ういふ小早校がmれす・に残 っ て尻ーま し1: コ これも

手前に在つに古い方の建物は令11覧のl l f ! 1) ベ しゃん



第20圏 筋迩が見事 にがj を炎し た校 合

ぐ伊豆 、 ｾ ｉｬ Ｚ 山小製校〉

こに撮れて居るが、新築の筋違の入って居る校合

1.ま締臨に成って出ーる。蛍時役場も壊れにので残 っ

て居t:此の校合は救護事務所として大いに沼田躍 し

ました。そこで伊豆の様に始格地' ぷにや られる長

では耐髭構造について注意がよく行周いて居りま

す。

第21 園 有効 な る 挫 位 ( 伊 豆 、三 山首j 業製校〉

第2 1 園 こ れ は 共の一例として三島の 1I 1j'に ある

内業製校ですが仙達、ブJ 杖i : >充分{ 変つに上 に向か

ういふ jiJj 丈な控t J ーを 2 階まで}/ Ij ¥様に設けて居り

ます 。更らにそ の」二 lこ帰るといけない ので トタン

桜で杜を包んでペ ンキで塗って居ると L、ふ丁:￥な

ものです。開裁よりも耐震的で人を殺さないとい

ふこと に重 き少置いて居ります。

第 2 2圏 こ れは大阪此花区の 3 階佳の料理庄で

第22園 風 でf企〈傾斜したる 3 階建

( 大阪市此花匹所見〉

す。 今回の風害調1慌で目に! とったも のですが . 筋

違 も方杖もない殺人的構造です か らちゃんと卒行

間溢形に曲って居りま す。つつかし、旅は勿論倒れ

か 〉ってか ら後 にIHひたものです 。 それでは 3 階

建は必す・危L、か と云ふじ決してきうではない。

第23園 地震でピクとも しな か っ た 3 階建

( 伊豆長岡菜i思泉主長官官〉

第2 3圃 これは伊豆の地長で全械を? 体へられ? 二

長岡のI l IJ の中でーWf 浅って居った 3 階建の温泉旅

館です。営時製界で もを1;キIj になった主主物で す。こ

れは主人公が特別に建築に7J を主i : いにも ので 、筋

遠方杖を充分に入れ、 j呈根は軽l i ¥ しなりれば』 、げ

SI  I  



ない主いふので トタン茸にした。その矯に無- 事に

残つ? このであります。ですから注意さへすれば木

迭でも 3 階建であっても大丈夫? ごと云ふ事が分り

ます。決して 3 階建を奨附する諜ぢゃ ないが 3 階

で も大丈夫? ごとい ふ底をお目にかけ に次第です。

安全第一で 、往来に l函しに硝子ー戸の前に勇政に 筋

遣をガンと入れてゐる。

:，.' " '.，; 

2事 山

ｾ ，ｾＮＮ＠ Ｎ�Ｎｾ ‘＠

第26圏 筋濯なき農家の地震に4 る被ffi

( 伊 豆 iil i 山村所見〉

第 ＲＶ 園これ は地 主主 による農 家の 被 害 で ‘ ｨ ［ｾ 長

の重い筋症のない建物は此の;隊に容易に傾斜‘ 1到

; &24薗 開放e しの商品Eの地廷による被{! ;: 壊 してしまふ。

( 埼玉l隊深谷Plfm 見〉

第2 4圃 こ れはドIJ並 の商庖建築で闘東震災蛍時

の ものですが. 日 本の商庖は! 占頭が聞け放 しのが

らんどうで殺 人的和推進です から 、か ういふ風に卒

行同溢形に曲ってmる。隣の家のお訟で保って居

る丈けであります。

第25圃 ぺ恒裁 よ りも安会第一 ! ( 伊豆 三 島Pl T所見〉

第2 5圃 これは同じく伊豆の三島で見?こ商庖で

ゐりますが 、l占頭にガツシリと大きな筋違が入っ

て居て。 真 中丈あげである。そこに 出入口が ある

.  .  .  .  .  
見っ ともないなんて考は絶慌にない。檀裁 よ りも

1
1
82 

第27軍 筋遣、接柱だあ って風符ーを 免れた物置小屋

( 兵庫l隊大庄村所見〉

第2 7園 こ れは兵庫鯨大山村で見? こ野中の一軒

家で す. こ 〉は夢校が潰れ る位夙が強かつ?こが、

このぼろぼろの吹りば飛ぴ さ うな物置がちゃんと

残って居 る。見ると 壁 に筋泣が入って居 る。 のみ

なら十凶隅の桂には絵桂さへも入って居る。至れ

り壷せりで助かって居る c

第2 8圃 こ れは先年の但馬地震の際に見Tこ城崎

の或2階建住宅の被害、筋違 も方杖 もないので今

にも倒れき うになって居る。柱が線、て納差になっ

た梁と の仕口で折れてゐるのがよ〈分りま す。殺



. 2oJl  納差 }) 仕口で柱が折れ る( 兵庫 、披崎附近所見〕

人的構造に我々は始終かうして悩まさ れて居 るの

です。私は放 に出て日 本風の家に泊 る時には、先

づ住と 天井{ f 見て梁のある所をよく考へ 、いき' 地

. . 29圃 筋 違 を徹氏的 にj有ひた{ J 1" 1l.地方

の住 宅

lJ.! といよ、時に逃げ る方法を考へて からでな いと寝

られないといった風で非常 に 危 し 云 lまY 年 中命

がけであります。

第2 9圃 伊豆 に行って見ると、此の潟県の依に

十重二十重に筋違の入って居る住宅がある。地' よ

や風 にJ散k 懲 りに所では筋遣を使ふ こと を何とも

j g、つてゐない。中津さん のお話の株に筋泣に充分

よ〈親しんで居りますe

第3011 筋 述、方 杖 を充分に使用したイ主定の・例

第3 0園 これは最後の潟県です 。東京に於げる

或文化住宅が非常 に私の莱に入つ fこので帰って外4

7このでゐりま す。卒家建で屋根は料いス レート 五

外壁にはちゃんと筋違が入って出る c 主酬にはブJ

杖が I克つである。おーま けに窓の開戸の袋にまで筋

違が入って居 る。まに気 に入ったこと には門の扉

にも御覧のi湿り筋違が入って居ります。こ‘の家を

見て私は熱々と考へる 、日本のやうな地' 斗閣 、風害

図では建物はど うしても之でなければな らない。

最後に耐髭耐風的の家主? 法るといふことに就ては慰問J - . には極 々六ケ敷い問題も あり . 叉研究 すべ き

黙もありませうけれども、賞際問題 として大地長 . 大風に/ i H直って倒れないやうに、少〈とも 今回のや

うに死傷者金出さないやうにすることは決 して六ケ敷いこと ではない と信子るのであ りま す。即ち繰返

し 繰返し今までの災害が教へて呉れに躍に従ひまして耐 ｾｉ 耐風上 大 なる効果を有する筋述、ブ ｊ 杖の使用

を働行し、仕口 や櫨手には鍛物{ f 充分に用ひると し、ふこ とにするなれば我々の家主? 耐接耐風的に するこ

とは決して六ケ敷い事ではな し、。でありますからして、不幸に して 今回は多数の死傷者は出しま しにが

どうかこの犠牲者を犬死に させないやうにして、 今後は絶封に耐主主耐風の建物を遺るやうにこ の機舎に

切にお願ひ致します。 将来 これ以上の災害がな いとは決して断言 し得 ないのでありますから今後大阪方

面の建物を耐震耐風的に ー暦よく張主主せしめ . 以て充分に 他日 の君主に備へられんことを衷心より 祈っ て

己 まない次第であります。之を以て私の講演を終ります。 ( 拍手)

9 3
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建 築 の 重 要 性 を 認 識 ぜ よ

ｾｊ ｾ 都千行聞大事誹自 Ａ｝ｩ

工 皐 士
池田 貰

〔拍手)

去るロ月 21 日の大| 坂を中心と致しました近畿に於け

る殿風による 災害 、之 l立去る大j [ 12年! l 月 1 日に 於け

る闘東大民火災に比すべきも のであ ると唱へられて居

りま す、少〈とも之に :;j， ぐも の と云っ てよからうと思

ふのであり ます。御承知の通り我聞は誠に災害 に省 tr .

富むといふと大費結構のやうでありますが、賓は不幸

にして災害は各方面に起って居 ります共の内、最近に

於ける顕著なるものとして怨ぐべきもの と思はれる の

であります ｏ 但し陣結束 の ｕｾ 待 は御承知の様に地決及火

災でありましにけれども、今回のは之に代るに風と 7.1<

であっ たのであります、 二むも承る彪によりますと、御蛍地lま例の脆風の回の1 -1' に入った と

かL、ふやうな E で比較的災特の程度が少かつ仁枝にも聞き及んで居 るのでありますが 、 に

阪は殊にその税度が激し〈ありまして、. f f - なる Ji¥_t-l千でなくこの風に作ひました所の水谷、

これが ｬｾＮ ろ蓋しかったのであります 口 恰度これも Ｇ 闘東の災害と比較しまするといふとＮ地

長によって受り 1: )起の需は比較的少〈て . 之に伴った慮の火災の客の方が多かつにといふ

ことでありますが、 i合度 今回の も風よりも寧ろ之に伴つに底の水の一容の方が誠に悲惨であ

った といってい〉 のであります. 火災の方でありますると所講炎 k と天を; 焦すと L、ふ や う

な紋態でありまして、大嬰まアどちらかと云ひますと陽気の方と申しまするか、彪がJ .I<害

の方 は献ってすっと来てすっと師った の で その ｾ ＳＩｩ に害を 差益して行〈のであります Ｎ我々も

その水災地に臨みませぬといふと火災の桟に遠方から 眺 めて貨に激しい害であ るとい ふこ

とは見えないのであります 、 貨は私も ー た 阪 の 住吉ｾＩ［に ＱｊＺ んで Ｉ ｾ ｟ ｦ るものであ り ますが、井、

にｊＩＨ災をｾＡＭ￩れたものですから 、 その激しかつにことを蛍 ｬ 時はそ の附 近に居 り 午ら そんな ｅ

がめったかと いふことも気付なかった位な のであ りま す。

×  ×  X  

|時新聞漫りで闘東民災の|時分にはこちらの方は穴 いに出来る限りの同情援助を して物

資を も供 給 し、 大 いに努め ?こんにが今度は一向腕泉の ものは会11 らぬ顔をして居る 、殊 に不
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人情である 主いふ様な こと までが相営 な新聞紙上に まで明へ ちれ?こ や うな有様でありま す

が、併し私の考へますのに . 除l東人 に於ては地震、火事 と来? こならばすぐ頭にぴんと来? こ

んにらうけれども 、風1:: 、水f二といふ位のことでは東京に も常に空っ風は吹いて居りま

すし、本所、深川溢りは一寸降 ると水が出る ので . まアその程度の ものでめらうと いふや

うに徐り ぴんと来なかっ 1: んであらうが 、後から直接色 k と御視察 になって 、初めて災筈

の英大 で あっ ＱＺ ことを ｾＺＱＱＱ られたことも無引からぬ こ との様に思はれるのであります ｡ 併し

乍らその災害中でも問題の; 厳も 大 寺〈なつにのは何であるかと巾しますると 、土木方面に

於けるものも無論相営めりますが . 初、共の附係致して居ります底の建築の方面から見ます

ると多数 の児 躍を牧容 し て居 ＱＩ ましに虞のこの小感校々令が極めて多数に倒壊ｾ致しまし

に. 而して可憐な犠牲になったものが誠lこ移しい数に上って居る主いふ貼であります . こ

の鈷について私は建築家の一人と致しまして 、殊に大阪に常住致して居ります一人と致し

まして 、i誠に自責の念に;構えぬものがある のであります 。これは岡家の損害、枇舎の恨事

と同時に建築界に於ける一大汚辱であると私は叫んで居るのであります a

×  X  X  

u  c' 0  0  u  

師に御承知の椋に新聞紙 その他によりまして今岡 の騰風のi主力は、偉力は減に呉大 なも

のであっ fこといふこ主力: 報せ' られて居るのでありますが 、 その黙は或は大樹が根こぎ倒れ

ましにり致しましに跡ぞ見ましでも相営に強かったも の といふことは無論考へられます 、

併し乍ら其強かつにと云ふ E が非常に珠想外であったといふことに一般に云はれて居りま

すけれども . 若しさう見るなれば私は風容に よって多数の ものが倒れ1: のを篤〈 よりも本

ろ どうして深山 の ものが建つ ｔ こん ＱＺＺ らうか、あれ程 の ｾￆｾ 、 風であっ ｦ こ のによ〈も木造家 屋

漫りが可なり多数践つ? こも のfごといよ、方を私は不思議にするのであります、併しきういふ

こをは決して繁んで申すことではありませぬ 、即 ち一般に云って居りますことが相首の強

さの夙 に 遭ひましでも或程度までは之を堪え得 る といふ程度になって居る こ とを無論苓ｾ

K共にそう信十るのでありますが . 併し!j 、接校が斯〈も多数倒 れにと いふ こ とについて ぞ

。。

の原因が何彪にあるかと いふこと が非常な問題になっ? こ様であり ます、 その原因 につきま

して . 種 k の方面の綜合 されに結果が菰 に現はれて来 fこもの と私は考へる のでありま す、

例へば構造が夙 に耐えな い程弱かつに、 或は欠陥が何鹿か にあっ た、 或は校舎のブ ロッ ク

そのものが恰度界風を立てた如〈 風に耐えない様な形欣をして居った といふやう なこ とも

事げられて居ります 、中には建築工事に不正行篤があっTこんfごと いふやう なこと まで も云

はれて居りま すけれども、私は寧ろ さ ういふこと は枝葉末節 とい ふと云過る かも知れ ませ

o  0  () 0  0 コ。

ぬが、寧ろその原因は一言 にして量置 きる、即 ち 「安からう悪からう」であ る. かう考へ る

のであ ります D

×  X  ×  

8 5  I  



これも新聞紙の報す・る庭でありますが、東京から或調脊の方が見えて初めて去はれたこ

正を IJ 司きますと 、ど うも文部省の直結易保校進り では何等被符がない のに、地方に委任しで

ある IJ、製校 が斯 〈多数倒れるといふことになればこれは向等か地方的に 、技術的に 、欠陥

がある のではないか. か ういふことになると将来は直接文部省に於て取締る必要があるん

fごといふ械 なこ とを云 はれ七、 かう新聞で見 たのでありますが . その時分に私は頭に感 じ

にこと は、然らば果 して文部省直轄Jj!，校 と大阪に於 ける小型民校とそ の. 僚が等 しいも ので

ある か、 その比較は どうである か といふことを反問 しにし、 やう に思つ fこのであります . 併

しこ の事柄は幸 に同氏が東京 に何ら れる前にど うも諸方を調斉すると 飴 r) に安〈出来て居

つにとし、 ふことに篤かれにさ うでありま すので 、 その燃は先づ私は内 心橡想、 し?こ の と大 差

はな かっ仁ので はないかとかう 思ふの でありま すa

×  ×  ×  

0 0 0  0  

次 にそれに封する 責任問題でありま す. こ れは斯 〈も 多数の小事校を倒壊して移多の犠

牲者ー を出しに といふことは果 して誰の責任でめるか とい 云ふが一つの問題 となったのであ

ります. 之 に針 しては営時多 〈の人が所謂 これ は不可抗力 であ る、 天 :えであっ て議想しな

かっ fここと である 、If'i.な る不可抗力 主いふよりも超不可抗力であるといふやうな こ とまで

云はれて敢て責任を問ふべ きも のではな い といふ風 に云は れに人 もあるのであり ます が、

。o 0  0  0  0  0  0  0  0  

布、は其射に 闘 しましては 四方八方に責任があ る. なかなか責任がな い庭 ではない、到る 底

に責任が存在して居 るのであるとい ふ E を感 じ?こ のであ ります、例へば その校舎が倒れに

について、只今 市し ましに様 にあれ丈の強い夙 に於て恰度倒れる べ き庭の僚件に めった と

いふ ことで ありま すが、その中 には確かに設計 が悪かつ に といふ黙 もあ り得ると思ふ ので

あ ります. きすれば所謂設計者の責任であ ります、 中には叉請負人 が施工上充分の注意 を

挑 って居 なかっ1ことしましになれば これは要するに 請負 人の責任でありませう . 叉その工

事 ｻｦｾ問 予 して 居つ にも の が あ るとすれ ば 、 その監替 者が 責任の 一 部 を負 は なげればな ら ぬ

と考へ ます、併し設計者の侭IJから巾し ますると、どうも非常 に坪箪僚が安 いのである、 き

ういふ! f I.債ではどうも設計し難いけれども 、 それで やれとい ふことである ので、或は材料

を小さ〈し? ことか或は構造上もう少し・注意を梯ひTこかつ 1: げれども それ代 の手料 し、ことに

して置いたと かいふや うなことが何れ帰 明される のではな いか と思ふの であ ります 、又請

負者に於きましでもどうも工費 が安 いのである から 思ふ存分にはどうも行かない のである

といふ様 な鰐明がされるんではなし、か と思ふ のであります 、 もう 一つ棋に入って来℃考へ

て見まするとい ふ と. 一暢初めに設計者を選ぶ時分に果 してそ れを誼営なる設計者と して

選ばれにのか どう か、主いふことにも一つの素因が あるんで はないかと思ふのであ ります。

例へば相蛍の建築家に頼み まするといふと高い設計監作料をとられるからしてまア そこら

の人に頓めばい〉といふ こと で 、飴り著書識経験もな し 或は責任感念も充分でな い様な 人

186.  



に頓まれにといふやうなこ ｴ もあるんではなからうか Ｎ 或は叉その珠算ｾ編む ｫ いふこと

について ｬ ｊ｝｜ 事者が これで出来るといふて編ん ＱＺＱ 象算が徐りに安過ぎにとすれば珠算Ｚｾ編ん

七四事者の責任でも あらう と考へられます. 之が叉何等かの議員制度の下に決められにも

の Ｑｾ とするとそれに 賛同を輿 へ ｔ こ 責 任もあらうと考へるのであります 、 併し乍らこれは直

接その簡に首られにさういふ方丈がそれなら責任を負ふべきものであらうかと市しまする

と否 k ま1: 深〈這入って考へる必要がある。

×  ×  ×  

一般に感校のみなら子、諸般の建築といふものは工事を篤す時分には多〈之を請負に附

するに め之 を入札にする のであります 、その入札をどういふ庭に落すかといふとこれはー

蒋安い所謂最低債格に之を落すのであります 、かう L、ふこ とになって居るんであります.

而してその最低僚格といふものがその設計に基いに鹿の建築工事をやるのに果して遁蛍な

りや 、否や. そこ に無型11. が行はれては居らな いか、といふことも考慮しな げればならぬと

思ふのであります、のみならす或工事につきまして、専門の技術家が之を設計して建築工

費を出しますと之を入札に附する、さうすると何割か接つに、次の時にはさすればこの位

はSI いて置いて橡算を作つでもい〉といふことで珠算が下る、さうしてこれを入札 tこ附し

ますと叉請負業者の方では何とかして之をとらうといふので益 k 競争して下げる、叉下げ

る. 幾らでも段々と低下して行〈のであります、その結果を世の中から見まするといふと

建築といふものは幾らでも安〈出来るものである、何か高きうに云って居るげれども相蛍

安〈出来るものである、といふ その思想が今 日殆ど全般的に債がって居るんであるよかう

私は見? こいのであります口

×  ×  ×  

この思想 、が勝 て易保校の建築謹りでも何でも 皆安 〈問来る、或は安〈問来＿こといふこｉＺＺＺｾ

自慢にするとし、ふやうな傾にまで及んで居ると思ふんであります 、その欣態を私は他のも

のと比較致して見まする k いふと 恰度今日の請負制度、入札制度による鹿の債格の決め方

といふものは丸で縁日に於て何か植木でも買って来るやうな欣態で 、幾らでも値切れば安

〈行〈ん1:' . といふやうな欣態に近いのではないかと私は考へさせられるのであります .

この黙に見ましでも結局根本の問題は初めに申しまし? こやうに 「安からう悪からう」で 、

安〈でい〉ものが出来るといふことはあり得ないことであります 、相嘗の債格をかげると

いふことを惜んで居るものといってよからうと思ふのであります 、 もうーっそれを突込ん

。。。

でその源を考へて見まするといふし結局建築といふものの重要性が考へられて居らない

のである 、幾らでも安〈出来るもの? ご、建築なんて何でもないものである 、大しに注意を

扮ふ必要のない ものに. といふやうな式に一般から誤解されて居るんではなから うか と私
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は思ふのであります、種々 t 工事の問題、勝進上の直接の問題につい てはこれは各専門家

が種々に研究されて居るやうでありますから或は他にさういふ方面に闘する意見の護表も

あらうかと思ひますので 、私は それを割きま して、根本である鹿の今同 の摩校に於ける災

害の如き ものはその素因が率ろ建築の重要性を認めて居らなかっTこといふこ主にあるんに

か う結論 しにい のでありま すD

×  ×  ×  

これは極〈古い例でありまして、今日ではそんなことは賞はないと考へますが、ま fごま

1 . : 以前にはこんな例もあつにとい ふ一つの例をお話して置くことも めなが も無駄ではない

L 思ひます 、今から官会程前でありますが 、大i E 5 年でありま す、工場法が初めて日本に祈j

かれたその時分に農商務省に於ては工場に闘する各専門の技仰を集めて監督官としたので

ありますが、そ の時分に農商務蛍局はどう考へて居ったかといふ t 工場に於て重要なるも

のは機械である 、化率である 、電気である 、保健である 、きうし、ふ方面のことが重要なん

で建築なんでものはそんな重要なものではないん? 二あれは一寸お菓子を包む袋見? こ や う

なもので、或は 何か品物を包装荷造りする上包み見にやうなものに過ぎない、 あんなもの

に大した注意を拶1¥ふ必要はないもの?ごとい ふ夙にまで営局が考へもれ? このであります、そ

の結果機械、電気、化皐 . 器事. さういふやうな方面は悉し或はお陸者きんである とか、

専門の技術家主? 監督官として その簡に蛍らし? このでありますが、建築の方は終に建築の専

門家が監督官として入らす・に遺舶の技(frli がこ れに代つにので あります 、どうでせう 遺舶と

いふものと建築といふものが同じに見られるといふのでありますから. 尤も今から見ます

るとい ふと大賢古い話でありますので 、今日そんな風に誤解して居る人があると申す ので

はありませぬが、古い時代からして如何に建築といふものが軽視 5 れて居つにかといふこ

との一例として私はお話をするのであります D

×  ×  X  

時によりますといふと建築といふものは土木の人に出来る、土木の人に建築のことを相

談してやって居るん七、建築と土木は遠ふんか主いふやうなことを云はれる人があります

各お役所の方面を見ましても或は建築謀とか建築係といふものが土木部或は土木課といふ

もの〉一部であって、土木家が同時に建築家であり得るやうなことを考へられて居るやう

にも見へるんで あります 、こ〉にもさういふ方面の充分なる認識が欠け て居る一例であら

うと思ふんであります口さういふやうな欺態でありますが、このIJ、製校の倒壊によりまし

て我々はそ の善後策に就きどういふことを教へちれにかといふやうなことについて尚一言

附加へて置きたいと思ひます O

第一に皐校としましては専門的め特殊の建築物でありますが、一般に行はれて居ります
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0 0 0  0  u  

虞の市街地建築物法こ の中に於きましでも法第十四僚に基 きまして特殊建築物に劃する制

限を出し得ることになって居る のであります 、それが法行はれて既に十数年を隔った今 日

未だその特殊建築物に劃する法が出て居らぬのであ ります 、之等はどうも私に云はせます

る し そ の営局者は誠 に怠慢で あると思ふんでありますが、 幸ひ急: にさういふ方面のこと

も出るといふことで あ りますので. 誠 に結構な ことと考へて居 るんであ ります、そ の方の

監替の簡に営って居ら れる 方の ことについて考へて見ま す る し 日 夜新ら しき建築が行は

れる、これのみ に劃して注意を掛って古い建物に封してはどうして 注意を姉はねの だとい

よ、やうな非難があったゃう であり ますが. これも 随分無理な註文であ ります、 今 日そ の簡

に首って居ら れる 庭の方々は都市が益 k 護展し膨脹 して行きますに仲ひまして、日々 新ら

し〈出 来ます所の建築の調査、並に取締に日もこれ足らす・ とい ふ有様 で精 ｾｪｩ ｬｊ されて居るの

であります、これに向って古いも の も一々検査を しろ といふ やうな ことを世聞が要求して

も今日の教を以てしては到底 これは出来ない、ど うしてもこれは大いにゐ員してきういふ

方面にも充分にカを注いで行〈必要がめら うと考へられる のであり ます 。

×  ×  ×  

o  0  0  0  

もう 一つは請負制度の改善であり す、 従来の一番最低債格に落す といふやうな入札制度

は将来止めて相首の償格によ って建築は篤すべきものであるといふこ とに改める必要があ

ると思ふんであります、それも矢張り只今巾しましたやうに建築の重要性 といふものが;本

首に判れば必す・や只安い ものに落す とい ふやうなそんな不合理な こと はな いと思ふん であ

ります、 つむも然らばどういふ風にして落札を決めるかといふことについては私は一つの私

案を持って居りま すりれどもまにこ れは日本建築協合謹りで公式 に之を論議されでも 居り

ませ ぬので. 単に私築に留まり ますから認で殻表する こと は差ひかへて置 きにいと 考へま

すが、特殊の希望の方があ れば私の私案 として、叉改め て別に提示 してもい 〉と考へて居

ります。

×  ×  ×  

その芸大はこれも矢張り建築の重要性といふものが認識されにならば必す・結いて来る問題

であ ります、 先づ最初にその設計の簡に嘗るものには必十最も油営であ る、最も信頼の 出

来る強い責任感を有っ て居 るとい ふ さうい ふ人を設計者 と;窪んで委帰す るれ、ふこと が先

づ第一のスタ ートであります が. これについては人が病気になっにらど うするかといふと

蕊に留者 にか 〉ったらい〉んfごといふ ので 、世の中 に留帥 とい ふ ものが法的に認められ て

居 ります. 叉何か字ひ事が起 る、 或は裁判事件か何か起ったといふこと になればこれは帰

護士 とい ふ法的に認めら れにものに我々は委嘱すればい 〉んfごとい ふことによって. 少 〈

とも之を委すに足るといふ或範囲が決めであるのであります、 鹿が建築の方 に於きま して
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は別段さういふものが規定されて居りませぬ、例へば私共が設計でもやるといよ、こ主にな

ります t 貴方の職業は何ですかとかう聞はれましでも. 私は建築の設計監管をやって居る

んですといふので一言にして輩せるやうな公的の名稽さへもないのであります、之につい

。o 0 。

てはどうしても瞥師法. 或は帰誰士法、叉は計理士法等の虫nきも の と同じゃう に建築士法

とい ふ ものを作れば その建築士なれば信頼 して 事務を委託 し得るんである といふ夙にする

必要があると思ふんであります、これは無論線、て の人が道徳的責任を持って居 られますが

それを一歩進めて公的にさう いふ人が何等か無責任のことをし 、或は欠陥があ った場合に

之を法的に責任を負はしめるといふことの震に、どうしでも建築士、法といふもの〉制度が

必要であると思ふのであります。

×  ×  ×  

最近に何か新聞で見ますると低留師が何虚ゃらに出て蹴外まで出るとし、ふ大騒ぎ 、何か

園家の大事かと思ふとそれが捕まつにといふ程慌留者問題が出て居 りますが、私は建築界

ｾ見まして建築界には慌建築家ばっかりぢ ゃ ないかとい ふや うなことを感じさせられた の

であります、これは誠に自分共の方の仲間のことを申すので誠に蟹なことでありますげれ

ども、偶留者から連想してそんなことを考へさせられたのであります口結局種 k のことを

取留めもな〈述べ立てましにが. 煎じつめて見ますといふと所謂「安からう悪からう」で

安いものでい、ものとい ふことには無理がある、建築は相営の債格のものを遺らなげれば

いげない、それについては種 k の方面から法的にこれを先づ決めて行〈必要がある、きう

してこれを社合的に指導しなければいけないといふことを私は主張しにいんであります。

×  ×  ×  

最後に一言附カ11へて置き? こいのはこれは種k e議論のあ ることでありますりれども製校

の如きものは首然鎖筋「コンクリート」にすべきも のである、尤もこれについては御営地

は餓筋「コンクリート」 の小謬校については最も先費者であられると思ひ. いつも喜んで

居るのでありますが . 一般にはどうも あれはい刈こは遼ひないり れどもなかなか経憤が許

さぬといふので之に代るべきものを種 k 論議されて居 るやうでありますりれども 、小製 校

は所謂義務教育を施す所であります、園家が之に入ることを強ひるものであります、その

子弟並に父兄がその撃校に入るを好むと好まさＧると ， ｾ聞はす｜法のカで義務教育といふこ

とを強ひて子供を指定の皐校に過はせる主いふことになって居るのであります . きすれば

嘗然その校合を経営して行〈 廃の ものは園家自樟でなげればならぬと思ふのであります、

ですから園家がその費用を出して、貧弱なる地方溢 りの費用を追及するにあらすして園家

がその簡に首るべきものである . 建築の重要性並にこの第二の園民主? 養成して居 る廃の .

殊 にこの義喜多数育を強ひて居る j起のこの小島製佼に於てはその建築費といふも のに劃しては

園家は経費を惜ます之を出すべきものである、敢てこれを他人がして居る如〈に見て居る

としづ、鹿に誤りがあると思ふのであります o
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×  ×  ×  

併し国家財政がこれを許さないといふことであるなれば. 私は今度逆に果して義務教育

といふものをそれ程強ひる必要があるのかどうか今日或は二村が合併してきうして星野校が

二つ建って居ったのを 一つ にして完全な製校にするれ 、ふやうな ことも現はれて来て居 る

ゃうであります、或ば率。ろ Zi l k に鱗筋「コンクリ{ ト」の完全なる製校が出来なげれば皐

校が二つあるものを一つにして二部教授を行つでもい〉もの にするといふ議論もあります

が、私共は等ろその方に賛成し? こいのであります、一部は安全なものを遣って、一部は多

少貧弱なものであっても我慢して置しいざといふ場合にはそこ に逃げ込むといふ やうな

ことは私は根本的にされ、ふ思想に誤りがあると考へる のであります、風の嘗時各校長並

に敬員諸氏が果して校合に入れてい〉か、出してい〉のか、風に吹きさらされて瓦の飛散

し来る様な外に児童を出してい〉のか、校合に入れて置いてい h のか. といふことについ

てその瞬間に随分迷はされにやうに新聞紙上で; ' f ' " は見て居りま すが、 誠に尤もなことにと

私は思ふのであります 、併し元来建築自憶といふものはさういふ自然の偉力に封する充分

なる防備として造る性質のものであります、天災異鑓があるからしてそのま主に家から ｊｉｾ 出

さなければならぬといふ や うなことは建築の本来の意義に惇って居るものと考へます 。

×  ×  ×  

又それが危険かどうかといふことを瞬間に判断するといふことも非常に六ケ敷いこと〉

思ひます 。 きういふことを判断する のは小事校の教職員方てーは無現! と思ひます、叉多数の

ものをきういふ場合に安全なるよ也に移すといふ様な徐裕が果しであるかどうかといふこと

も考へなければならぬと思ひます、さういふ里占から考へて最も 大事な第二の園民{ f 数養 す

るやうな校舎の京f I きものは線、て今日考へ得る総て の災害に劃して安全なりといふ自信を持

った建築を鴬すべきものであると私は考へるのであります 、結局之は亦費用の問題であり

ますが‘ 只今も申しましにやうに建築の重要性、殊に多数{ f 集めて居る公共的建物その中

でも最もまに心身の瑳達して居らない 、まに充分に思慮の毅達して居らないが将来の大日

本帝園を背負って行〈可憐なる児童を牧容す るノj 、事校に於ては最も 安全な る建築をしなけ

ればならぬ、金主? 惜ますかく べき ものであ る、綿てのも のに珠算といふものがあってさう

いかぬといふ議論も常に lおる のであ りますが、先づきういふものは充分に金をかける、他

のものを犠牲にしても今回の災Isの教訓に劃して営事者は斯〈考へてい ').1ごらうと恩ふの

であります 、ぞれと同時tこ若じl繍ひ得るなれば各製t < : 1: 於ては相営の卒業生といふものが

Ｑ ＺＱＱて 居られる 、さうい ふ方が母校に劃する鹿の考へとしてきういふ場合に或は府鯨ｾｊＨ
. 図

費が足らない主いふやうな場合には自分が元桜んにj起であるといふその母校を愛し之に感

謝するといふ意味に於て、各自相営の之に寄附をして皐校建築溢りは何虞までも完全なも

のにするといふ事が辰も必要であらうと考へるので あ ります 。

大鑓面白〈もないや うな ことを桜 k 述べまして長時間皆様の御清聴を? 得ま したことを j字

〈御踏申上げ ます。 ( 拍手)
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監 督 制 度 よ り 観 た る 近 畿 風 水 害

兵庫鯨建築謀長

工 事 士
山崎 英

過般の騰風の惨禍は我k 闘西居住民にとり まして非

常に大きな脅威でありまし1: 。閥東の宣言災あ れにも 勝

るとも考八られ るやうなAA態であったのでありま す。

幸 に我神戸市に於きましては鴎風の目の 中に入って居

つにといふやうなこと〉、自然の位置が背後に六甲そ

の他の連山を持って居ります閥係し被害に封しては

徐程有利な地位に在 る闘係し隣接大阪、京都の方商

の災害に比ぺまして徐程軽少であったのであります。

併し幸ひ紳戸はさういふ欣態でありましたが、兵庫牒

全腫と致しまして考へて見ますし神戸市の束、西宮

市及尼ケ崎市を中心と した一角に於きましては金〈大

阪の災害と何等鐙 iまることはないW，態であつにのであります。叉地形に於きましでも同じ

場所であると lいしてもい〉 やうな欣況であることは御承知の こと〉思ふのでありま すo 向

淡路島 の被害につきましては、風速その他は事ろ神戸或は西宮方面よりももっと速度がlr-

かったものでありまして、向之に伴ふ高潮の被害は随分甚大なものであっ? このでありま す。

×  ×  ×  

叉日本海に商する方面も所謂但馬地方 Ｎ あの附近は ＲＰ 日から随分の降ｾ Ａ ｾがありまして、

凶山川、矢田川等の河川が氾jl;古致しまして、堤防の決潰又は橋梁の流失を伴って 、非常 に

l長い範囲が大援 な浸水を袋つにのであります。風の紋態は後程この附近に比べま して はIJ、

きかっ? このであります o 此地方の災害は結局河川の氾濫に因るものであります o 恰度これ

から稔ちんとする悶 ＧｫＡ Ｑｉの総ての牧磁が殆ど根本からＱＡ｜ｾ に 蹄しにのであ ります。叉日本海に

直面して居ります所謂漁村の方面に於きましては . 之亦殆ど総ての船舶を失はれ漁業に使

用する総てのものを奪ひ去られ? こ拡態でありまして、全〈生声量の途を断れにやうな紋況で

あります。それで兵庫牒と 致しま しては今回の風水害 に於て 、復奮であるとか復興であ る

とか叉救誰を要する t かいふやうな意味に於きまして 、最も多大の費用を要するのは この

但馬方面であらちと考へられるのであります。此附近は氾濫によって水浸 しiこなつにとい

ふ丈で建築の被害は徐 り大 しにことはないん? ごらうといふ風に考へられるのでありますが

J  92 



1壁際はきうでない のであ ります 。建築物 の被害 も亦非常に大なるものがあっ fこのでありま

す。

×  ×  ×  

簡単に兵庫! 降下に於きまする被害の程度 を申上げる必要が あるかと思ひます ので、表 に

よりまして一階申上げますると 、兵庫鯨下に於げる死傷者の数これは死者が 247 入、負傷

者が 1，514 入、行方不明 14人といふ統計になって居 ります。建築物の倒壊或は流失 t いふ

方面の被害を巾します れば、位家の全壊せ るも の〉戸数が 1，200 牟壊 して居 りますものが

3，500. 流失が 600. それから非住家の数を申上げま すると全壊致しまし1: のが 2，370、牛壌

が 2，300. 流失が 430 といふ程度の建築の被害があ るのであり ます。 浸水致しま しにも の

は但馬方面の河川 の氾濫によるも の を寄せま すと買に 67，800 以上に及んで居るのであり

ます。そ の他の被害に於 きましては舶舶の流失等の方面では門舶は 160、l肌枯が 650，向壊

れに舶の数 とし ましては 4，000 程のものを数へら れて居 るのでありま す。そ の他 の田知lの

被害 に於き ましては 13，000 段位の浸水があつfこのであ りまして 、 総.1，て農産物の牧磁の塗

は断? これにのであり ます。斯様な欣態でありまして、兵庫膝下に於りる過般の殿風を基 と

致 しましに被害は非常に莫大 なる 損失である のであります。一日 も早 〈之が復奮復興の雲E

f t ' 翠げるやうに各方面に種 k と努力しつ〉あるのであります。以上概略 巾上げました様な

被害の程度で非常に潔ー山の経費が必要になる のでありま す。 自然の暴威 t 申 しますか. 我

k は非常に爆を感じっ〉あ るのであります。

X  ×  ×  

我聞に於ける最近の種々の災害は年 k その度 をカHへつ〉ある や うに思はれる のでありま

して、本年に入り ましでも 、函館のめの大火、ぞれに今回の非常に庚汎に 豆 ります駒風の

災耐に見舞はれ? こ のであ ります。何れも我 々が常 に従事して居りま すこ の建築方面に多大

の影響があ る問題ばかりが押寄せて来て居るやう に思はれるのであります。そ こで我々今

回の建築物の蒙つ仁被害 、之に伴ふ人命の損失 どい ふやうなもの について どう いふ夙に考

へなければな らな いか、叉私自身直接、建築監督の簡に首っ て居 るも の と致 しまして 、こ

の際 この建築監督制度と いふものについてー舷検討して見る必要がめらう と考へる のであ

ります 。

×  ×  ×  

現在建築監将制度とい ふ ものは 、我固に於 きましては市街地建築物法があ るのでありま

す。市街地建築物法は現在大なる 都市で は殆ど総て適用して居るのでありま す。 その適用

をして居 る京都 、大阪、紳戸といふ三大都市が甚fご惨めな欣況に、こ の災耐を受けにとい
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ふこ主について我々は甚 ｴｾ 自 責 の念 ｬ こ堪えないので あ ります ｄ 建築物法の内容については

既に御承知の ことでありませ うが、 建物の用途 lこは土地柄によって或制限を如lへると か、

或は道路との関係を考へると か、建物 の高 さ或は敷地内に残存せしむ べき宰地の問題、 設

備の問題等の幾多都市構築上、必要なる内容を有って居 るのであ りますが. ぞれ以外に内

容の一つ E して、構法強度の制限が確立 しである のであ ります。然るに 今回倒壊致しまし

た建築物或は大被害 を受りま しに建築物は線、てが法施行以前の ものであ るとか、或は適用

医域外の建築物で あるか とい ふ し 必今しも 全部がそ れではな いのであ ります。 法 を適用

して所謂認可しに建物でさ八 、或程度の災害を受げ て居 るのが多 k あるのであります 。そ

の結果こ の建築の監督制度な るものは 、必す・しも 必要 としないでは ないかとい ふ聾が或は

出はせぬかとい ふこ とを考へ ざるを得ぬのであります。これは只今申上げ ましに通り 構造

強度の制限規定があ りますこ とは あ りま すが、法規 とい ふもの〉性質上強度の程度 とい ふ

ものが問題に な るのであ りまして 、ど んな建築に於ても丈夫な程在家迎さ れるの であります

どんな に丈夫にして も丈夫過ぎて悪いとい ふことはないのでありま す。併し法規 を制定 し

て 或 制限ｾカ日八る左いふ建前になりますれば、 その程度 に於きましては或一定の限度ーを考

へな付ればならない主いふことは営然であると思ひま すC

×  ×  ×  

そこで一例を翠げて申しますれば、地長に備へる震には地民の震度は 0.1 であるとか .

或は風によ る慶カは何キロである主かいふ風なことの一定の限度を棋準として考へて居る

のであります。然し自然の暴力 E いふも のは これは限度がな いのでありますから、要する

に或程度までの強度を求めて置〈より仕方がないのであります。純、て経済的打算も亦必要

な こ とでありますからＮ然らぱ今回の風はそれ程大きいのであるかといふこ ＱＺＺ ｾ申します

れば、大阪に於きましては新閉その他で御承知のこと〉思ひますが. 60米の速度であつに

といふやうなこ t が程表になって居つ fこやうに思ひますが、兵庫牒に於きま す観測をこの

際申上げて置きますが . 洲本に於きまして甫の風26米といふ速度がー蒋速いものでありま

し? こ。ぞれから紳戸の観測所即ちこの山手に測候所がありますが、 ぞこでは東南東の21米

9 が営日の風速であります。外に豊岡町に観測所があります。そこの瑳表では北 k 西の風

21米 9 といふ大きさであっ? このであります 。尤も紳戸の観測に於きまして瞬間的の大きな

速度は33米工その後に吹きまし1: 28米 5 れ、ふのが殻表になって居りま す。瞬間的に は

30米を越して居るれ、ふことは事賓であるのであります。大阪に於りる記録は30米となっ

て居つ? こ筈です。併しこれは附近に在る 鍛柱の倒れfこ需に概測不可能になっ fことか、機械

が不可能になっ1: 1 : : かし、ふやうな事で目測によると L、ひますか . 推定が幾らか入つに結果

現はきれに ものが60米といふことになって居る のでありますが . これが瞬間的の最大の風

速fごらう と思はれる のであ ります。
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×  ×  ×  

要するに凶下 ｲ ｾ えは 尼 ケ崎方 ｩ 創に於きましては 、 ＴＰ 米とか Ｕ Ｐ 米とかい ふ ｊ 侵 ｬ 庄の Ａ試が瞬間的

に吹 い1こんではなし、かと思ふ ので ありま す。 さう 致 しまするといふじ 今回の風のi ! sさは

随分大出品ぎにとい ふことは無論 云 ふこと が出来 るのであります。 貨際上60米のj武力: 本官

に吹いて 、又 ぞれも瞬間でな( 20分或は l O分間の卒均であるといふ程度 に吹レ 7こも のであ

りますならば、私は推定 致 します大 阪附近に於げる建築は線、て吹飛ばされて居るのではな

からうか . でありますから その最大の卒均風速 主いふことについてはどうも絵り判っ きり

としに考を持 ? こないのでありますが . 非常に大きし、 風であったといふ言葉で云現はして業

支ないと思ふのであります。木造建築が現在設計される 時 には . 餓筋コンクリ ー ト或は鎚

骨コ ンクリート 或 は鎖骨構造 の建 物の如〈相営なる根擦 を持つ に 計 算 方 法 は Ｎ現 存の 鹿 ｾＧｻ ￻

立 して居 ない や うに 考へるので あ ります。木造建築の制度 といふものについては、従*の

経験 その他によ って!iX 伺字が市街地建築物法の中に置かれであるも の と考へて発 支なか ら

うと思ふのであ ります。耐 l武耐ぷ上 、木浩建 築の安全 を計る 一つの方法として、筋違であ

るとか方杖で あ ると か所調到材を津 山に使ふといふことが1 I f t - の耐震方法である耐風方法

であるとし 、ふ ことは周知の事貰で あ ります。 是が法規の上 でどうい ふ現し方をして居るか

と申しますと、 建物には池宮 に筋違或はカ杖の頼を使用せよといふこ t であるのでありま

す。何底の場所に叉とう L、ふ建物には是非筋遺伝入れよ、 方杖を? 用ひよといふことは、決

定数 し殺ねて 居 るも の であります の で、 ｪ 歯営 ｴ い 」 、 言ｾの 中に現 引 は片付 り られて 居 る の

であります。

X  ×  ×  

さうなり ますといふと建築法規の取締の任に嘗って 居 ります我 々の立場から考へれば 、

筋違舎もっと入れ?こらどうかとい ふや うな問題は可なりあるのであります。併し多〈入れ

川工入れる丈、 通話・ に入るれば丈夫 であ るといふことはお互が知 り乍ら . 何故 それが深 山

に使用手れて 屈ないかといふこ主 主? 考へて見 る必要がめらうかと思ふのであ ります 。 日本

座敷の床 の真中に筋違 が出て米 fこら皆様 はどう考へます。きうい ふ設計をする設計照 には

誰も 沌文を後 しない U 、ふやうなことは事賓 であらうと思ひ ます。要するに或i菌嘗なる !j k

態にこ の筋述 、方杖の類 を使用するとい ふことより仕方がないとし、ふことになる 。従って

所謂建築 の表に現 れる 庭 にはどうしても使ひ難い、 或は好 んで伎はないといふのが現 在の

欣況であります。即も見え隠 れの場所に のみ使ふといふことに堕して居る憾はある のであ

ります 即ち 官鹿に於て 一般におせっかいをする程度 には限りがある。それで建築の計聾

に首りましては、 官磁の認可が有 ればどんな地援にでもどん な風にも高金で有 るfごらうと

し、ふj瓜なお考がめりはせぬかと思ふのでありますが. これは謬見であります。従って建築
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の丈夫であるか丈夫でないかといふ線本を篤すものは、取締丈に一任すべき問題ぢや決し

てないのでありまして 、建築設計の賞金得て居るか屈なし、かといふことに御留意需きる必

要が多々あるのでありま す。

X  ×  X  

その意味から考ーへますし建築に賞つては最も泌秀なる設計者を選定す るとし、ふこと カ・

第一の丈夫な建物全巡る 1要件であらうと考へるのでめります。今の床の間の例はそれは絵

り極端な例でめります。イJj' し今回非常に悲惨な事例会惹起致しましに皐校建築について、

この ことを考へて見ますといふと、 主主の大 きさも大きい、高きも高い、 2 階や 3 階とし寸、

j武に計繋され勝ちの皐校建築に於げる各教室聞の間仕切に付て考へ て見まするとし、ふと 、

この中にどしどしと筋違、方杖等ｾ充分に入れて計聾して居るものは、最近には可なり多

いのでありますが、従来は殆どないのであります。又柱の黙についても添柱、控桂といふ

やうなものは皆無であります 。偶 k 建物の傾斜しに機合 iこ. これが用心につつかし、棒をす

るのを見受けるといふ程度であります。この間仕切に筋達、方紙Ｚｾ ［ 必、十入れよといふ風に

命令を穫しfごらいいぢゃないかといふ問題になるのでありますが 、内部の柱が大抵現はれ

て居るので、そこに斜材が/ : 11て来 るといふことは、考へ様によっては床の間に斜Mが出て

来 f: e 同じやうに考へられる のであ ります 兎に角丈夫になるといふことは建築家は知っ

て居るにも拘らす¥筋達、 ブ5杖がこの間仕切壁に使は れないといふ之とは一般であるやう

であります。今回倒濯の小皐校でもこの問題が重大なる欠鈷のーとして皐げられて居るの

であります。控柱、添柱といふものについても同じこ t でありまして. 矢仮り不韓裁であ

るといふやうな意味から棄去られて居るかの如し曹、はれるのであります。

196 

×  ×  ×  

悲で一言附加|へて置きますが. 建築は重芸術なりといふやうな言葉は 、苦から建築界に叉

一般社舎にも考へられて居るかの様でありますが、これらの問題について只今どうのかう

のといふこ ￨ｾ 申上げるのではないのですが、建築物といふものは締識や音紫色趣の遮つ

f: 舶が有るので、床間 の世物や或は額や掛物色は同 一視する事は無謀であります。即ち賞

用といふものが伴って居るから、建物の機能を充分務部し得る物でなげればならない。さ

うしてその建築は飽〈まで丈夫でなげればならなし 、。壊れる 様では し、げないのであります

きうしてそれが完全に行きましに後に於て、初めてこれを美し〈仕上げるといふことに努

力するとし、ふことは、これは 何 人も醜いものより締 盟な ものｾ好〈のでありますから 、 締

盟にするといふことは蛍然のことであらうと，思ふのであります。要するに建築は先づ構造

的に先づ能率的に 、 きうして出来得る限り美し〈仕上げよといふ様にならなければならな

いのであらう と考八るのであります。控柱を取付げでは不輔教であるとか. 或は斜の材が



見えでは不慣裁であるとかいふ様なことは . 絶開に物によりましては云ふてはならぬこと

t 努八る のでめ ります 。皐校建築に於て は殊 に然りであると考へら れる のであります。 美

しいとか、械し、とかい ふ様なことについては各見方の如何 によるものであります 。

×  ×  ×  

叉 見方 の如何といふことも時代の鐙遂によって段 k と費って行〈様な祭も致します。中

k 美 醜など d ふ事はそう 簡 単にはきめられる ものでは無いのであります。現在鍛板などを

棺ぐ のにリ ベ ットを使ひ ますが. あれが餓板 と組 合って 居 る形は必十しも 美 しい t は考八

られない のであり ます が . 是非きうしな りればならない虞の ボイラ ーで あると か或はタン

夕、舶のボヂ イー 或は鍛橋とか云ふやうな もの を見まし仁時には必十しも 、 きにないとば

かし感 じら れない のみか . 場合 によって は或一種の力強きさへ感じ るので あ ります。従っ

て美 しいー開 の構 法美 といふやうなも の も見出さるる のであります 。皐 校に於げ るつつ か

い梓が見っともないと 申 しでも、之さへ あれば絶 針に地震の時に も倒れない 、絶割に 大風

の昨 にも倒れない のにといふ確信を得れIn .!J1も否定 すべ き色 のでもない。或はさうい ふ様

に者へられ る時代 も事1<: るかと思 ふの であります。この筋 症 . 方杖を事校建築なとには場所ー

を指 定 して 強要する 必 要があると今回はまさ' まぎと我 k は見せ られ1: 様 にJさする のであり

ますの

法律の第十四僚に特殊の建物には或程度の強要をする 道 は開りて居るのであります。思

校建築以外の旅館 であるとか、 百貨l苫であ るとか穂 k 特 殊の建物そ の建物例 k についても

特 に鼠要すべ き必要のあろ 総て の ものについてすーっと以前j から 内務省に於きまし t 和下 k 研

究 して 居ら れる のであり ます が 、今回の風害に鑑み て速に 法第十凶僚による特殊建築 物の

取締規則 を稜布せ られ ると云ふ司王を嗣いて 居るの でめ ります。これが出ますれば . !ll.す・さ

ういふ風に しな りれば ならない. かうしなげればな らないといふことが初め て決定 を致 す

のであ ります . 一日も早〈こ の琵司討を見ることを希 掌. して居 る次 第であります。

×  X  ×  

三大に建築工事 に着手し1: 場合、 請負人大工等 の手によ って工事が進められる。 その工事

が設計通り に施工 され るや否や とい ふ ことが . 叉問題にらうと 思 ふので あ h ます。従来我

k の現場臨検は 或稀 の 特別の もの を除 〈の外は先づー建 築の工事に 3 回が最大の同数で み

ります。これ以、」て行〈といふ風に は経費が許 してないのであります。なかなか 2 回や 3 回

偶 に行 〈と L ふ ことでは、線て隅 か ら隅まで 見る といふことも 随分六ケ敷いと思ふのであ

ります。質際見 る積りで見得ない場 所が可なり ゐ るんぢ ゃなからうか 、或は それらの原因

が建築の破壊といふ様な 場合に のみ現 はれるとい ふ様なこともあるんぢゃなからうかと思

ふのであります 。大 事な建 築工事に なりますと 、所謂現場肱仔 t ' 設置 して居 る底も 有 りま

すが. 是は最も効果的でありませう 。 充分 その機能を殻fW-ーして l坑管をし工事が設計通りに
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198 

少しも間違はないやうに蓮んで行〈といふ様なこ t にならなげればならないと思ふのであ

ります。官鹿のみの険脊を以て して充分なり と考へるやうではいりない 、官民合同の下に

充分の現場監督が必要であ らう t 思ふのであります コ これは必十しも 工事人が或は請負人

が、工事t ' 誤開化す といふ織な ことを監視するといふ意味からのみ申すの ではありませぬ。

賓際現場で働いて居るものの誤解といふこともありませうし、叉場合によっては建築の工

事に或程度無理解である. 無智であるといふ様な場合にも備八る一つの制度であると御承

知置を願ひ? ごいのであります。

×  X  X  

二重; に考慮致します問題は木造建築なれば 、必す・月日が経ちますると腐朽 といふことが附

帯するのでありますo 叉腐らないまでも所謂組令しである構造でありますから弛みが出来

る t いふ様なこ k もあり勝のことでありまして、これらのことにつきましでも今回の大風

の被害の結果か ら考へて見ましで も. 常にこの方商 について 営然心掛 りて置〈必要がある

主恩ひます。叉現在の官厩に於ける監傍制度に於きましでも. 数年に l 同とかいふ牒な具

令に既存建築物 {f 打診して見る。不備な民主は補強をするといふやうな 1必要を慌に痛感させ

られたのであります。さういふこ t になります主いふ e. 我々の方と致しましでも現在員

丈ではどうしても手不足になるのでありまして、増員の必要があらうと考へられるのであ

ります。叉多 〈の市町村に於きましては 、市町村 それ自身が充分に責任を持って建築物の

健康診断をおやりになるといふ必要があらうと思はれるのであります。兎に角建築の監省

主? ー唐各方商に亙って徹底的に倒j 行するといふことが痛感させられる攻第でありま官。

×  ×  ×  

殊に今同の不鮮事を惹起致しまし1: 皐校建築に於きまし曹、この日本開中至る彪にあり

ますこの皐校の構造が、悶合に参りますれば国合稗惑い構造であるんぢゃなからうかと私

は想像するのでありまして. 偶 k 今阿は京阪神の地方に大風が吹い fこので、都合地の謬校

か潰れにのでありま すが、 津川市 k に散権して居ります事校に今回の如き或は これ 以上の

風が来ない E は誰も云へないのでありまして、校舎が授業中に倒壊するといふ様なことが

あれば. 今回の悲惨事と同じことを叉復繰返すといふことは一目瞭然でありますから. こ

れらの問題について、矢張りこれは先程私の申述ぺました程度の監管 といふものは市街地

建築物法の施行区境内に止る問題でなくして、金閣至る庭にこれをやらなげればならない

といふ結論になると考へるのであります。幸に只今内務省及び文部省に於きまして 、夫々

針策を審議中であるといふことを閉し、て居りますので、その貼私は 1 日も早〈賓現して来

ることを者;捜 して! とまないものであります。

X  ×  ×  

以上各方面の監'皆制度が完備致しますれば、今回の如き悲惨事は飴程その稗度t ' 軒〈す



ることと考へ られる のであります 。風が今同 の如〈 大き い場合、 2 階建の木匙皐校はどう

にもならないも のであ るといふこと を極論 する人も現在 ないではないのでありますが、私

共は j主税窮痛にも 考へる 必要はなから うと考へる のでありますが、現在大都合の建物は地

長 と風にの み備へて置けばいいかと申しますれば、外に火災の問題が始終起るのでありま

す。叉最近喧し〈なりましに室製の問題もあるのであります。叉高潮よりももっと恐ろし

い津浪が来るといふこともないとも限らないのであります。でありますから、木造建築が

相営に使へる とい ふこ とは、この都合地に於てはなかなか云へないのでありまして、 都合

地 の建築 といふものは、必す・ 鍛カ ｾ ￭ コンクリ ートか 鎖骨コンク リートとい ふもので なげれば

な らな いとい ふ夙に考へき' るを得 ぬので あ ります。そこでこ の錦筋 コン クリート の建築の

現在庇替制度から矢張 り考へて見ますると、どうし、 ふ欽況にみるか t いふこと を一言 申し

て世 ｾ 1: ｾ＠ 、と思ふのであります。

X  ×  ×  

織怖コンク リ{ トは現布随分建ちつつあるの であ りますが . 古〈から建って居つに鎖筋

コンク リート の建築には . 或はそ の設計そのものできへ営全得て居な いやうな ものがあ り

はせぬかといふ気も するのであ ります、地援や2さ製のめつに場合に、 充分我 k の期待遇り

の性能を有って居 るかどうか主いふことについては、可なり売東ない庭がある様な祭がす

るのであります 。これも 何 t か調布を して、然るべく 鹿置することも 考へ? こいのでありま

すが、 資際問題としては中 k 六ケ敷い事であらうと思はれます。併し近頃建もつ〉ある鍛

筋コンクリー トは. 立i反な設計によって建もつ〉あると考へますが. 是が果して地震の場

合等に完全で有り得るかどうかといふことを考へて見ますし最近我 k の方でコングリー

トの耐贋試験をやり初めて居りますが . その結果から考へますといふ しこれも必すしも

然観ぞ許さないと考へる の であります。強ねて符市見聴の奮表し Ｑｾ 結果 、 或は大阪の事例な

どを聞きましでも 、何れも不成績でありかt 戸に於ける結果より' ももっ と悲闘すべき結果に

なって居るのであります。随分心細い感じを現在抱いて居るのであります。都合地の建築

として、今後各種災害に劃して最も安心で ある と考へなけ ればならな い銀筋 コンクリート

建築、ぞれが首を得て居ない様な設計になる。 或は工事 になるといふことを考へますなれ

ば、我々は都舎を形遣る育格が無い事を感やるのでありまして 、是非主も 唯一の建築材料

であります銀筋コンクリート建築を満足に育て上げ、以て都合地に建つ建築の有終の美を

篤きなりればならないといふこ e.a>痛感するものであ ります。 工事の粗悪によって、建築

が悲惨な妖態を惹起する憂ひが段 k e. 進んで行〈様なれば 、我々は認に矢張り制度上. 何

とか一つの針策a > 考へる必要がありはせぬか。此針策のーっとして. 場合によりましては

六 大都市位の範閣内 に建つ建築の鍛筋 コンク リート 工事に於げ るコンクリートの開後 . 或

は官営 とでも 申しますか 、さ ういふ風なことでも 考八て見る必要があるんではなからうか

さう致しますれば、我 聞 に於げる銀 筋 コンクリート建築の 安泰は此ｾ に確保されると思は

れるのであります。以上で私の講演 を終りと致します。

甚1:' 長たらしし、お話を申上げて恐縮でありましに。御清聴を感謝致します。( 拍手)
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地 震 乞

東京帝園大易保助教授

工 事 博 士
武

崩6 風

藤 清

御料介に預りましに武藤で御座います。地震 と防風

と申しますし建築家の領分からは幾分離れて居るの

T 御座い ます が今 日は大勢の方が御講演をなさいま

すので建築専門の ことをお-話 し申しますと重複する庭

があると考へましでかういふ圏全選ん ｴ ｾＧ 課 であります

序

我日本調は待11承知の様に、世界に有名な 地誌問であ

り日殴風宮町であります 。地裂の恐 るべ きことは但諺に

も論へられて居る彪でありまして 、ノj 、さな 子供でもよ

〈安I1って居 る鹿で あ ります。底力: 此の度は所有の殴風

の製 ｾｾｈ ｴＧ受げましであの惨惚 ｴＺ る被害を目蛾致 しましに我 ｫ は風も亦恐るべきであること

を痛切に感じたのであります。この地震と殴風とは日本に劃する自然の強敵でありまして

これが叉何時襲来するか !I:IJ らないのでありますから、我 k は何時でも殿風 と叉地震 と戟ム

丈の準備と費情が必要であります。

今日は此鴎風 と地誌 とがどうし、ふものであるか. 叉之に封する戦闘準備即ち耐震構造法、

耐風構造法は如何なるものかをお話致し? こい t 思ひます。専門外の方が大勢いらっしゃい

ますので極〈通俗的に判り易〈建築家の常識となって居る 彪 を申上げにい t 存じます。

R亀 風 と lま

騰風は御承知のこと〉 は存じますが‘ 東洋即ち日本から支那 . 印度方面 lこ特有の風であ

ります。英語でこれをタイフーン ( Ty phoon) と申して 黒 ります。これを諜して騎風 t し

た謹であります。アメリカにはトルネード ( Tor nado) といふ強い夙があります。これは

大分物凄い風でありまして、殿風 t 閉じゃうに矢張り旋風であります。併しそこらの町角

や、原つばに 起る旋風とは取向、規棋が異ひます。非常な勢で吹捲〈 るのであります 。 トル

ネードがやって来ます とゴーツといふ物凄い音が聴えまして、砂ほ こりを持上げますから

宰の色が襲ってしまひます。この音 を聞きますと 、ア メリカの土地の人主主は直ぐ に地下室

にもぐってしまひます。 愈 k トルネ ードがやって来ますと 草や木が薙ぎ倒されることは無
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論のことでありまして、木造家屋などは殆ど木

ツ葉徴獲に倒されてしまふのであります トル

ネードの通り過ぎま しに後には恰度医制整理の

道路公こしらへに様に . 1. 武道がすーっと . 森にも

叉村落にも 長 〈長〈続いて居ります。 見 ｦ ｾ 諜で

はありませぬげれどもアメリカの小; にきう EE-い

でありますからみ; 営でせう。

鴎 l試は同じ旋風でも規模がすっと大きくなり

ま して、中心から宇 ｦ ｾ にしましてが Ｇｊ 200 キロ、

った きなものになりますと 500 キロ. それ位の範

闘が脆風圏内に倦込まれまして旋風化するので

あります。日本や支那の方にやって来る助風は

最初南洋のカロリン、マーシヤル群島溢に費生

するのであります 。 その原因は 策象ｾＺの方 でも

明雌な説明金つけ殺ねて居るのであります。暑

一一一一 鵬 風

い陽が}!{t りつりる と島のあ る所では杢祭が暑 くなります ので、自然策担震が倣〈 なり 、周 閣

の宰気力: 孫ち込んで段 k 旋風に殻主主するのfごと考へられてゐます。此の附j鼠の卵 t : 件} 洋群

島溢り に起りますと、先づ西の方に運動して印度の方に進む のでありま すが途中で段々と

勢力が強〈なりまして、同時にコースを少し蟹へて北の方に廻って来るのです。

険 風 の コ ー ス

斯〈て段 k と日本の方に襲って来るのでありますげれども、時節によって蹄風のコース

が大韓決って居 ります。時には例外がありますりれども 長の初め即ち 7 月から 8 月頃の随

風は南洋から起りましにものが大概フイリツピンや喜: 務の方金荒しまして . それから支那

の本土に逃げて大陸の中に入ると遂に弱って表へてしまふのでめります υ 之が闘の l コー

スであ ります。 季節が過ぎるに従って . コー スがにん 1:' ん北に廻りまして 、9 月に入りま

すと闘の II コースを? とり 、日本を製ふ様になります o 10月頃後となりますと 111 コース

の方へ fl 司って早〈急旋回 をやりまして北東に進みます . 太平洋の中を暴れ担って消えてし

まひますから此の頃になりますと陸地には何等被害金輿へないことになります。恐いのは

この中間のコ ースのもの即ち日本の本州に向って襲坐するものであります。

我園に於きましては背から二百十目 、二百二十日を厄日と稿して . 空手戒して 1，5 るのは こ

の時期に闘の 11 コースを通る鵬風が日本営目がけてやって来るからであります。

髄 風 に 俵 る 暴 風

総j副主先にも申し上げましに様にその中心の低気感の周闘い! 火廻す旋風であります。亦
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道より北を襲ふ険 l試は左廻りに吹廻しますが赤道の南の掛台風は j支割に右廻りに吹き廻しま

す。 日本へ来 る鴎風は左 に吹廻 す闘係上鴎風の 中心から北の方の場所で は *風 が吹〈 ので

あります。この風は中心から速い虞模弱いのでありまして掛台風の中心に近付〈に従ひ段々

と勢力 を増し ます。 併し中心に非常に 接近 しますと 急オこ 風が表へ穏やかな天候 とな りま す

時には臼ぎしを 見 る 場合 も あ り ま す 。 これが 御承知の脆風の ｉ ｉｊｾ で 鴎風眼 と呼 ば れるもので

ありま す。そ の直径は普通約20キ口 、5 J豆位とされて居ります。併しこれにも例外がめり

まして時に馳風眼の大 きなも のもありま すし今度の胎風の様に非常に小さいものもありま

す J 大阪方面公 製ひ ましt: 時には (IIJ )j患に目がみ つ fこか判ら なかっ たやう な話でありましに

がＮよ〈よ〈調 ぺ て 見ま しに Ａ走極〈 小さなｦｉｬ ｾが矢張り存在しま して 、 それが大阪と紳戸の

間営 ;:&_ げて行 つにとい ふ ことが判つに さうであり ます。

助風の進行速度も時によって違ひますげれども通常 1 時間40 キロ位の スピードで ありま

す。 日本への附風は1創氏を起し乍ら南から北へと進んで行〈 のであ ります。 この闘係で馳

j武の通りましたコース から東の方では先づ東風が起りま して から J! s . は東南所謂巽に廻りま

す。この頃から! 吸は強 〈な りまして暴風間化. して参りま す。防)! s. の 中心力: 近づきますと l試

は更に南に廻りまして主主 々吹き募 ります。殴風の中 心力: 真西を通り ます時には最も強 〈な

る 諜 です。 殴風自身が 北 の方 に 流れて行 ＼ｾに 南風が起る と同時に中心 の 周り の旋風が矢

張り南の風雪起しま すので. 双方の影響力; 重なり合ひまして物凄い風を起す のであり ます。

駒嵐が過ぎますと風が段 k と聞 に鑓りまして衣第に納まります。

崎風の通 るコース の西側では初めｾミＡ致が ｉ ｬｊ乙〈ことは東側の場合 と同 じでありま す りれど

も次第 に北に 廻って西に納まりま す。胎j武が一番近い北風の吹きます時でも 、馳j瓜中心の

周り の 旋風 の起 す 北向きの ｊ ｗｬｾ駒風が走って 行〈 震 に 起す南向の風が 打ち 消しますので風

は絵り強 〈なら ないのが例であります。斯様な型由で腿風のコ ース の西側では風が あまり

強〈なりません。 今度の鴎風で設明致 しますと 大阪i : nil fi 戸との中聞を騎風の中心力; 通りま

しに の-c コー スの東側に営 る大阪では非常に; 風が強かっ た、これは唯今申上げた酌風の周

りの旋風の影響 と中 心が走って行〈影響 とが重つ fこ潟でありま す。 コースの西側に嘗 る紳

戸の方は駒風が走って行〈影響力: 腕) 武の問の旋 風の作用ぞ打消しに震にた棋の夙になりま

せす被害 も割合に少かったのであ ります 。

今 回 の l礎 風

この度の鴎風は御承知の様に 9 月の 21 日の午前 6 時 に凶園の室戸岬から上陸 した のであ

りま・すが、こ の時には最低気! 藍 684 ミリといふ世界記銘を作った のであります。風も非常

に強かった のでめりまして、 室戸岬で 1 秒間 に45米の卒均風速を示しましに ー これも日 本

本州に於りる強い風のレコードで あり ます、此廃から猛烈l な勢で大阪を鹿島書 した のであり

ます。時に午前 8 時. 更に北に進みまして京都に多りましに のがよlニ前 9 時ですが 、こ の間



に凄い勢で西日本の心臓と 言はれる京阪神地方を荒し廻つに のでありま す. 琵琶湖を過ぎ

ましてからはその勢力は次第に衰へましfこが. 何分にも本ナ| ・| 金縦断しましにので午後 6 時

に岩手燃から太平洋にその姿智治す迄には本州全土に亙って非常な被害を興へ? このであり

ます。

険 風 の 被 害

我聞に於げる最近の大殴風 t 云ひますと大疋 6 年東京地方を襲ひましに殿風であります

が、この時の被害は死者 500 入、金前半壊欣家序. が約 5 寓械であります。これ に劃して今

度の騎風では死者 Ｒ ， ＵＰＰ 名、即ち大正 Ｖ 年の Ｕ 傍に営って居ります。被害ｾ受げまし Ｑ Ｚ 家

屋も Ｗ 禽棟とし、ふＮ動風格史ＱＺＺ Ｑ こ未 ｴｾ 類例を見ない大被害金受付 ｴＺ のであります。

険風の被害も誠に恐ろしいものでありまして、この災害を減らす震には種々の手段を講

じなければならないと思ふのであります。最近に於きまして防風の珠報問題が非常に 11古ま

し〈云はれて居ります. この珠報も大切でありますりれども橡報伝致しましでも駒嵐は逃

げる課ではありませぬＮ来るものは来ものですから、これに ｦｾ 抗する最 善 の準備は 何 と云

ひましでもがtれない調丈な家を治って置くことにあると思ひます。

風 作 用の

建物に加はります風の作用はその形によって建ひますげれども簡車な例についてその概

要を御設明申上げにいと思ひます、先づ第 2 聞に示す煉瓦塀に就いて考へることに致しま

サう。左の方から風が吹いて来ますと、風

は煉瓦塀ｾ避げて上を越して後の 方 に流れ

て行〈ことになりますが. その時に煉瓦塀

の後の方には渦が出来ます。風が物に賞り

まし? こ時の風の流は恰度7kの流の中に障碍

物があると同じやうなものであります。で

すから川の流に 障碍物があ るも のと してお

考へを願ひます。壁の風上には風が営りま

すので宰祭の摩力が高〈なります 、反針に 第 2 悶 塀に及I f す風の作用

日

U

その裏手では風に号 lかれて底力が低〈なります。このl瞥力の差の震 に煉瓦塀は風下へと 抑

倒されやうとします、即も塀に首る風は之を+ ' ! l し倒そうとする作用をなすのであります。

建物の場合には少し〈複雑になります。例へば第司闘の犠な簡寧な建物でありますと、

風は屋棋を廻って吹いて行〈ことになりますＮその時上手の ｬ ｬＭｬｾ 力は高〈なります、下手でー

は逆に低鹿になります. 犀根は勾配によって違ひますりれども日本家居住の勾配で すと 屋

根の上の方の摩力も低〈なります。今家の中の肱ブ ｊ ｻｦ風の ＱＡＡｾ ｾ、時 ｴ 同じ摩力 、即ち並 鹿と

1 0 3  '  
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考へて風の作用を見ること

に致 しませう 。先づ壁は南

側の鹿力の差 で風下に倒さ

れゃう とします 、屋根は室

内が並鹿で すのに序. 根の上

が低 ｾ になりま す から抑ＱＭﾭ

げられるやうな作用を受り

ますo ですから風が建物に

営りますと風下へ押倒さ う

t する 作用 を致し ますし次

に文犀棋を? 吹上げる ( 吸上げると申してもよ ろ しし、かも j，ll れ ませぬが、結果に於ては同じ

であ りま す) 作用を 致 します。この二つの作用が主要なものであります。

建物 制民に到して 安全な る様に治るには建物を吹倒き うとする作用に抵抗する やう に、

きうして叉岸根伝吹上げゃう とする働に針して 安全なや うにす ればよろ しい諜でありま

す。このこつが耐風構造の根本方針であ ります。之は幸に も地誌 に劃して建物を安全にす

る方法と殆ど同一なのであります。誌に耐風機i主の方法に就いてもお話申し度いと思ひま

すが地震のお話の後に致し fこいと存 じま す。

最 近 の 地 震

地震の恐ろ しいこと は、も う皆様の御承知の通りであり まして、 主主に取立て巾上げ る迄

もあ りませ ぬ ｯ 近 来の大 地 Ｇ ｾ と 云ふ と 何 とい っても闘東大地起を慰げなげればならないの

であります . こ の時はさを潰の建物が約13高棟 . 半壊の建物も約13;00;棟でありましに。殆 ど

開放であります。焼け t: 建物が44高棟 叉この篤に一命を 失ひま しにものが14高と教へら

れて居るのであり ます。この様な災害は世界の何虚の艇史を見ま しでも未fご嘗てそ の類例

を見ないものであります 。其後地震は . 関東大地震を機舎として活動期にでも入つ fこかの

様に見受りられるのであります。 即ち 引績事大きな地震が起っ て居 ります 。大正12年には

但 馬地方の地震 がありまし? こし、昭和 2 年に丹後の地徒 、二年置きまして 5 年には伊豆の

地震 、叉そ の翠年は J ヒ闘東、埼玉地方の地震がありました。叉昭和 8 年には三陸の地震が

ありました、これ は部浪を伴ひましに震に 非常 に被害金婚しに諜であ ります。 この様に矢

糟早に北から南まで 日本の本土は地震の製E廃合受げにのであります。

1 .104 

地 震 帯

地漢の起ります庭は地球上何鹿で もといふ諜ではありま せぬ。地球の地殻にも 弱慰があ

りまして . その弱鮎に地震が起るの であります。地震の起る成 を専門家は地'点帯と申して



居ります。世界の地震帯を見ま す と、先づ太平

洋の開聞 に地震帯がありま す。 南米から初まり

まして北米 . ア リユーシャン若手島 . 千島更に日

本からジヤパの方に抜げ る大地震帯が一つ. も

う一つは赤道に沼ふて定って居るものでありま

して 、南洋の エユージーランドからジヤパ . 印

度{ t > 通り地中海( イタリーは有名な地援闘であ

ります ) を通りまして大西洋に抜けて西印度諸

島 ( これは北米と南米との間にある諸島であり

ます ) から更に延び て太平洋岸の地震帯と交っ

て居るものであります。我閣はこの世界的地震

帯の ー . 太卒洋沿岸地震脊上にあるのでありま

す。然し我園の地震帯{ t > 精細に研究して見ます

平青買鹿 島直 之 ヌ紅白

7ム._;
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と、第 4 聞に示しましTこや うになって居 ります " l11  4  [胡 地 震 体|凱 Crl' 村 博士地震より)

太平洋側には本州から南は述〈 葺鴻に迄及ぶ外側地震幣がめ ります 。 これは非常に勢力 の

煩いも のでありまして. 先般の三陸の地震Eまこの地長申告上太平洋の中に起つ fこも のであり

ましたし、叉安政の大地震も矢張りこ の外側地震格の活動でありました。日本海には議日

本ぞ通った地 震 Ｒ 僚がありますＮ之を内側地 ｾ 帯と ｬ ヤし ます 。肉 細か〈 見 ますと本州 の 縦主

山脈に沿ふて走って居る地震帯もあります、叉般にも 津山主って居ります、こ の裡設も大

きいのは富士火山脈地誕特と云はれて居ります。 富士 山か ら相模湖の中を 抜 げ で，じって出

るも のでありまして . この地法・4111の活動と 見ら れるも のに大疋 12年の|鈴i東大地復が あ りま

す。そ の他地茸J併を創Hか〈拾って見 ると日本とい ふ閣は金 〈地震11干の制で査はれて居る の

であります、従って日本の閣内は何虚にでも地炭が有 り得 るも の と漁想して腐ら なりれば

ならないのであります 。

橡 知 問 題

地援の珠知が出来 ましfこならば強め備へる乙とが出来 まし て }.;:l 、に災害 を減す・る乙 とが

ｉｦＮ 来 る の であります。今日まで極 ｫ と研 究し て 居 られましで も Ｎ 未 ｴｾＧ 妙 案 が な い やう で あ

ります c 潮 の干満との附係. 低気l眠との悌1係などは勿論の事. 統計カ' ら何年置きに土也'aーが

あるかを調べ られ? こり、まに最近には地盤の傾斜から地長の起る時期が漁朗されゃ うとの

考で地盤の傾斜を精細に調べて居られますけれどもこれとても地援を強知するまでに至っ

て居りませぬ。艶ったものでは動物まで調べて居られます. 我地震事の開祖と仰がれる故

大森先生は維を調べ られまし? こ。 首から地誌があります時には維が鳴〈と云はれて居りま

すので先生は維を? 飼はれまして、地混と維のH鳥寺方{ t > 統計的にi i J r - 究せられ1: のでありまし
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t: 。その結果維は地震 が来てから嶋〈事力沖1I りま した。 これでは珠匁1になり ませね 。又地

民 F ) k ても完電力; 付かす・に鳴かない時もある のです 。要 するに維 は地震に非常に敏感 なも の

らしいのでして、びり び りと地'点が来ますと吃精して 11烏〈らしい の でゐります 0 ・

昔か ら云は れてゐる 地誌の親危 、f .<tの例究が最近に 着手せられました。 東北帝園大患の

生物製科の数段 、:tJi j片ニ新喜吉l先生は飴の研究を 初 めら れて凶 ります D 事rr _L， < 出ケ iTliに 拾の

研究所を作られるといふことも新聞に出て居りまし仁。院佐研究しましでもさううまく地

正の徐 知が出 来 るとは思はれません ｯ 兎に角今日の底地民を ｾｬ 象め知る方法はないやうであ

ります 。ですから封策としては何時地災が来 ても大丈犬 な家伝法って置 くことが綾普の) j

法主云ふ4 } : にな ります 。即 ち家屋 をl耐長構造にして置 〈ことが絶釣に必要 となる のであり

ます D

地 震 の 作 用

地誌が来ました時に建物にどんなカが働 t かと いふことは非常に六ケ敷い問題でありま

すりれども 、普通の木造住宅に限って考へて見ますと 、 これは左陸六ケ敷いも のではない

ゃう であります 。御 承知の やう に我閣の住宅は大積土議の上に柱 を 建てまして 、 その上に

梁を置 くと いふ方法で造り ますから出来上つにものは恰度 . 子供の積木と同じや うなも の

であります。柱と梁 或 は士Ｚｾで凶溢形が出来て居ります。地誌が来ますと建物はｽ￈ｻｦ桃は

れに形になりまして上の方が取越 され柱は傾〈 のであ ります。柱 の傾きがひ ど 〈なりま す

と自分の回方でiWれてしまふ、かういつに作用で潰れるも の と考へられます 。

E再 5 闘

， 
， 
， 
， 
， 
， 
， 
， 
， 
， 
， 
， 

ー・昏ーー一一ーーー

ま也壷カ

.1111.;' 定動に( / ( る ?で の {tQI¥1

耐 震 耐 風 構 造 法

ですから地誌 で潰 れない や うな

家主?作るには地長が来て足下 {f拶1:

はれます時にも建物の上部がJ伐浅

されない や うに、佐がf頃かな い様

にする のが線本の方策と考へられ

ます 。 この方法は幸にも耐風構造

の方法と金〈 一致 して居ります 、

これから 愈身| 附!孔1(1#是正; 柿迭のN.偽

を?申 k げにいと思ひます "

地誌が来 まし? こ時或 は叉j武がありました時に家が傾いて来ますと狼mて‘ つつ かへ俸を

やりま す。今度の酌風でも 大 阪 挫 りで津 山見受付 ?こ j怠であり ます 。家 がf頃い t: 時の支へ 棒

は良 いとしても. 建物が前 れてしまっ t: 時には 支へ棒をしゃ うと思つでも間に合ひませぬ。

「甘から特ばぬ先の杖と巾します 。l耐長構造は賓 iここ の特ぱぬ先の杖を初から備へて]頁〈こ



とにあり ます。成が家の外につっ

かい俸をやっ て世きましては邪魔

になって閤ります 。之ぞうまく家

の中に納めるのが1前足 . ｉｾ 別式構造

の手法であ ります。

.t!I J も第 6 闘に 見 る様に往 左梁と

でH¥ういてゐる凶主整形の封角線に文

八捺を入れて置〈のであります 。

ｾ 王子

第 6 凶 耐震而j J政:" J飢

これを? 筋速と lドします 。か うして置き ますと風が吹いても 採 T ;I 出りまぜ ぬし地以で地躍が

動いても傾きませぬ. ｦ ｬ頃かなりれば ｄｾ れませぬＮこれが 最占の方 法になる のであ ります 。

第 7 闘は木造筋違を用ひ7こ場合であります 。土事- と梁 と柱とで出来る四溢形を? 二つの三

角形に分りる様に筋違をがっちりとは め込んにものです。かういふ様 に致 しますと j武力 2吹

いても地誌 が来ても 家

が潰れる心配はあり ま

せぬ. これは木を{ 変つ

に例でありますが、 X

織筋のやうなものをは

め込みまして . が つも

り締付けて置〈の も一

つの )j 法であり ます。

元来骨組が川雄形で

すと外から力を受げに

時に容易に菱形になり

潰 れ 易 い の で あ り ま

す0

・自・組ｾ三角形にしま

す k 形が婦らない. 即

ち潰れな いのであ りま

す。ですか ら|耐出|耐風

機迭の第一の要項は骨・

組 lこ出来る丈津山の三

角形を造ることにあり

ます。場所によります

と筋遺伝入れると邪魔

第 7 幽 耐 震 耐 風 構 造 模 型

ｾ Ｇ ＰＷ＠ I  
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になります。例へば部尿の中 などでは筋遣を入れましては邪魔になりまして歩りませぬか

らさういふ時には粧と梁との角の部分に短 い支へ俸を入れて三角形を作 ります 。 これをテ Jj

十U: 僻して居りま す。

次 に|耐;jJ_ を?主 として考八て 兄ま すと 炉: 根を軒〈することが必要で す. 民根が事s . げれば地

誌の時 に建物は地掠に つ いて 一緒に動げま すか ら ｈ も ｦｴ 負かす ・ 安全です 。 保机 をＡｾ ｾｾ くするこ

とが耐民l耐風機i査に ついて の第二の要項になり ます。 此の同的 には斡 い屋根茸材料を棋ぺ

ば宜しいのであります 。

次に ｬ 耐風ｾ主として考へて見ますると、伝根が ｬ 吹き抜かれては困りますから 、 これを汁

来日にしっかり結付げて置くことが必要です o oH民営'円・組に緊結することこれが第三の要項

になります 。総括して巾上げますと、

第一は筋違Ｎ方杖ｾ用ひて建物の骨・組に出 ぅ ｫ る丈多〈の 三 角形を榊成すること

第二は屋棋を出来る丈軒くすること

第三は屈根ｾ背租にしっかり緊結すること

この三 つがl信徒 l耐風構造の要綱であ りま す。 これが先程申上げました|耐長l耐風構造のM・Iilt:

であります 。若し皆様が 「そんな事なら知ってゐる 」 と申されるならば皆械は叫に| 肘出l耐

風構造の線本方法については免許皆停の資絡を才0・持ちになって居られる議であります 。

結

初めに述べましたやうに、日本圏内は何彪でも 、何時襲ういするか知れなし、地民と険 J!s.と

に絶えす・台やかされて居るのです 。 それにも拘らする日本の 一般家I - t . ! は甚t. :l !ft りない のでめ

り ま す。こ の鳥 Ｑ・ ｾ ｾ憂いて文部省の笈災橡防評議舎では「家 ｨＮＡ 新築及び修理に附する ｬ 耐 ぷ 緋

法 j 二の注意書」を作って l耐災建築の普及を闘って居りま す。然し少数の人主主が如何 tこ努力

しましでも. 日本金闘の建物金耐民的n¥i t J ! s . 的にすることは到底出来ない事です 。 どうして

も皆さん の協力を得なければならないのです。

この度の鴎風のあの犠牲をそ のま、 に葬つては相官耳み ません O 二度 とこ の惨害を繰り返

さな し、 やう に皆械 と協力して我が閣の建物を耐震的l耐l武的に致し度いと存じま す。

ｩ ￌＨらぐ御情聴を ＧＨｆￎ はしまして何難う御ｊ＼ｬｾい土した り
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建築さ具合副合長 正1

早稲聞大星宗教授 エ穆惇寸で 1"1 

先般の大風水害は こちらに大きな惨害を輿へました

ことは誠に遺憾の至り で謹ん でお見舞を申上げます、

只今まで皆様のお話がありまし? こ3 mIJ. 誠にそれらの

災害を防ぐべき激防を充分にしなげればならないとい

ふことは云ひ量産され て居るのでありまして、私も矢張

りそれに蛇足を添えるといふことより他はないのであ

ります。

昔から恐いものは地震 . 富、火事、親父とか申しま

す. 今度は風もお仲間入をさせて貰ひまして‘ 地長 ‘

官、風、火事、親父といはなりればならないと思ひま

す. 親父 Li 5 } 1 ] としまして地震 とか. 雷とか、火事とい

人 カ
。)

藤 多 仲

.  I  

ふものはよく起って来る災維であります. 由来我日本は南は熱帯から温，椛寒帯まで跨って

居 Iるのでありまして、長〈南北に亜細亜の東の端にす・っと並んで属 ります、従って春夏秋

冬四季相回りまして祭候も栂かである、花I咲き烏は鳴〈とし、ふ様な春、叉秋になりますれ

ば量豊かな牧磁がある。

×  X  ×  

而も風光明府にして世界の繁土と云はれるやうな土地でありますが、一皮 その皮を約九、

で見るなれば、只今地聞にあったやうに地殻は惨々に割れて居 るのであります、きうして

幾つかの地味になって. その地塊がかういふ風に動いて居る、動〈震に時々大きな地震を

起す、叉火山脈は日本の島を縦断し、更らに横断して走って居ります. その先が山の上に

火ｾ吹いて居るのであります、といふ様な諜でありますがＮ更らに之に加へて折角秋の牧

穫を得ゃうとする時に酌風が南から襲って来て之を奪ってしまふのみな・らす¥人膏を死傷

せしめ、樹木や家屋 を倒壊させる. 世界の繁土と思った彪の ものが豊国らん や され、ふ種

k の災害が我 k 日本人に試練を加へるのであります、でこの試練に我民族は堪へて益々抵

抗 Ｑｊｾ 強〈し＿二、きうして人智を稜達せしめ機能を磨いて 今 日の世界に雄飛して居ります

所謂七締八起と云ひますか、耐を? 特じて踊となすと云ひますか. 大疋12年の聞東大震災の

後でも我日本人は少しも失望溶臆することな〈以て復興に附んr:: のであります、これは 111:

J 09 I  



界の人が薦きの眼を以て見 t: . 叉今回近畿地方の風水害に於ても限災者は悲観することな

ぐ Ｎ Ｒ 手 ろ奈起し、震政者亦熔念策ｾ講じ、叉同Ａ泡相集って之を救援しまして躍に復興ｾｾ

しつ〉ある、 恰も鎮を打っ てそれを鍛へて行〈 と同じゃう に打Tこれで打Tこれる 程 よ〈練れ

て参つにやうなことでありますロけれども打fこれに時 . いや何ともないといって反援する

丈けではこれは所謂奨意地であります、それでは同じ農を行つ? こり来たりする丈でありま

す、そこには進歩がないのであります、人間のカは凡ゆる災害 に備へてきうして来るべき

災害を ｾｬ 象防するさういふやうな最 善の 努力をしなければならぬＮ叉受りに災害を研究しま

して 将来の災害に備へる、我 k の祖先は長い聞の経験によって種々 さういふ災害の方策に

ついて研究もされ て腐 るのであり ます。

X  X  X  

f I 変りにこれを日本建築にとって見るな れば、例へば五震の塔の如きものはどんな地震に

も. どんな風にも、決して倒れないのである、かう云は れて屑 ります. この間天王寺の五

薫併が倒れ fこぢゃな いかといふ ので すが、そ の筋の人に伺ひますとあれは本蛍の五重勝で

はない、 一寸話が重きでありますが背の塔が享和元年12月に焼げて、それを再建する金がな

い軍事に暫〈放ってあっTこのを大阪の紙屑問犀の淡路屋太郎兵衛とかいふ人が非常に信仰に

篤い人でありまして自分の財産を投出して、尤も紙屑問屋でそんなに財産もある謹はない

でせうが、兎に角私財を全部出して 蹴の持ｾつり で 参詣 に来 ｦ こ 人から一銭半銭の奉 加を得

叉寄進箱を積んt.: ! 容を曳きまして世人の勧進を仰いできうして文化 8 年かに形丈げ出来

亡、官時大風が吹いにらD " t れる fごらう とい ふ稼に体へられて居つに さうであります. 本堂

の構造上日本建築になって居らぬといふのt.: さうですが、その他の枇寺建築などに於て附

近の木が倒れても建物は倒れなかっ仁 、日本建築で往の上に桝が載っかつて居る、 その闘

に桂から出 t: 丸い柄が入って照る . そこらの構造が貨に微妙に出来て居 るといふ のはその

材が風で少し位持上げられでも、 J 二が丸〈出来て居るので叉元の穴に丸〈納まるといふや

うな頗る巧妙なことに出来て居る. そ れに類しt: ことはま fごま t.: 研究さる べ き手法が津山

あるといふことであります コ

×  X  ×  

又風を? 除りる矯めには防風林とし、ふものぞ昔から作って居るのをう;11って尉ります. 屋敷

の周聞に木を随え たり. 竹薮を作つにしこの防風林はー商叉火災の猿防に もなる. 東京

の郊外に行t 1 Li さういふことじよって告の武蔵野をしのぶことが出来るのであります. 又

九州地方なんか風の強 い鹿ではよく雨戸を吹飛ばされる ので. 従って 家主? 吹抜かれ るとい

ふやうな庭では雨戸の途中に植の木を渡すやうにちゃんと用意してあって、卒常はql 鳥居の

上の方に乗つりで置いて、きアと云八ばそこ iこ持って来て棒を渡す、それ丈の簡躍なこ ，と

uo 



でも充分に雨戸の破れるのを防ぐことが出来 、叉先耕申 され?こやうに 一寸つ〉か L、棒をか

う.所謂縛ぱぬ先の杖でありますが . 僅かの手法 によって充分に 災害を防 ぐことが出ポる 、

或 は何か邪魔にならぬ様にと云へば鎖 でも つり で置いて鎖 t 引っ張ると 支棒が出来 るとし 、

ふやうなことにすれば、風でも、地震でも、相蛍耐えることが出来るのであります、人間

の力は極〈 僅かな智撃の働かせ丈でき うい ふ災害を防ぎ得 るのであ ります。

X  ×  ×  

大阪の今回の水害は の海岸線であっ仁成まで Y あ ると云はれて居りますが. その地方

は昔浪花の都で 、所謂三津簡と云はれ t :)怠で、そこに美しい松林があって鶴が飛んで来て

舞遊ん f二 叉 出 入 の 舶 が津 山に そこ に院が1して腐 る、士宮唐伎の官舶がそこから同 fこといふ

やうなことが云はれて 、 その営時の昔を偲ぶことが出来るのでありますが. 今は只ー簡に

近ilt 文化によってその海岸をすっかり埋立てられて. さうして今度のやうな水害でその地

方がやられた、我 k の瀧い経験、智識では時 k 製ひ来る高潮に劃してま Tご十分備へる迄の

運び iこ哀らなかっ? こものである. 何虞までが所謂マキシマムの風か判らない、今度の風は

恐ろしい風で今までになかっ? こレコード破りであったといふが、そのレコードは所謂我々

の30年50年のレ コード でありまして数千年来斯様なことがなかったかとは云ひ得ないので

あります。塚本博士のお調べによりますと京都の卒安遜都以来確か同じやうに大きいと思

はれる廊台風が47固とかあったといふことであります. ですから我 k はかういふ災害に劃し

ては何時でも用意しなりればなら ない、地長に劃 しでも 只今お話のあったと 同じ ことで あ

ります 、叉風 にN しでも同じことで あります。ヨたに火事ですが . 火事の方は構造上焼げな

いものが望ましい. 多少風とか地震とか t 開通が違って居る黙もあるのでありますが. 併

し乍ら火事についても焼けないや号に出来る. きういふ工夫は何でもない . 昔江戸は火事

が多い震に火事は江戸の撃ーであ るといふやうに 負惜みを云はれにの であり ますが、 E室長六

年とか駿河町に大きな火事があっ? 二、これは: f . i . . 葺の需にきういふ結果になるん fごら号 、車

売を lトめて板葺 にせよとい ふ命令が出 Tこさうです、 庭が本町の瀧山繭治兵衛 とし、ふ人が.

その内に考案しま して前の半分丈 げを瓦葺にしに t いふことでこれはうまいことをやる k

いふので ‘ 壬ド瓦禰治兵衛と申 しにさ うですが、半瓦とい ふやうなこ とは近頃で云へば木造

の建物を外側 に網を 張ってモルタルで塗りつりる . これ も矢張 り宇瓦禰治兵衛式になる準

耐火構造、更ら lこ銀筋コンクリ { トになれ ば耐火楠迭になるといふやうな具合に建物の構

造も進んで参 ります。

×  ×  ×  

一方消防の方も褒達しまして、通信設備も完全になって‘ 所謂最初の 5 分で以て火事を

消してしまふ、従って都合地の中心では火事ら しい火事は只あの消防ポンフ・の音 を聞〈丈
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で火事色いふものは飴り見られな〈なったのであり ます。今岡 の殴風でも大阪、京都など

に火事が起らなかった、火事全起きなかっ? こといふこ t は非常' に幸である と思ひます、こ

れは先般の防空演習の賜であ ると云はれて居るさうで. あり ますが. 報告を 見ますると 大阪

市内で 6 ケ所に火事が起った、18ケ所に失火が起つにと云はれて居 る、叉郡部でも 4 ケ所

に火事が起っ た) ; . 云はれて居りますが、 それを完全に消し止めたと いふことであります、

京都でも閉じ〈謬校 ( 南洋中製 ) が倒れ? こので火が出 f: のを消止めた、非常な努力で消 11-:

めたといふことでありまして、それが震に延携を菟れ仁 、若しあれが反針の結果であった

ならば、* でやられ1: 上に以って行って大肢も京都も同じ〈闘東の東京、横演と同じやう

な自に遭ったかも知れない、そのことを思ふと身の 毛 がよ Ｑｾ つゃうであります、幸に闘西
調ー

の人々はあの防空演習といひ. 叉その他種 k の努力によりまして完全にその災を菟れにと

いふことは非常なる闘西人の誇 りとする 底 であ らう と思ひ ます、地援の際 にも火事を起し

易い、只今武藤博士の云はれ 1: 通りでありますが、この風とか地震 とか V あっ1: 時 に家が

潰れなりれば問題はない、若しii't れた場合はどうすればい、か. 出れに場合にも火力: 起つ

? こならば入金助けるよりも先に火をl 1 ' l せとし、ふことが大切でありませう、この方が結局は

人をも助げ、家をも焼カ・なし、工夫であります。

×  X  X  

震 災の容の 9 割 5 分までは火事の震に起る 客 であ ると 云はれて居 ります 、布、は賓際東京

で地髭の起った直後 と. それから後で火事の結果 とを比べて見に のであ りますが 、地'長の

あったその時に歩いて見ましにが、地重で壊れ? こ家といふのはそんなに深山はなかっ仁、

その客は極めて少〈東京でも横積でもそんなに大きいものではなかった、あれが境げ? こ :僑

に 9 割 5 分の大 きな損害であ るといふこと が云は れる 諜でめりま す、で今村博士の調べら

れ1: 虚 に よ り ま す じ こ の間の大正14年の北 丹の地震の際に火事を 消止めたといふ例があ

ります、回結といふ震源池の近〈でありますが、 家が83戸めつに 、2 戸が残っ て後の事 1戸

は全部慣れ仁、その下になって 65 人潰 されたさうです、村の人はその6 5人を放っ て置いて

3 ケ所から起った火ぞ先づ消し仁、きうして後でをの人を助げ州し仁、それによって幸に

して建物は全部焼かす、に桝ん Ｑｾ し、人間も ＵＸ 入迄助かったといふ様な例もあります、これ

は線ての人の心掛けて貰はねばならぬこ E であり ‘ まして、火事だから消防夫がやればい〉

といふやうなことでは悶る、さア地震で家が潰れた、火が出るといふ やうな時にはイりを来

て〉置いても火を先に消すといふことを心掛げねばならぬ。

×  ×  ×  

斯様に人間の力は僅かな力を働かしましで も大 きな災害を防ぎ得るので、何れにしても

兎に角家が潰れては問題が大 き〈なる、 潰れな いといふこ t が大切 であるの でありまして

2

 



J4 今武雄博士からもお話がありまし仁 、叉山崎建築課長からもお話があっにやうに潰れな

いやうな 家を造 ることは必す・しも 大 きな 令 を投じなくても斯様な筋遺 伝張って . これが所

消秘体でありま すから . その筋違の入つにも のが醜い とい ふや うなことはこれは妙な感じ

でめっ て、私等から見ると非常に美しく見えるのでありまして. 丈夫さうな建物は気持が

い〉、段 k 貴方が? こもさうなる fごらうと思ひますが . 1象1 f f . がある場合は無論であります、

激算がな 〈て 安 〈 やらうと思へば筋違ｾ 入れる のがー呑 ぃ、Ｎ 筋違が入って居れば割合細

い材料を佼つでも充分強いものが出来る、若し珠算があって餓筋コンク リ{ トが出来ると

いふやうな場合には誠に幸であります。紳戸はこ、 にお出の前の建築課長置明氏、叉山崎

建築部長. まに他に御寵力が津山あっTこと思ひますが小号待校が鎖筋コンク リート で出来て

居るとし、」、のは恐ら〈紳戸が第一清な んであらうと思ひ ますが 、 まアさ ういふ力11減もあり

ませうが今| 司でも被' 存が何一つ聞かないのは甚? ご喜ばしいことであるのでめります

X  ×  ×  

叉この木造の耐 キ建築物については これは非常に古 いものでありまして、徳川時代のこ

とを?云へば飴 り古いから 抜きま すが. 明治27年頃の長災後防調1.i 舎の報告書を見ますと大

阪の住友に居られた野口係市といふ技釦li の人が古い? こものがありま す、 それ に| 耐長家屋、

所講普通の住宅、そ れから小謬段、事務所、農家 . さ ういふやうな もの をどうすればい、

かといふ設計楽を賞際に模型 に作ったものを書い である、そ れによっても 矢張り今 こ〉に

著か れに やうに筋違を入れること、土台は三角形の健といふ木を入れてしっかり締めて置

し 叉筋違ｾ木 とか 針金でしっかり止めて置〈といふやうな ことであり まし て Ｎ 趣旨とし

ては外髄そも損せ十便利にして施行容易で経費が少〈早〈出来る といふことを主眼にして

考策 したものにといふやうなことであります. 要するに斯様に種々な極〈僅かな注意によ

って災害を議防することが出来る 、要 するに人 の力といふものはさうえらい六ケ敷いこと

を しな〈と も僅かの力ぞ用ひ ても 損害を強め防 ぐことが出来 る。よ 〈天災とか不可抗力と

か云ひま すが、さうい ふ場合もそれはあ りませうりれども天; えとか不可抗 力と云ふはまア

多〈の場合は一種の諦めの言葉である . 或は場合によっては責任の銭め に天 災 と云ふ . 例

へば我々の家で若しｴＺｲｾが漏つに場合にどうしますか 、 これは天災であるから仕嫌がな い と

いって諦めるかどうか. 不可抗力といって諦めてるでせうか. 決して諦められない、どう

も瓦屋が，Il}}; いといふこと になる . 若しj良が吹いてその風の mlこf恥、? こら天 ;え といって諦め

られますか 、 地 出で潰 れに時も天災としますか Ｎ 筋 ｩ￟ｾ 入れて置い ｔ こらよかっ＿こと い ふこ

とになります 。

×  ×  ×  

段 k 先 に進んで行きますが 、T象め考へ得る鹿の設備極〈僅かなことであってもされ 、ふ
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設備をして行〈といふことによって充分にこの天災或は不可抗力といふもの、、少〈も 8

割までも、 9 割までも、防ぐことが出来るのであります、ですから天災とか . 不可抗力と

いってそ の責を菟 れる のは自分等の不注意や 、 無智Ｎ現Ｑ｜ 策 を ｦｊｾ 謹 する 庭の逃言葉 に過ぎな

いといって大業はな い、かうい ふ ことそ一般の 人k は頭 に置 いてさうして天 災、不可抗 勾

とい ふ ことで あ告 めな い やうにさ うい ふ害 を 受けないやうにしなりればな らぬＮ 百 ｴ ｾ 長が ｦ 己主い

恐いといってももう決して恐〈ない月 ｈＧ 揚げて 雷綴の正 煙ｾつかんでから今日は全く人 の

カで需様主＿とつ捕へてしまって決して 省掠からは害を受げな い、 半ろ害ｾ受げな いとこ ろ

か電車を廻させ たり、 電燈で! ! 代らさせ たりして居る次第であ ります、地主長;や風は まにそこ

まで利用は出来な いかも知れませぬが. 此奴兎に角自然の現象でありまして 、地誌を起ら

ないや うにしゃう 、風を起らないやうにと いった庭で これは仕様がないりれども . 将来受

〈ぺ き害は人の力で、極〈僅かな プJ で相首防ぐ ことが出来る。

×  ×  X  

併 し乍 ら建築や土木の問題などになりますと、相営の技術均の問題も入って来ます. こ

れを素人で い〉加減のことをして作 るとい ふ ことは之亦一つのJ先物であ ります、 電 気など

は一寸手に繍りましでもピリピリと来て恐いものですから、どう色素人で手が出せない.

機織にしても車が廻つ? こ りして居 るのに手足を挟まれると 痛い ものですから素人は手を出

きないが、建築となると 素人で大概判りますから自分で出来るといふ語で専門の技術 家 主?

利用しない や うな 弊がある、これは先程お話があ りましに通り 矢 浸り 病気乃時 には l護者 金

呼ぶのと同じ諜で、建築も相営の建築になったらぱ矢張り専門家主? 煩はすといふことが最

も大切であ って、最も安全なことで あるのであり ま・す。で . 斯様に致しまして将来防ぎ得

ないといふ問題がはいやうに自然に起って来る風にしても、地渓にしても、総て我々 のブj

で完全にとは行 か な 〈とも 8 i!fI J  9 割ま でも防げる とい ふ ことにしたいと思ふのであ りま

す。

私の申上げ ること は極め て雑ば〈なこ とでありましたが . これで失躍さして] 頁きま す。

( 拍手)
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建 築 構

ｾｾｾ＠

3己

三TL

R又 計

京都帝園大製教授

工 事 博 士

駒Ａ瓜Ｍｾ血多〈 の憐 牲を＿郷つに ＱＱ は千 ｩ ほの ｉ Ｇｬ ｈ ｊＱＮでめっ

Tこが . 災拝 金繰返 さぬや うにといふ ので都市に於げる

建築物の重要性が高調せら れ. 叉世間が建築構造の問

題にも闘心 をもっやう になった こと は. 我々から いっ

て甚Tご幸 とするとこ ろであつに。今夕此庭に建築構造

設計の本領について聴いて頂〈機舎を得? こことは私の

最も光栄とするところである。

1J1建築構造設計の本領などといふ題佐伯げると誠に

rfli 倒な こと を申上げ るや うで すが、これは至っ て簡単

なことで、結局次の二つの事 に蹄する。

1. 外力を 安全に E つ大な る査 な〈支へること。

坂

の

2. それに劃し最も有利な構造方法を選ぴ無味な材料を使用せぬこと。

本 領

青宇 雄

此の二つは建築物でも機織でも軍艦 でもす ぺて構造設計全般に適用される 原則である 3

主主築防1) 設計に射して我々は如 何に して此の原則に添ふやうに努力してゐるか. それを以

下述べて行〈。

X  ×  X  

戦に際して敵に勝Tこんとすれば先づa放 を知 らね1まならぬ コ外ブj に封して 安全なる構造物

を作らんとすれば . 外力金知らね ;まならぬ 、我 は々 これ を外力 の算定と いってゐる。 建 築

物に加はる外力としては. 建築物自韓D 重量 、上税荷重、 屋 恨に積る 零の重量等. これ等

は一括して重力の作用による荷重と見られる。此の外に地主主 力とか風力 とかいふ天象に よ

るイjffj重があ る。重力の 作用による 荷重は事ド" があ れば測定す ることが旧来 てこれで禽事が

解決する。然るに 天象による 荷重はJ t の 性質が 益t: 復維で捌み難い。それにげこ れが建築

物 の穴 敵である。地震の建 Ｑ 防に及 ぼ す破 壊 力を知る 潟 Ｑ こは地妥劫 の性質 ｾｪ ［ ＱＱ ら なげればな

らぬ 、 そ れで 我々は此の方面では色々地 ｵ 奇襲者に 教 へｾ 受げ て ゐ る 。所 ｢ ［ 地 返 劫は甚「 ご不

規則なもので、地面のー貼の動きを? 不動の平面 に惑かせて見ると 、まるで糸乃もつれを? 見

るやうで 、決して娠子の運訪のやう に規則正しいものではない。かういふ次第 で地 長動其

物 が捌み難 いも のであるが Ｎ 吾々は ｊ 困み難いと い って放任してゐる 諜 にいかぬ 。敵 情 �［ｾ ・ Ｑ｝
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らなくても目星しい敵を想、定して身を守らねばならぬ。耐再構造は幾分こんな気味がある 。

然、らぱ目星しい敵、目黒しい地震力は何かといふと . これは地震の 水平動で、週期が早し

振隔の大きい反動である。地援にはもとより上下動があるがＮこれは Ｇ ぷ 央附近ｾ除いては

あまり恐ろし〈ない。叉建物は上下に作用する力に封しでは平素安全に出来てゐるので、

いはぱ防備堅固なところを攻められるやうなもので防ぎやすい。地道の水平助は前に述べ

た通り不規則な振動ではあるが 、其の白星しいものは凡そ振子の運動のやうな . 術認でい

へば車紋蓮動をなすものと見てＮこれで地震の政壊力ｾ決める ｊ 地面がある加速度を以て

水平に修劫すれば、地 上にあって地と運動佐共にする剛憶はすべ て地面の移動と反封 方向

に質量 x 加速度なる力を受りる。そこで地長の破壊力は質量のあるところ必すもこれが作用

し. Jキの作用方向は水平である。建物は卒素此の水平方向の力を受ける上 lこ兎角手抜りが

あり勝である。防備の少い燭手から敵襲を受けることになり. 耐ぷ階主はいはば揚子の防

備をすることにあ? こる。高い建築物になるとすぺてが地と同じ運均金すると見ると無理に

なり、地援助と建物とが共鳴して蓮動の被害を多からしめる E がある。味方 に倣に内通す

る奴が出来 fこやうな欣態であ る。か〉 る裏切j 者を防ぐ僑に我々は連初乃振動防況を検べる。

共鳴を? 避けるやうな工夫をせねばならぬ。そういふ目的に劃して我々は理論的にも研究し

叉振動基の上に模型をのせて絡って研究してゐる。

×  ×  ×  

ｽ武力に封しては我々は先づ気象事者に教へｾ受げる。それによると風色地返に劣らＭｴＮ不

規則な l吹き廻しをもつもので、共の性質が摘みf 1h 、。大幌地面に沿って吹〈ものではある

が、俗にいふ息がゐり叉風蓮が地上と 高いと ころでどう 蓮ふか . 同じ高きのところでも場

所によってどう異るかと少し突込んで見れば一向判って ゐなし、。平素! 大 〈風に封してはこ

ういふ知迄かなり測定されてゐるが、連築防の大 f放1こる掛台風となると斯隊な測定は世界の

どこにもやったものがない。地震 でも同様で倣髭に封しては機舎も多〈色々研究があるや

うであるが、大地混 となると満足な記録が甚だ少し、ο 以上のやうな醐係で風に封しでも我

k は大隈これが水平に然も 等速度で吹 〈も のと鍛定する。風も水平力を盛物に刻lへる揚 子

の敵である。

風ｾ斯〈の ｾｮ < 水平に吹〈等法の気流であるとすれば. 建伽に加はる風 j J については、

我州主航空 ;/Jg裂の専門家に教を受ける。飛行機は気満智起して飛ぶものであるから、此の

漫の研究は近平すばらし〈進歩してゐる。飛行機の速度を秒速でいふとレコードは 1 8 2 m

j sec であるが通常のものは 41) mj sec とか 60 mj sec 位のものもゐって、暴風時の風速と

大差のないものである。その局飛行機について研究されにことで. 建物の風力推定に役立

つことがあり、叉飛行機研究用に作られたJ i ¥洞が建物の風力を研究するに利用される。其

の結果最近数年の聞に家屋に加はる風力のE 恒が益「ご鮮明になって来fこ。それによると従
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来我 k 技術者が信用してゐ 1:1武庫にはかなり関連ーがあることが判つ1: 。共の最も著しいの

は従来の考方でいりぱ風力は風土ーのfiji に作用する 底力と 思はれてゐ? こものが、よ〈検べて

見ると風上の商の鴎力のみなら子 、風下の商に作用する吸引力がfrtu... 大きいことが判つに。

腹背敵を受ける情況である し限の前に大入道がめらはれて刀を抜いて切りつり? こが手肱へ

なし次にはいきなり後をむいて切りつり 1: ｾ手際へあっ て 古狸がやられＮ大入道も立所

に消えにといふ話しがある。我々は従来目の前の大入遣のみに策? とられて、其の正慢を

つかみ得なかっ 1: 観がある。今後は此の風上の風塵じ風下の吸引力を考慮して行かねば

ならぬ。

X  X  ×  

以上述べ fこところで建物にカJI はる外力が大関判つにとする。芸大 lこ起る問題は此の外力を

建築物が如何に受けるかれ、ふ事である。床. 屋根に初がか〉れば通常柱は酒運縮され . 梁

はrlhげを受 η る。此の受げる力が如何なる性質のものであり 、叉如何なる大きさであるか

を勘定する。これを我 k は癒力の算定といって 、構士宮設計の長も大切な部分である 此の

際力の算定は場合による t 材料の性質を詳し〈知らな〈ても可能なことがある 。雨端が支

へられに梁に荷をかげ る時とか、通常の小屋組の 1 本 l 本の構材の受りる力とかは容易に

判る 。 ところが複雑な 骨組になると材料の性質や 、柱、梁の寸法が判ってゐないと受りる

カも算定出来ねものが深山ある。 Ｑ 本の電 信 柱ｾ多勢で捻ぐと ｬ 人 ｩ 人の捻ぐ荷の分前が

容易に襲らぬやうなものである。鍛骨建や 、銀筋 コンクリート迭では常に斯かる場合を倣

ってゐる。それで此の方面の構治の王担論は目下非常な進歩を見て、我 k は力皐や敢製を道

具に使っ て色々 の難問題を解決してゐる。それで銭筋 コンクリートとか銭f号機浩等は構造

の性質から いって複雑なものではあるが、カの受ｾ方が鮮明に判り安心の出来る設計が出

来るっこれに反して木浩は構浩其物は割合筒皐な原理に依ってゐるが材料の性質に甚 Ｑｾ む

らがあり、材と材との接合が不完全であったり、乾燥によって弛みが出来? こりして . イ中 k

我 ｫ のもってゐる道具、即ち力撃や小ｾＺでうまい具令に解げない。幸 に木 造に封しては従

来の経験が積んでゐるので. 科験的根械の不足を補ってゐるといふ献態である。経験密室

んす・るのは結構であるが. 経験のttjL用はつ〉しまなげればならぬ。 今回多大の被害を受け

? こ小感校校合の構浩は . 木遣住宅について得1: 経験をめの膨大な校舎に迄飢用した黙に重

大な欠陥がある。

×  ×  ×  

再ぴ本題に立時って建築物に加は る外カカ洋1川、建築物が此の外カを如何に負携するか

といふことが判つにとすると、芸大に起る問題は如何にせば無駄な材料を使用することなく

然も安全に其の力に耐へるかといふ事になる。此の事を我々は断面の決定といっ てゐるが
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此の断面が決定せらる〉に就ては材料のもつカが判ってゐなげればならぬ。それで断商決

定の基礎となる材料の力事的性質を明かにする震に我々は個々の材料を '11 きちぎって見? こ

り墜 しつぶ して見?こりする。此れを材料試験 とし 、っ て前述の謄カの算定 と共 に構造豊島の重

要な部門をなすものである o ' 偽造物の受けてゐる力は概して複雑なものであるが、カ惑を

道具に使ってこれを分解して見る E 、翠純な型軽縮、引張り 、曲げ式は捻りといふやうな力

叉は其の組合せに蹄することが出来る。そこで我 k は決して完成され1: 建物についてこれ

を破壊して見て其の強さを知るといふやうな勿慢ない方法によらす¥仰 k の試験片につい

て今述べ仁摩縮とか、引張りとか曲げとかの強さを破壊試験によって検ベてゐる。斯〈の

如き試験をなす務械は随分強大なもので何十回何百臨 t いふ力を加へ、折角作った試験片ー

をおーし策もな〈こわしてしまふ o か〈して我々は色 k の材料の耐八得る最大の力を知 L

めはせて破壊に至る経路を概察してゐる。材料は強し、許りが能ではなし、。最も優良なる性

質は強靭なる性質である ｯｾ せば遂にはつぶれるが砕りす｜曲げれば途 ｬ こは折れるが二つ

にちぎれす・. 引っ張つでもちぎれる迄には充分延びるとし、ふ性質が建築材料として有利で

ある。強くとも脆いものは何等の前兆なく政主力: 来 て危険である。材料の斯様な性質から

見ると鍛材ほどよい性質舎もつ 1: ものは他にない。煉瓦や石は脆い。混擬土 も 脆 し 之 に

銭筋を入れることによってよほど粘り強さ、即ち級性Ｚｾますが到底鎖材とは比べものにな

らぬ。木材は拐、級 t いふ性質から見れば鍛材についでよい素質をもち、腐朽とか燃えると

かいふ欠黙がなければ寧ろ理想的の建築材料である。銀筋コンク リ{ ト 遣を除い て他種の

構造では材料を組立て叉は接合して繍浩物を作って行 t 。如何に強級な材料であっても接

合の部分が強靭でなり れば建物は強級 となり 得ない。丁度鋼で作った鎖が紐のやう になる

理であ る。そ れで勝造物を強級ならしむる矯 lこ材料と材料の接手叉は仕口の性質を知らな

ければならぬ 、我々はか、る接手叉は仕口に劃しでも材料試験の繍張として 、これを破壊

して見て . 其v) 経路や耐へ得る最大の力を検在する。か〉る試験は質物大のものについて

行はれることもあり 、単純なる材料試験から見る主もっと大掛りのものである。此鹿にの

ペ? こ材料試験なり構造部分の強度試験なりは. 小 規模の建築. ことに木迭建築個々 の場合

について行はな L、。研究所なり、感校なりで行はれ1: 試験の結果作られた規準に適合する

やうに構造をやって 、破壊試験 を略すのである 。然し乍らある建築舎なす際には其の材料

叉はそれに代り得ベき見本について賓際に破壊して見て強きの限度を明かにしであるとい

ふこ t は . 昔の人はおそら 〈やっておらぬことであ り. 現代の技術者が全〈経験のなかっ

た新しい構造、鎖骨迭とか銀筋 コンクリート迭とかを最初から失敗なくやり 得? こ根擦であ

る。

×  ×  ×  

最後に外カを受げ るについて最も有利なる構造方法をとる主 いふ離につ いて設明 を加lへ
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て行〈。これは椅浩設計 iこ於て最も 大切なこ主であって 、いは Y 消極的 t 積極的の 2 つが

ある。今の外務大臣の外交方針によると、外受政策によって不必要な戟王手、を未前に防ぐと

いふのにあるらし L、。これを建築梢迭に宛てはめる主建物の外敵? こる外力をなるぺ〈受げ

な〈する t いふ事である。勿論建物の重量や其他の重力 によ る荷重は これ を避りる ことが

出来ぬが. 無駄な材料を使用せぬといふ事は一面此の外敵を将減する こ t にもなる 。叉地

i[i 力や風力 、雲の荷重等は柿迭 によって受り方は少〈することが出来る。 屋根の勾配を急:

にすれば雲は ズレ落ちて建物に 雲の荷がかからぬ。聴い材料で家をつくれば、質量× カ11速

度 といふ地民力は重レ材- 料を使用 し1: 時に比べて地震の破壊力を! 慨減出来る o 地震力な ど

は建物を地主運動を共にせぬゃう lこ精進すれば、地&! { e 受り流すことも出来る。これは我

ｫ は 克正椅誼 といって ゐ て、地 ＧｩｊＺＮ ｴｾ Ｇ けを考 八れ ば寧ろ思想、のもの ｴ いへる。然し乍ら 菟震

構遁 について はま Ｑｾ Ｇ 得心の行〈智度に研究が進んでゐな い ので賓際には ＱＺｴｾ 誤験的 に 試み

られる程度である。風力は如何にして軽 減 出来るか。風は前に述べ? こやうに面に作用する

ものであるから 、質が多〈て面の少し、建築物なら有利である。塀のやうに薄い建物よりは

員四角な和のやうな誼物の方が風力の受付方が少い。此の雨者では j弧に耐へる抵抗力 lこも

格段の相異があるが、風力の加はり方から見ても四角し、相のやうなものの方が少し、 。風力

i二割して最も有利な形は所詐流お' Mである。最も不利な形はお杭の内側を風 lこむけに形で

最良の続税形に比べると 24併の風を受付る 。飛行器、自動車、円車等では風抵抗 とい って

ゐるが 、2設かねE主家物では同じものを風抵抗とし、はす' 風力といってゐる。風抵抗の少いも

の即も建物でい八ば風力 のカ11 はり方の最も少 し、も のは流線形 にする のがよいわけ であるが

建物の顎合は風の吹〈方向が一定でないから、貨の流剣形に作ることは不可能である。然

し/J 、摩校建物のやうなものに比べて 、普通住宅のやうに下屋の多いものは 、幾分流線形に

近いとい ふことは出来る口建物をガスタンクのやうにすれば風力はなほ減す・ることが出来

るo 然 し乍ら建物の形は繍迭上 の問題で な し 使 用 上或は意匠上の問題である o よって構

造設計 として は奥八られ? こる形につい て怒抗力をもにせなげればなら ねD 外交の成果 を期

待はするが 、守勢の兵力は充質せねばならぬ o これが建築物 に必要なる抵抗力を もにせる

ことで あ るが、抵抵力 のも ?こせ方に上手左下手とある。- . 1 < の構誌 につ いて最 も有利な抵

抗力のも?こせ方を述べ るのは容易でな L 、から 、此庭では共の本義を最も卑近な る木造建築

について、然も 前 に述べ1: 擁乎の敵1: O 地以力や風力に射してどう鍛つ てゐるか を迷ベ る。

×  ×  ×  

時Lf ぬ先の杖ーといふ ことが ある。倒れぬうたのzt 張 り。これが耐風建築、耐Zi 建築の要領

である。こんなことはどんな山 の中の人で も知っ てゐて、 家屋カ f 倒れそう になると太い丸

太そもっ て来て軒桁の とこ ろにあ てがって 、下は湾らぬやう に 止め 、上も外れぬゃう tこと

める . これで立誠 に倒壊が防げる 。ま にこれほど合理的な方法は他になし、。それにもかか
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はらす¥家が傾きかけねば此の突張ちを入れぬ t ころ l こ従来の木誼構遣の揚手の敵 iこ劃す

る弱さがある。私のいふのは此の突張りを家が傾かぬ前から入れよといふのである。但し

建物の外』こ突張 りをお〈こと は敷地 の利用上からも 悪 し 信 裁 も 悪 し突張りの腐朽もあ

るから、此の突張りを建物の内、壁の内 lこ入れよといふのである。かかる材を我k は筋違

主いって ゐて 、此の突張りが効< 1 誌には太 L、材であるこ と、下で滑らぬ や うにとめてお〈

こと、上で外れぬゃうとめてお〈こと、すべて外部からの突かひ棒と同じ要領でなげれば

ならぬ 此の要領の筋違が壁の中に入ってゐれば捌手の外敵に劃して頑強に抵抗する 。今

阿の風害で倒れ 、叉は既往の地震でつぶれた木迭校合は全部此の筋違がない とか、あって

も太い材でなかっ? こり、上下が滑ったり外れるやうになってゐ? こもの許りである。

×  X  ×  

キ ｲｾ 立て梁を渡せば家屋の骨粗は同角い骨組となる。四角の骨組は元来倒れやすいもの

で、椛梁のf士口 が弱ければ. 叉賓際此底力: 弱いから殆ど7K卒のカ に劃して抵抗がない ν Jlt

の附角のfi -初を丈夫にする鴛には、針11:線の方向に突張りを入れるか、細い鎖棒で引張る 。

か〈て三角形の什相の集りに分げるのである。三角形なら形が歪み難いから極めて頑丈で

あり、前の筋遣を入れるといふのは、要するに三角形の骨組の集りにな lます ことで ある。

此の他四角い骨粗を歪み難くする方法としてはなほ次のやうなものがある。

1. 充J :jt 2. 方杖 3 角の固定

充填( eは骨粗の聞を頑丈な板でうめてしまうもので通常の壁は幾分此の作用をもっ。然

し乍ら従来の泥墜は弱〈て、これで骨組の歪をとめ得られなし、。泥の代りにコンクリート

のやうな丈夫なもので壁を作って柱の聞をうめてしまへば丈夫にな るが、 経費の賠で問題

にならぬ。それで本迭の什組の此の充境による強化は今 日のところ誼嘗でない。筋違や壁

は窓1: 1 1 入口の開係で月j ひ得ぬ事が往k ある。斯〈の如き時我 k は筋違の短いものを隅角の

近 ｕｾ げに用ひる。これを方杖といふ。これは筋道に効果上劣る。方杖よりなほ効果の悪

いものに角の固定といふのがある。これは柱から腕木を出す場合のやうに差込口をピツタ

リ合せなほ棋でも打って、ここをかため、小さレカではこっ¢材のなす角が康くなったり

狭〈なっ? こりしな いやうに する 。これTごと柱梁の他 lこ別の材が入らぬし、使用上の邪魔が

ないから都合がよいゃうであるが、揚手の力に謝して全〈手頼り にならぬ。いくら 手頼 り

になちなくても津山あれば幾分かは役立つであらうといふので、柱と柱の聞に貰を過し、

これを柱に固定して固定ケ所を多〈する。これが在来の日本建の方法である。此の腕木式

のやり方 . 角の固定は其の仕口が上手に出来てゐなりれば効果がな い。それには腕のよい

犬工が凡帳商に穴掘りをやらなければならぬ o 叉仕口を喫で固めておい 1: ところで一二年

もすれば木材の乾燥牧縮の矯めゆるみが〈る。従ってよ〈乾燥され1: 上等の材を用ひなげ

ればなら ね。こんな妖態では我々は此の方法に信頼出来ない。大工の名人が二枚の板を削



って合はせる と、吸付いてはなれぬといふ 。 といって我々は大工の技術にたよって こんな

方法で板 と板とを つり合さう とは思はね。糊や躍 とい ふや うないい材料があって、これを

使用すれば素 人がやって も板 と板 とは雌質に渚< 0  

×  ×  ×  

耐風耐誌構造の手法 、筋述 、方紙;、 角の固定は此の順に効巣が怠って 〈ることを述べた

がこれにはなほ 説明智要 する 筋違佐用ひて四角い とこ ろを三角形の目 に分り ると、柱に

は墜縮とか引張りとかの力が1J11はる 、筋違 も! 猷縮 され る。之に 反して方杖を用ひると方紙;

はｾ鉛 ｩ 又は引張られるが Ｎｈ は方紙ＺＱＺ の接合 鮎でＮｪ ｬｪｬ され叉は引張 ら れるか ら 、 梁のやうな

!Ui態 となって l泊げを? 受げ る。 これは 方杖が小さいほど甚 fごし〈なる 。角 公固定すればなほ

大きな曲げを受げることになる。一関材料 lこ加へ る力の中でイ! 日2一番有害か とし、へば l凶げ

ほど害のあ るも のはな い。一本の俸を渡して これを I政援 して見よといへば . 誰 で も折り曲

げて二つ にもぎる = 決 してこれそ.j ll' しつぶしに り引切っ 1こりはしない。それほど 曲げとい

ふ作用は材料自行政援 しやすいもので、 筋違を? 用 ふる 時 fごり 、此の大敵l胤げを免れることが

出来て、格段の抵抗力をもつ のであ る。斯うい ふことは家 を作る人でも 笑外土11 らないかも

知れない。我々のやうに作つては試強機械にかげで壊して見 る者には宜 に明i僚に判る o 造

るのに特妹の技慨が要 ト 完全に 1.:11 ポにとこ ろで 効 *の少い角 の!日定に よる揚手の防備は

決 してとるべき 策でなし、。プJ を受げるに最も有利なる構造方法主? とる とい ふわか り切った

原則に 反 する。 此の原則に そふ ものは倒れぬ先の尖; 長り . 壁の内の筋違でめる。

×  ×  ×  

以上述べ fこことは建築何年造向設計の本漬 と題して、我々 建築構造思考がー臨ど んなことを

して ゐるかを中上げにつもりでゐる 、我々はWi 傑に外ブJ 金偵察 し. 構造物の力の受付 方を

力感を以て研究し. 材料を i政壊 して見 て共の性買を極めて 、建築構造設計の本領をわ きま

へ?こ技術者を養成してゐるのである。諸君に封しては . 斯〈 の如〈して養成された技術者

が襟山ゐるのであるから. これを信綴して大小とな〈建築のことを委されるこ とを最も希

望する。
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御紹介石? 受げまし7こ事吉野でありま す. 一寸蝶庭な い

他の合合があ りまして遅れて参つにのであります、 或

は申上 げること が重複するかも 知 れませぬ 、お許しを

願ひ ます。

この聞の風害に蛍り まして 多〈の被害を受けました

その建築物について調べて見ますと皆夫 k 事情が這入

って居ります、 t条件が這入って居ります、例へて申し

まするし非常に建物が大きい「出る杭は打たれる」

で風営りが非常に強い、 或は叉 その土地の地形が非常

に風を強〈受げる 地形であっ7ことか. 叉建物の恰好が

大慶風を受けるに好都合一一これは徐り感心しないの

でありますが、風の震に大祭壊れる のに都合よ〈出来 て居つ? 二、 或は恰好に出来て居った

兎に角さういふ種 k の事情が めって、若 しその建物がもう少し他の場所1::" あつにら 或 は壊

れないで済ん? ごかも知れない、併し不幸に してきういふ不運に遁はなげればならぬやうな

鹿 に置かれ. 叉恰好に作られて居つTこ震 に壊れた、でありますから 、- _ k そ の現扶を調べ

て見ないとどういふ庭に最も欠陥があ っTこか賓は詳 し〈判らぬのでありますが . これを全

障としてこれらの被害を見まして、後から私共がこの機舎に注意しなげればならぬこつの

重要な る黙がめら うかといふことを私は考へるので あ ります。

×  ×  ×  

その一つは家主? 建てますその最初にお金のことは誰でも 1直ヤ考へることで、一鰭この家

が幾らか〉るか 、どれ丈の工貨を要する か、出来 るなれば成丈安 〈経済的に造り fこい もの

Tごと お金の こ主 はなかなか細か〈お考へになる のであります。併し この家 を地誕の場合 、

或は鴎風の場合、叉火災の場合ーといったやうなさういふ非常な場合に構造上技術的にどう

すれば安 心し? こも のが出来るか. かういふことについてはどうも一般に割合に冷淡に考へ

られて居るのではなかっにらうかといふことであります。

1  122 

もう一つは今回の被害で御承知の通り殆どさを部が木造でありますが. 木造の家と致しま

しては嘗然行はれなりればならない修繕或は補強、さう いふことが兎角忘れ勝 、怠 り勝に



なって居つにのではなからうかこの二つの鮎であります。

×  ×  ×  

大韓我現に於ては御耳記長11 7 ) 通り光づ世界有肱7 ) 天災羽である . かう申しでも間違ひなか

らうと思ふのであります. この知 iこ於ては陥かに一等調であります 、か う い ふ 鮎 J ) 一等閣

は徐り! 直 心しない識でありますが . 兎に角位浮有 j立D天 災 、災害 D多い闘です 、Wi 様に申

上げてよいかと j E ふのであります 、近 。d 、例佐市上げますなれゴ皆;表卸及知¥7 ) 通り大 LE l2年

の東京 J ) 地ぷ以来すぐ二年丘 れでは ¥pには但1; g7) 点 K. それから叉二年置いて H召利 2 年 に

は奥丹後刀誕災、それから三平置きまして伊豆 J ) 矢} 長り 山 花. 叉 三年置きまして昭平日5 年

に は九州地方の対ｾ Ｎ それから 三 半経ました ｈ 百 ｆ 日 Ｓ 年には東 ｊｴ 刀 Ｚ Ｂ ｉ ｴ Ｚ 良 Ｎ又本平に入りまし

て春 iまl歯] 官乃大火 、紐 ρ てこの伏には( 益枝刀風 1)( 客. こんな風に治ど連平天災の訪問を受

けて居る 、かういふ議であります。どうも徐り J感心した 乙とで 4まないのでありますが . 遺

憾乍ら殆ど半々斯様な災7寄金受けて居る と『ドして よろ しい のでめります。吾b; 濁 iま共の調

柄から申しますれば誠 {こ桔滞♀閣轄であります、叉気 1民主L と!与に lドfトの ない立減' ; ' 閣であ

ります、私共はこの閣に生れたこと はJ ド活な幸福と感じて居るのであ ります。

×  ×  ×  

併し乍らー商この災害といふこの方面公考へて見ますると 、誠 iこ困つにことには天災が

多い . 今日丈ではな〈古来から体へられて 居 ります天災をするっと並ぺて見ても恐ら〈非常

な一種 D大 宮きな天災記践が出来ると思少ますが . 兎に角地点であらうが . 津 J良であらうと

も、或は叉火事、風、水、災害 といふ災害はないも のはないのでありま す、殆ど災害 の 百

貨底の様な何一つ欠けて居らぬといふ様な議であります。賓に御同様にこの貼につ いては

徐陸平素炉ら考へて置〈必要がめらうかと思ふんです 、成主 b; 一方に私一兵はこの災害に劃し

てつまり 徐り に 多いE誌に馴れてしまったので御哀いませうか 、何堤そこに地点があっ fこさ

うだ、津浪があっ「こさうだ位でどうも切11 /L 1こと申しませうか、鈍 1惑であると云ひませうか 、

乃 至は諦め b; い〉とで も申しまぜうか . どうも幾ら壊れましでも壊れましでも 、叉 焼 かれ

でも、. j IP:賞 されでも矢つ; 長り後から同じやうな壊れ易い. 境庁易いも のが 平気 で建てられ

て居るんであります。 或は今度かういふ大きな風ド吹い たん ｦ ご から こＢ， ＵＰｾ や ＶＰ 年 ［ ま大風

が吹〈様なことは先づなからう. ま ア 首 分 こんなことはないであらうと、かうし、ふ や うな

具合で 、 さういふ極〈苓気な思案に安んじて矢? 長り同じやうなものをば繰:足し繰返して今

日に及んで 居るかの隊 iこ考へるのであります 》成 僅 営 分 lま或まそれでよろしいかも知れな

い のであります 、 併し乍らその人一代 ｩ ま兎 に角であ ります が Ｎ それがｾ矢反り私法子涼に

大きな｛ｉ ｬｲｾ を＿始すものではなからうか、或はこれを園家刊に考へでも矢ｽ長り大きな慣害をぱ

将来に j治して居るのでゐらうと思ふ のであ ります 、誠に之は情けない ことに弘法考へます J
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X  ×  ×  

昔から「治に居て街Lを? 忘れ十」かういふことを申 しますが . 軍事上の方では誠に箆Lを忘

れまる我閣は園防その 他常 に周到なる 注意を致さ れて陸海軍共に我精鋭を誇 り立祇なる閤

防 を常に準備さ れて居 るやう に考へ ますが、どうも建築の方か らし ますと兎角私は胤が忘

れ惨ではありはせぬかと思ふのであります。先刻申上げましたやうに建築に於ける非常時

は地再であるとか、火事であるとか. 或は風であるとかいふ非常時の場合が殆ど考慮され

て居ない . 若 し大風が吹いにならば或は隣から火を 出しにら一惜こ の家では どうすればい

〉か、自分の生命財産それを保護するにはど うすればい〉 か、 さういつに こと は殆ど考へ

られて居らないのではないかと思ふのでありま す、 誠に苓気な話 fごと思ひま す、よ〈 私は

芝居などに参りまして矢張りかういふ風に津山 の人が集って居ります時に 、ふと考へて今

若し主主に地h誌があったらばどう すればい〉か 、こ のホ ーノしには非常 口とい ふ ことが判つ切

りと看仮に出て居りますが. 多〈の寄席や芝居などは官会りさういふ標示もない . 有つで も

判つ切りして 1; 5 - らない、見物の方も左程さういふ ことに 注意 して居らない . 叉興業主も若

しこの芝居できういふ非常な天災があった場合には観客を無事に安全に この芝居からど う

して外に 救出すかれ、ふやうなことについて卒素から 周到なる 注意を して居ら れる 興業主

は或は殆どないと申しでもい〉のではないかと思ふのであ b ます。お客の方でも呑気でめ

りますが . 興業主の方も随分苓気のやうに考へる . そこで今回最も悲惨なる惨害 を演じま

し?こ 多数 の小撃校の校合の如 きも 矢張り御多分に減れす' 最初の建築の場合の換算 . 建物全

慢 の工費珠算. さうい ふ貼についてどう して安 t こし らへるか 、どうし てなるべ〈少い費

用で大きなものを作るか、かういふ結は非常に熱心に研究もされ考へられでも居る様でめ

ります。

X  ×  ×  

これは町村その他の自治臨としては財政上から巳金得ない営然のことではありませうが

大切な る子供を演る建物としては長も重要な る建物であ るに 拘らす・只今申上げ るやう に地

誌や火 災或は叉風があっ? こ非常の場合に 、そこに居る子供達の生命の安全佐保殺する こと

が出来 るか、これは技術的に充分考へられなげ ればならない ことで ありま すが、 さういふ

問題は飴り この場合考へら れて居らないんであ ります . 居られるとしても頗る術部な、気

の抜けたサ イダー位の程度の考方であ る様 に見受りるのであります 、でありますから 、そ

の初めの計聾に首りましでも これが設計に営る技術 者の如きも 絵 りl宜しい選搾もな く、紺

闘の恰好丈出来れば よろしいか らといふやうな程度の技術者が( 衣服 され随分数年前であり

ましたか. 極端な例を申上げれは' 大阪市内の或る接校建築の場合に設計者を津山集め てそ

の設計ー者の報酬、 設計料の入札 をやっ たといふ やうな例 も聞及んで居 ります o これは 3 分
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t いふ入もあ れば 、俺は工費の 2 分 5 鹿でよ ろしい、私は 2 分 、も っ と下の方 lこ行 < ｾ＠ 1  

分 、中 lごは只でもよろ しい、かう し、ふ犠なのが出て随分不思議で、只でどうして きういふ

こ主力; 出来るか不思 議 でならね ので すが、 事2まさういつに人がm出 1./ て来てきうして何枚

かの国商をこしら八る、これを建築係 、叉その工事を質施します場合にも矢張り同じゃう

lこ安〈き八やって呉れ冶ぱよろしいといふので、叉或は種 k の情賞、因縁がそ こにからま

れて工事をやる、そ の工事者の遮鰐 にも克釦泣意が欠り勝ち であり ます、叉取校建築等に

は大抵その地方の有志であるとか、何とか U 、ふ御蓮中が建築委員とか何 とか云ふ ことで

5 人も 7 人も出来まして 、さ ういふ入力 ;種 k の意見を / : 1¥す、勿論 線、て悪いといふんぢゃあ

りませねが、中 lこは 紅捕な意見もありませうが 、大悟さういふ方の素人考八が . そ の建築

を支配する、かういふやうな弊害があり勝ものやうに見受りるのであります。

×  ×  ×  

扱その家が/ : 1 - ¥来上ると兎 lこ角格好きへ問来れば、まあやれやれ立誠 iこ出来f二、この家が

坪 80闘で州来? 二、 L、やイ屯の方は70闘で上つ? ことか兎 lこfl j依段の安 いことを御自慢でありま

して克 lこ角安< 1; '，来七、金の割には立源 lこHi 来七、かういつにこ土で大抵憤んで居るのが

普通一般の核様であっ Tこやう lこ思ふのであります o 11; 論線、てがさうではないと思ひますが

中には周到な注意でおやり lこなっ 1: のも多撒ある t 思ひますが 、私 li 今まで lこIU:係致しま

した例ではどうもさういっ 1: や うなのも相官あつに t 思ふのでありま す。家主? 何 t 申しま

す か単 ＱＺ 財 政財に者へるのみでな〈慌時 ｬ こ ｾｦ ろ第一に技術的 ｬ こ考へなりればならなレのに

さう 考へない 、これ は一つの大きな欠恥であらう と思ふんです 、今回の如きこの大風害の

反面 iこは必す・さうレつ?こ欠黙があり 、ぞれ が著し〈表はれて来て居るのではなから うかと

思ふのであります。フド逝の家でありますと免{.N命火災の場合な ればこれは燃えるのが嘗然で

あります、併し乍ら同じ燃え るlこ致しましでもそこ lこ防火的の相営の註意が興へられて居

りますなれば、 その 中の品物を出すなり叉摩校のやうなものでありますなれば児童 lこ避難

をさせるなり、火事が一時にその建物に燃披がらなレやうに一部一部と火勢力; 徐. > < 1 こ蛾が

って逝磁の時間 e 1徐裕を充分奥八ることが出来る筈であります。 或 は耐風叉耐足建築、 wi

様に ｆ� しますと大盤ことが六ケ敷〈何 ＱｾＧ か幕門的の ｬ 広ましいこ ｴ の様 ｬ こ聞えますが、多分

先刻から各諮問lの方 k からお話があっ? こ Ut : ひますが、在来の木誼建築 lこ致しましでも力

康的にいさ〉かの注意をカ11八まし1: ならば、例〈ばうた刻お話の稼 lこ三角形 lこ組立る或は要

所要所を金物で締めるといっ Tこやうなやり方、兎に角技術的 lこ耐足、耐火、耐風、きうし 、

つ1: 黙をば考慮してきへあれば相営丈夫なものが向来る筈であります。

×  X  X  

さうしてその篤 lこ非常にお金をかり ます といふことにでもなりますれば 、之亦考物であ
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り財政の許きれな レこ t にも なりますが 、恐ら〈木遁建築をば耐主的 、或は耐風的 れ、ふ

やうなものに作るに要する除分の費用とし、ふものは例へて申せばその線工費の l 割内外と

いふ位の程度の僅少なものであります 、金をかり す にやらう 、それは無理な話、兎に角今

坪 100 闘で出来1: とすれば同じ 100闘の金で向かういふやうにしろ主いふのは無理で、 100

ffi lのものが相蛍なれば更らにそれに 1 筈1] 内外の費用を附してより完全なるものに逝る、こ

れが私は最も賢いやり方ではなし、かと思ふのであります、 1 害1] 内外の，費用の士信頼で大切な

る命 、叉財産が安全に保護さ れるといふこと lこなれば、これは非常に安レ話であります、

恐らくこんな安いものは何彪 に行つ? こってなからうと思ふのでありますが、兎に角さうい

ふものこそ初めて安< 1-1¥来7こといってい〉ものぢゃないかと思ふのであります。

×  ×  ×  

木迭に代る 1: 銀 筋 コンクリートの授がこの災害以来盛 に唱導されて居るやうであります

銀筋コンク リート 勿論結構であります 、耐正耐火耐風何 れの黙から考へましでも理想的の

材料であります、併しそれとて矢張り同 じことでありまして、これを技術的に周到なる考

慮を主III って研貧し、叉直行しな し、限りにはタミ張り木浩或はそ れ以上の恐ろしい意外の結果

が来るかも知れない、更らに更らにさういふ黙の私は必要のあることをば御注意中上げに

い ｌ 思ふのであります。大疋 ｊＲ 年東京の ＦＮ［［ｪｪｾ 0 : ，嘗時に鑑みましでも 、或は過般の函館の大

火の場合に営りましでも 、比較的 lこ銀筋コンクリートの粗思なる構詰物は見るも無惨なる

最後を遂げ? こ例は必す・しも珍らしくないのでありますから 、これは木浩以上に注意を要す

ると申上げ なりればならぬ 、 世村などで火事の院が絶ｾｾにな い 彪 でありますれば 何もさう

苦しレ痩我慢までして私は銀筋コンクリ ート など者ー八る必要はない、フト迭で結構でめりま

す . 叉土地の原いEEにわざわざ 2 階建の校合 を作らするとも卒家の校舎を浩れば更らに 安 全

であります 、 どうも 2 階建が兎角より 以上被害が多 い、先づ階下が打ち倒れて今度 2 階 が

行 し さうして屋根がそれにかぶさる 、下 か ら 順 容 に 壊 れ て 行 し ど う も 2 階建は平家に

上t べて被害が多 い、 校合の如きも出来 る丈平家、住宅も敷地が許すなれば卒家建をばお勤

めしfこい と思ふのであります。 民到

×  ×  ×  

更らに第二の離に移りまして、第二は必要なる修籍、情強の問題であります 、或は匡若者

様のお話を伺ひますと人間の健康、我々の健康といふものについても矢張り闘所があるさ

うであります、例へば20蔵前後 、或は 30設 とか乃至42の厄年と いふことを云ひます、 40前

後 、それから 50、60の問、一生の内 は、恰度人間一生は放の如〈我 k は人生といふ長い肢

をして居 る誇でせうが 、この人生の長 放 に健戚の上からも闘所がある、始終病らふもので

はな〈て 、 どうもその闘所で種 k の病気に指Hり易レ 、 その関所さ八無事に通過をすると先



づ一生を無事に通過する 、人間一生と して の天命を全 うするこ t が出来 るやうです、天命

と申しましで も果 して天命が幾っか 、70が天命か . 80 が天命か . 或は 100 か、120 か、果

して判つ切りしませぬが 、叉 さう皆 100 も 125 も生きられにら若い人が困るといふ撲な こ

とが あるかも知れない . 親父早〈死んで呉れにらい h なアと 晶、 ふやうな不手: なこ とを考へ

る子供があるかも安11れ ませぬが . 兎に角閥所がある . その開所を無事に通過することをぱ

考へる、これが我 k 健康法の要諦Tごといふことであります . それはど うする か . 闘所に来

て初めて仕鐸つに、こ、に闘所があっ7こか t 湾 へで もそれはi!I い そう です. 矢張り例へば

40前後の闘所を無事に通らうと思へば矢張り 30から 40 までの間約10年1:{[. でその準備そして

置 し 叉50から 60の聞の閥所を無事に通らうと思八ぱ . 40から 50 までの間位を主E意 して居

る. 間際になって酒金 11 - . めても開玲ーを止めて見てもそれは聞に合はない 、それは手遅れで 、

日頃から の件意が必要に。

×  ×  ×  

胃が ｊ 巴りれば ｉＧｊｾ 丈夫にして置し脇が 忠げ れば ｊｊ 拐の注意 をして置しそれそれの手首

を怠らない、これが大切なことであって、俺は:i LU住fごといって勝手なことをいって勝手な

ことをする 人はぽかりとやられてしまふ 、死る のが搬な人はそれを合黙するがい〉、自分

は長生をし fこいといふ人は不断から他康に注意する、毎 日々 k 潔山な人が死んで行きます、

産婆さんの方も忙がしし、が坊さんや謀場の方 も忙がしい、御蛍地は烏溢山に火葬場がある

やうですが . 恐ら〈鳥越山の火葬場の煙は絶ゆる暇もないと思ふのでありますが、その死

んで行〈人を我々考へて見ると、必、す・しも弱い人が死んで照 るかといふと 、さうぢゃない、

彼奴死んで居るか主思つにらま fご生きて照 るかといふ様な のがある 、あの人は死ぬまいと

思ふのがもう何時の間にか死んで十七舞ふ 、あの児が死んにかといって吃驚するやうな こと

がある「柳に 雲折なし」でどうも不断からさういふ人は自分の他康に注意して居りますか

ら種 k の場合にもよく耐えて行くことが出来る。家も亦同じことで必する古い弱し、家が壊れ

るかといふとさうでもない、相営の究用もかけ相官頑丈に排へて置いてもです、そ の家の

管理、修繕、建てに ばかりで後を一切放っ Ｑｾ らかして置いにならば 、これはどうも長保ち

は六ケ殿い、何時の聞にか知らない内 に腐 りもす れば、使つである金物が錆 て居つに h

緩んで居つTこり 、種々あっちこっちに故障が起って居る、一 向 そんな ことに祭が付かす・に

居 ると何か天災の場合にばっきりやられる、人間で取しますと 40年とか50年といふのを木

造の普通の建築で云ふと新築後 3 年目位 に一週一舷調ぺて見る 、大抵 3 年目には木材が狂

ふとか、家が多少ねぢれる或は狂ひを生す・るものです、 3 年 目にー温調べて更らに 5 年、

10年. 15年と専門的によ〈検夜営して見る必要があるのであります 、さ うして補強を致す

ならばこれは完全に家の天命を全うすることが出来る のであります。

×  ×  ×  
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木造建築であるれ、つでも修理と管理を完全にやって置けば30年や40年、御承知の閤費

建築になって居る、社寺建築では法隆寺など では千何百年も保っ て居るものもある 、 どん

な家でもそんなに保つにら大工さんが困るかも知らぬ . 併し穴工さんは困つでもい〉、大

工さんがf亡がしげれば皆様がお困りになる 、かういふ語、併しこの修繕とか柿強に劃する

費用は蛍然の費用で決しで惜まない様に 、今回の矢張り災害に見ても修繕を怠らすやって

居られるといふ様なものは建物は非常に古〈ても保って居 る.' 御首地の事情は私はよ〈存

じませねが .大阪市内の/J 、謬校では明かにさういふ例があっ? こといふ事を伺って居ります。

奥丹後の震災後でありますが市の賞局が市中にある古い校合をすっと調奈しきうして夫 k

必要と思ふ手入をされたきうですが、今回の風害に営っ てその時修繕 されたものは悉〈完

全に残って居る、一つも被害がない 、壊れたものはそれから先のもの . 又それから後のも

の. 最も甚しいのは本年春出来? こやうなのがぴしやりと壊れたといふ事で. 如何に修結; が

必要であるかといふ事はさういふ融から見ても判つ切り判ると思ふんであります、先刻内

藤博士も一寸お話がありましにが 、大阪の天王寺の五重の塔が壊れた; お話にありまし? こや

うに、昔から五重塔が壊れ? こといふ様な事は先づ地震でも大風でもないと相努力4決つにも

のです、何故に五重権力: 地震とか風に強いのかといふ製bt ま今日早者の聞にも種々感設のあ

る鹿でありますが 、兎に角五重塔といふものは先づ壊れないものであるといふ事は私共も

左様に信じ. 叉世間の方 k も左様に聞き、叉賓見して居られに事と思ふのであります。

×  X  X  

P J f ; が闘らす・も今四天王寺の五重絡が壊れ? 二、何でも壊れた後を坊様が向う鉢をで材木の

後片付をやり 、死人なんぞ出して腐っ? こ非常な大騒であつ にといふことでありますが、兎

に角非常に珍らしいことであります、私は五重塔の壊れ 1: 現携を詳細に調茶 1../ てどうと巾

上げる詩ではありませぬが、私かに思ふに矢張 りこれも必要な修絡が行屑 いて居なかった

結果Tご ら れ 幾 ら 五重塔が壊れないか らといって修紙ーもしないでは壊れる、先刻申しまし

1: 通り達者? ごから間違ひない といってもどうも 不養生を するとばっ? こりや られのと同じで

有 ります。その事賞は私共友人の或建築業者であ りますが . それが多分 4 - 5 年前のこと

で あ り ま せ 仁 天王寺の五重搭に上つにきうでありますが. その時種々と工事の専門家で

すから内部の機造なり種 k の。軸 を細かに調ぺfこ底力; 大分に修絡を要 する程度のものである

修繕をしない主どうもこの塔は危いかも知れぬといふことをその技術者は感じまして ‘ 帯

人に注意をしたきうであります 、お前師つ? こらぱお寺の事務所の方にどうもこの培は修旅

された方が いいと思ふ . か ういふ見物に 来 1: :!f1がさう云つにときう云って置付と申して名

刺佐渡して蹄つにといふ話をして居 りましにが、まア ぞれから どの程度 にどうであっ fこか

私は存じませぬが 、兎に角五重i容が壊れるといふのは内らの方の必要な柿強修絡を怠って

居られTこ結果ぢゃなからうかといふことをば私かに想像しにのであります。

×  ×  ×  

ど うも自分のお住ひはよ〈手が行届〈ものであります、一寸雨が漏るといってはすぐ屋



根屋 さんを呼ん で来い、 桂の元が腐って居 る大工に棋付をさせ ろ とすぐ修繕な さる、 御自

分 の も の となると 皆大事 にし ま す 、 慮 �［ｾ 校 、 役所 、 或 は工場 Ｎ 借 家などにな ると御自 分

直接の ものでな いと なると 兎角 この修絡が不行届勝の ものであ ります。少 し位雨が漏 つで

もま ア今度の序 まで待って呉れ . 少 k 家がl也って来ても 、 まアその内 に何 とか しゃ う、な

かなか借家な どで も家主さんといふものは家を修繕しな い ものです 、どうも家主様は 自分

の家を大事に考へ るならば自分の借家もお佐ひ以上に 注意金力Hへて置かなり れば ならぬも

のfごと思ひますが 、どうもさう云つに性質の ものは兎角行届かないのでありま す. 叉それ

に入っ て居 る方 k も、自分の家ではな し、 からつい放って置 し どうせ家主のもの fごから と

かう いふ課、どう も少 壊々 れやうが中には少し壁位落しでも構はないといふ日乱暴な人もめ

りま すが、それでは家主さんも堪らなし、。

X  ×  ×  

どうも事校とか公共の建物は周到な注意を欠いでl計る、感校の如きにしても若しその Hf

村の吏員が常にその皐校の建物に注意して周到に修理念力11へ る. 管理{ t > 怠らすにやって居

られるといふやうな感心な町村の吏員 さん があ れば結構ですが . 恐ら〈私はさう いふ人は

先づな い と、 今 まではなかっにと巾上ていし 、のぢゃ ないかと思ふ のであります 。 これでは

悶る家も人聞と同じで矢張り 一年 k k 1手をとって行〈 のであ ります。 何時も建つにままで

は居らない. 一年 k k と老境に入って行〈のでありますから、何時までも庭女や青年では

ない . でありますから 矢 提 b初は よ〈て もその後が大切であ ります . 時 k これ{ t > 診察する

必要がある。併しこの叉診若手; が素人考では困る、古〈英闘などにはこの建築家の事{ t > ぱハ

ウスドクターといったやうな 言葉がありますが、正に建築家は家の時者1のや うなもので矢

張 りどうしても建築家の診断が必要で- ありま す. と申しますと 何にか自分の商賓 を宣偽‘ し

て居るや うでありますが 、和、をお制み lこな らな〈 てもよ ろ しう 御座いますが . 兎に角相官

の建築家に診断をして]' i ひ. これ丈の事は この際して世〈がよろしいからこの黙はか う矯

すつに方がよろしう御座 います、これ丈の費用はこ の際是非必要な費用で あるといふ底方

によって之に 通営な中111弧‘ 池宮なる修理念 ;JII へる 事が私は必要であ ると思ふ のであ ります 。

×  ×  X  

時聞が大鐘延びTこゃうでありますし. 長 〈は御迷惑 と思ひます . 私の申上げ fこL、のは蓋

し只今 l和上げましたやうに 、建築は技術的に周到なる注意 をして頂 きfこいといふこと 、又

建築が出来ましてから 、御自分の身開 lこ御注意{ t >i毒されるやうにそのお佐ひに居られる.

x . 御闘係のある家. 建築について?者 に周到なる 注意 を以てそ の建築をぱ保管する . この二

黙. 我 k も茜fご今 まで治に尉て箇Lを忘れがちで 、どう もされ、ふ黙について充分に申] 二げ

る機舎もなし叉私共も兎角非常時 とい ふやう なこと佐賀際自分の職務に首つでも怠り 跡

ちであったやうなことも質はある のであります、常時に 於 きましでも 今後是非 その駄を私

共注意し? こいと思ひま すからとうか皆様に於かれましでもその二貼をこの機舎に特に御 注

意下さい ますれば今後かうし 、ふ天災が起りましでも徐程災害の上に効果がめらうか と，思ひ

ます。遊Tご長い間御清聴下さいましに事を感謝致しますロ( 拍手〉

i こ29 1  
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大 阪 講 演合」場

Ｑ 会中ｾと公舎堂

(1 1 月 9 [: 1)  

市1
1

戸 講 演 合 場

於 似 合 議 事 堂

(1 1  ) J  1  4  U )  

京 都 講 演 舎 場

於 日 之 1. 1: 1舎愉

( 1  1 月 J 5  LI)  



第 2 階卒酉園

京都西双ケ丘住宅展覧曾出品佳宅

外 観

l  階・ 目・・.23. 4坪 2 階 ・・・・・・8.63 坪 延・・・・・・32. 03 坪

建 物 質 例 ( 遺 作、昼 、建 具、m俊 、給 水、門、 生 垣、庭

工事共) 3，450 関

敷 地 坪 鍛 … ・127. 0 主F ( 概算〉 約 2，775 阿

洋 風 木 造 二 階 建

屋 根 は 六 四 型 然 瓦Zi: 、外 壁 は ji! j.ク リーム色リシ y かき

落し仕上げ。壁人誌を石仕上げ。外 部 木 部 鈎色 . . - . . ! /' キ塗仕

上 げ。 ポー チ校は ナ グ リ土f ! n、床は餓卒石敷。

第 1 階 卒 面 圏 ( 二百分の ー〉

設計施工 住 宅 改 良 禽
131 I  



1  

一
合

外 翻

1  階・・・・・ 29.37 坪

建物質f賀 ( 遺作 、昼、建具、電俊、給水 、門、生垣、庭

工事共) 3，200 闘

敷 地主F数 ..... .121. 0 坪( 概算〉 約 2，870 闘

洋 風 木 造 卒家 建

E量根は六四型北図瓦主革、外壁は荷。クり ーム色セメ Y ト

スタツコ仕上 げ。腰人主主石洗ひ出し仕上 げ。

く〉 一 時b 同t 1  

i 宇品噛昨開l j  

j-ぃ 機 空i f L官 居 世11

ず 絡も下 1 ; i f - Hl

立一一ぐわ」

第 1.階 卒 面 画
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外 劉

l  階 ・・・・・.22.82 坪 2 階・・・・・・8. 78 坪 延 31. 60 坪

建物夏債( ま豊作、盤、建具、電俊、給水、門、生題、庭

工事共) ｾＵ ∞園

E設地坪毅… ・ ・121. 0 坪 ( 概 算〉 約2 ，870 鳳

洋風木造 2 階建

屋根は瀬戸背紋色勅掛J Cj 革、外皇室はii1t . ? V ーム 色 リシ

シかき落し仕上げ、ポ ーチ壁は一 部分タイル張土問銭平

石政、テレス立ち上 P 天は に、ひずみ煉瓦を積む。

s  

E  

E  

U刷 1' ¥1"

第 1 階 平 面 圏 ( 二百分のー〕

.2階卒面園

I ! t 齢 施 工 あ め り か 屋 京 都 庖 133  I  



外 観

l  階・・ ・・29.25 坪

建物E耳慣〈主主作、盤、建具、官Z燈、給水 、門、生垣 、庭

工事共) 3，150 問

敷地坪数・・ 121. 0 坪( 概算〕 約 2，870 回|

洋 風 木 造 平 家m

屋 根 は 勾 配 を嬰へ た六四型叉; 主F-屋根と 、銅板野と巌松

の重軽イヒあ る 交錯 。 l好基主主 壁は純 にI の セ メ ン トス F ツ コ仕

上 。 ポ ーチ柱 と土 問 は タイル 張 、 テ レ ス床も F イノレ張。

一一ご「二二二「

一一一一一一一」
第 1 ｾ 皆平面園 Ｈ二 百分の ー 〉

134 阪針施ヱ 熊 倉 工 務 盾



磁

/

 

外

一一ｾ
ｾ＠

言・i  

車

.2階 卒 面 圃

1  階・・・・・・24. 87 坪

2  階 .. .・・・ 8.7 坪

延・・・・・・・ 33.57 坪

建 物 質 例 ( 遺作、盤、

建 具、電器書、給水、門、

生垣、1i t i 工事共〉

3，450 旧!

敷地坪数・ ・・・・ 114. 0 :l' F

( 概算〉約2，7∞回l

和風木主主 2 階建

尾 根 は 六四 型面取り

引掛桟瓦益 、壁 は 泌IJJ と

ある 楽祭黒鉛入 n、 下

見は上部杉の長錆皮を

目竹で押 さへ、下部は

日本杉己ナ P 鏡板E長。

玄関に 、茶腐のそれ

に見る様な大庇を務え

て 、 家会ｾの焦駄を ｅ

L に集めてゐる 。

〈二百分の ー〉

1 3 5  I  

第 1 階 卒 面 園

千 原 工 務 庖置買針施工



外 磁

l  階・・・・・ . 23. 32 坪 2 階…・・7.9 坪 延・・・・ ・・31. 22 坪

建物資債( 造作、盤、建具、電燈、給水 、門、生垣、庭

工事共) 3，350 闘

重量地坪致… … 144. 0 坪( 概算〉 釣 3，280 園

洋風木造 2 階建

屋板は六回型日本冗; 王手、星Eは1 i J j クリーム セ メントスタ

ツコ仕上げと 、防腐剤塗の下見板援との交錯。腰は人法

石洗ひ 出し仕 上。

乞二コ北

ー「

守一二ニロー一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー・

.2階 平 面 圃
第 1 階 卒 面 圃 〈二百分のー〉

1 1 3 6  
限 計 施 工 住 宅 改 良 .



鮫 針 施 工 千 原 工 務 庖

外 叡

l  階・・… 31. 0 坪

建物質侭( 遺作、昼 、建 具、電 俊、給水 、門、生 垣、庭

工事共) 3，1∞ 関

敷地坪数・…・ 131. 0 坪 ( 概算〉 約 2，990 闘

屋根は六四型商] 夜明光主章、壁は リシy かき落し仕上げ

と下見板〈ク ー ム ヒ γ 塗 !J ) 張。南西窓に小丸太芸1i : ! J の庇

と肘掛を見る 。

。

G 唖

争

第 1 階 卒 函 園 ( 二百分のー〉
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磁

1  附 ・・ ・・21.71 苅、 2 階・ ・・ ・11 .03 主F 延・・・・ 32.74 主1;

建物資作i ( 建イ午、盤 、建具 、定燈、給水 : f"J ，'j'生苅 、庇

工事共) 3，350 fnl  

敷 地 坪 数 ・.II O.O:J; F ( 概算〕 約 1，985 fJl l  

殿t R は六四型日本】ζ 主主、径は 白色 セ メント スF ツト イj :

.1.. と防腐朔l塗の下見板 援、玄 関廻リに 望号化あ る構成を見

せ て ゐ るc

第 1 階 卒 面 園 〈二百分の ー〉

138 京都西双ケ丘住宅展覧曾出品住宅

ｾ＠ ｾ＠

第 2 階 卒 面 園

殴 計 施 工 熊 倉 工 務 底



明朗 都 市の 建
会J L

匝又

都市計塾大阪地方委員合技(:rl j

工 感 二|ゴ

，鳥 ヲi二

信

l 序 論

都市は住u に便利で竪牛、快適でありにし、。快適であるが局めには都市が美し〈なげれ

ばなら ない。木蔭豊かな腕L、道路 . 津 山の向 1:11宰地主公闇. 共の他あ らゆる公共的施設が

完備し、建築物其の他都市全轄の構成要素の美的要求に劃してぽ意さ れてJA 仁 それ等が

綜合し て 都 市に 魅力 、 威厳及び ｩ 仕麗ｾ現 出する のでゐって綜合塾術の精，ｲ， ｱ ｲ 的躍動を指す の

である。斯〈して美的効果の来合がー闘 をなして者j¥r!i の共同生活に美はしい光景色抱負と

を象徴するに到るのである 。

現在 に於て都市の魅力を質爆のものと考へるものはな〈率ろ必要不可欠の要素と認めら

る〉に到つ ＱＺ 。而も共 の 結果は商業の振興、所 有 地ｦｘｾ の騰貴のみなら す 一般 市民 の幸 ｩ 協の

精進を示す楳示器とまで考へらる〉に到 つt: 。此の都市美の主主主 こそ都市人に輿へられた

る愉紫の最高の形式である。如何なる都 f!i と!ujt も此の精'Iilt 的躍動な 〈してがよ大なる都市の

蜜展を望み得ないであらう。

2. 都 市 美 の 促 進

者fl 市美の促進を圃る方法は創浩、政 防. 政壊の三である。都市計聾及び公共建築物の創

i 1 ! l の場合には創造、統制と整理の場合 には政防 . 都市の相貌に不似合の欠鈷除去の場合に

は悦磁の各方法が行はれるのである。創造は積極的都 di 明粧法であ り、 激防 と改修は消極

的都市明粧法である 。

( イ) 創 這

線、ての文明園は都市の美的促進を闘る矯め公共の諒税を以て美術謬校を設置し、公共製

校 に於て 美術数育ｾ絡し Ｎ 美術館を建設し Ｎ 公共建築を美 化し、 街路 、 公国 Ｎ 記念尚Ａ記

念像の類を以て装飾し叉麗しき大通 He設〈る等公共施設を美化する矯め美術教育と美的

創造 をなし民主役の美的向上に努力す るを常とす。

( 口) 統 制

都市の環境を美的ならしむるには、調り公共的建設物のみならす 、街路の間側に立ち並

ぶ建築物 を美化し快適のものとしなげればならぬ。それには多数存存する 1": 有建物を公共

の金によりて美化する は至難で ある。そ の目 的を達成せんが矯めには 、11M人に泊分の負陥
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を＿詰ｾせすＧ叉補償を伴はぬ美的統制が必要である。以米各固に於げる委員合制度 による 園家

補償なき都市美の奨帥、調ifs及我閣に於りるを予察ブJ に依る 都市美の促進は これである。

( ハ) 都市醜悪の撤去

都市の美ｾ増進するには 、 先づ第ーに都市の商 貌より痘や汚駄を取除かなければならね ｯ

今にして多数現存する建築物其の他のf泌を撤去しなげれ l工夫災の奇蹟の費生する迄は我々

は醜の嫌! 献を i l・受しなければならぬ。それには組織的努力即ち規則或は統制ブ]等 によって

之を抹消しなげればならぬ。

3.  欧米各国に於ける都市美増進

1¥J -tlt 紀前半に於げる臥洲各園の政治は貨族 . 官必の物質的繁栄の増進にのみ熱中し 、下

居階級の生活j伏f岳会与には 何等の顧l訟が例は れなかった。一面都市・の美観及ぴ都市の援飾に

は多大なる注意 5沖地ひ 、就中各園首都に付ては極力これを美化し. 傍観を現出す ることに

努力し「フ' ルヂヨア」の都市生活を満込せしなる目的を以て専ら都市計量が行は れに。 然

るに其の後機拙文明は産業の革命と人口の都市集中を促し、I仕合政治 も亦民家本位に費革

し、都市計費並に建築統制は一般民衆の環境の改苦 . 醜悪化の防止目的を以て建築物の整

理統制をなし都市の明朗、快適を歯 ｉｾ 都市生前者に慰紫をＺｷへんとする傾向となっ ｦ こ 。

{弗I泊西に於ては体統的奮套を? 墨守し、都市の外観にのみ拘 iJ e. し、都市計葺に於ても美観

的建 設に重黒ｾｾ置き 、 又都市 に 存在する古典的建築物の保イＨと新設建築 物 の不調和 と金防

止すべき「歴史的記念物に闘する法律」を 1913年に稜布しに o 共の取締は法令的記ili より

も勘誘により都心部に於げる古典的建築物の維持に成功せるも最近十数年間は都市周囲部

には殆ど建築統制は及ぱなし 、。 英闘にては 1913年「古代記念物整王ill 法J ｾ稜Ｎｻｦ ｪ し、美の保

存にうf め、都市計霊法令中には建築物の統制と美術的古建築物の好ましからさ' る改装を防

止すペ〈努めに。然れども未1: 多大なる効果をmt し? ことは云ふを得ない。

調逸にては街路計聾並に都市美の精進を嗣る矯め 、1875年街路及建築線法及び建築令営

環布し 、聖子察命令により美的統制をなさんとする ものであって地直の改良 と醜悪な る建築

群の産出を防止するに努めに。共の{ 傑令中建築物の外観に闘する模範的 I保主主は 、組、ての建

築物の外観は建築物の性質 、材料、 形態 、色彩は都市美の調和を筒LさY る様設計すべ し。

特に屋根の色彩. 設計及び材料が都市の美的現境と調和せき' るものは之を許可せす・。叉建

築計担: に蛍り史跡、名勝 . 天然記念物の{ 山貝せざる様考応すベしo 納1( 1+本の細則には建築

美の献立nせる土Illt，f，・の11JlJ単に 1f t<. 去を? 命することを得・る等候文は精車!日 佐極め 、法の施行 に蛍り

では建築統制の{ ! f-例を穆げ 、建築の改良を似し 、教育 により て美的向上を困 ると共に命 ;f

的に稜達を国ト法令の般しき手段よりも勧誘によりて >}) J *を一単げて J，r: . るo

米国の都市美百十症は 1893年市俄古に開催せる世界博覧舎に端を躍し現代都市営美的精進

せしめん t する運動を起し。都市計置の目的は建築の設計 、配置、 2hi 度並に都市面積内の

経済活動の分布と土地利用に闘し 、i薗蛍なる調和と秩序金保ち 、更にこれら主主築22; 度 、経
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済活 動の分布 、土地利用に劃しては交通運輸の利使公埴営に配置し 、同時に良 事調和 t 秩

序ある護建の副産物 として の美を保持せんとする所に ある。即 ち都市建築物に劃して 美観

J ての制限をなす目的は制限を加lへるよりも 学ろ美的教育を なすを目的とし . 長年 月の内 に

体統として現はる〉ことを期して居る 。

4.  我固に於ける都市美増進

我閣に 於 ける都市計霊法は其の第一僚に示す如< I本法 に於て都市計霊と僻するは交 通 、

衛生 、保安、経情等に偽i して永久に公共の安等 を維持し、叉は踊利を哨進する矯 めの重要

施設の計撃にして市の巨域内 に於 て叉は共の匝域外に 工L りて施行 すべ きものを謂ふ」。 とめ

りて都市計繋と都市美 とは 何の交沙 もない のは法文の. m大欠貼 でめる。宜 に都市計課 t 美

槻とは儒接不離の ものと云ふべきでゐる。 これは都市計誌 と云へば患に物質的に能寿司の明

迭を増大する . 道路、運河等を構築す るも の と捜部に考へ られる結果で あらう。

我園に於りる都市美精進 は都市内に一定地阪を限りて都市計聾の施設として之を美観地

区 に 指定し 、 ｦＡ［Ｎの地ｾ内の建築物を市街地建築物法により美的統制 と 美的増進 を闘らんと

するものであ る。同法は空宇察取締であるから 、建築物を側めて按飾的ならしめ 、積極的に

美 槻地1A{ f 例記tするが如きものでは0 / ) 論なし、。美観地医内建築物と云八! ; f 阿臥中世紀時代

の巴里構築の如き 華麗なる建築物の現11
1

1 {f J象期 し. 多大な る建築経費を要するも のと考へ

られ勝 ちであるが決 して そんな空空爆な建築物の羅列を期待す るのでは な し 寧ろ 消極的 に

美概地阪の醜忠化のJg( 防 、美観の指導を本旨と し、市民の高向心に誹へて美問地匿の消 美

を陥l り者11市環境の美的改イl干に費せん とす るのであ る。美!阻地直規則の内容は ( 1  ) 改修 、

( 2 ) 務 防 . ( 3 ) 指導である。

(  1  ) 改修 美観地匝内 にある建築物が環境の風致を客 し. 叉は伺術の開裁 を損する

と認めら れる場合 には、改修を命じ、之れに ]J l J ¥じない場合 には除却をも命十るこ とが出来

る ｄ 例 へば、見苦しい 支 柱で 文 へられにも の 、 合 ｊＦ 等で序Ｎ 棋及びＱ￬ ｾの鎖阪 が 腐 朽し て居 る

やうなもの 、宰家等で壁が年IJ げI何他が落ちか〉つてゐるやうな もの、或は昼地等で板坊fの

著し 〈破損し不MJ . 裁に見 える もの等こ れで ある。叉橋前等で 見送: しい交 希Nr等の建て られ

てゐる や うな場合 、官臆の手 によ って進んで 、こ れを改修す べ きである。

斯 か る 者 Ｑ Ｑ 市 のｾ思 を ｼ徐 却 Ｎ 改修 す る ことにより、 都市 より 不快を除去し 、 街頭の美を向

上 する 消極的の方法である。

( 2 ) 議防 美観地医内に 建 築す る建築物の意匠計輩が環境 と不調和でめる場合には

その設計築の控 更を命するこ とが出来る。 即 ち新らし 〈建築することによ って環境の風致

及び街備の悼 裁を損することを政防する消極的の方法で あ る。

( 3 ) 指導 美観地区内 に一定の匿域を指定 して. そ の直: 域内の建築物の高さ ，iji_T高 .

外壁の材料及ぴ主色を指定し鞘 k 積極的に持 諒 して建築物の美的統制を岡らんとする方法

二
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第 1園 東京市 に於ける美籾 i也国及 び建築物 7: :; :l jlJ 限区峻闘

である。

以上の如〈 美 観地院の取締は消極的であって . 美観の士怜進に資するには . 市民の自畳に

訴へ高向心を l喚起し 、建築主及び設計者は意陀の精錬を期し . 不調和な る建築物は輿論に

よってもそ の現出 を阻! とされる lこ到れ 抜 に美的統制が行はれ . i斬次 に環境が改干与 され.

都市消美の賞{ f t Cまぐるに到る のである。

5 美 観 地 庖 の 指 定

美観地w. : . tま都市の商自主? 保持すべき 重要地駄を撰び これを指定 し、漸次其の指定を蛾大

するを遁営と考へ らる。 即 ち中心地I瓦及ぴ街路、鍛道 、道路 、水路 . 航空路による市の 間

入口及び共の間 近 、関場及び交通機闘の終端騨 . 7 ] ( 溢等は特に「 ア トラク チー ブ」の都市

美計聾を必要 とするで あらう。東京に於ては宮城を中心として約内法を以て悶まれた る一

関|面 積88m; 5 千絵坪を美観地直に指定 し昨年 4 月之を告示した。猫 これに闘聯して 同地底

内の宮岐に接近する西方 、南方の地は土也事A高 しこれに高度の建築物の建築せら る時は宮

城 内を附 蹴し ｅ つ美観上函白からす・ とし、 轡硯聴告示 をｾｾ ジ 、 て 共の 地 区の 地盤高に感じ Ｕ 種

類 に匿分し建築物の最高限度を高 さ15米より 高 さ28米 に指定 し1: 口大阪に於げ る美観地区

指定は昨年11 月内務大臣 より 都市計聾大坂地方委員舎に諮問せられ。委員舎は答申を殺し

て居るから大阪に 於ても不日之が施行を見るであらう。



大阪は商工都市で態も

姿もか まっ て居れぬと 云

ふのが、今日 の大阪であ

る。 何の落着さもな く、

イflj のil11ひもない醜宏; なる

外観をさらりｾｪｊ ， し 、 果て

は京都 . 奈良は翠の者11 .

大阪は夜の者I1 主云はれ .

夜の若 に閉さ' : : . れて何回

に 映ゆ る 人工光キｾ ｾ の将め

きを大阪 に於げる唯一の

近代的都市美 t 推奨さる

〉が それは年間に於て大

阪の姿カ; 後 りに 醜恕で白

日の許では到底見られぬ

と云ふのであらう。如何

に大阪が経済的賓力に 筒

み物質的生許可に充賓して

居ても精神的生活の食弱

にして宰虚なることを暴

露して居る主云ふも の も

ある。併し筆者は此のIVU

献は決して大阪の市民心

の表現とのみ見諜 に行か

るぬ。 これは過渡期 に於

げる都市の急激なる蛮展

に伴ふ建設時代の混%Lで

あ れ 美 し き 建 築を作り

第 2 圏 大阪 南 ｾｉ 市計 ＵＱＱ 美 阪地区指定 闘

出す現場にも 等 しい飢雑さ と見るべ きで あるo 大阪にも都市美を構築すべ き街路積場等の

基礎工事は着々 と完成し 、者11市文化のさ喜明は東天 にその郎きを見せ始め 1: 。大阪に於 て挺

史的文華を表徴する 偉大なる ものは何 と云つでも 大阪城で あらう。先年その額控せる 城lEll:

に納を復興し覇業成れ る盟公の1M・志 引思ぴ、 叉梅田 . 難波間の蹟路は既に完成近づき 、醜

き電信、電話線は地下に 整理 し錦 接 t 街路樹は整頓 されて豪華 なる都市美の姿は漸〈顛は

れ初め ＱＺ 。醜悪の代表 ｦ こりし 栴回 も 大阪騨の改装及 ひ ［ｾｾの 附近 の建 築敷地造成を目的 とす
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る、直劃整理によりて将に廓清せられんとす。共の他各所に於ける 都 市美工作 の基礎的計

聾は既に成れ今や建築家の套術的の工作を待つ時期とはなった。

張 に大阪市に 於ては市の中相互なる大阪騨より難波騨 に到る 成路 、 中之島 ｴ 中心とし天 Ｎｬｬｾ

の河Jl II こ悶まれたる何j予一帯 . 大阪城附近 、梅川i度溢僑問 、大 ilVL線 終 端 . 阿倍野橋J付近の

柄要なる地匿38寓坪{ t ' 選ぴて美問地置に指定せられんとす o 走等の地区中特に大阪として

特色あるは中之 Jるを中心とする水溢地である c 大 阪は水都と百! ? はれ 、7 k棋の「マ ーク」 を

以て大阪を表示する程 . JKにぶまれにる都市でめる o めの段々にる淀川の術事流れは大 阪

唯一の自然美でめり 、こ の水運を商工業 に利用するとともにこれに結構の美金配し 、水量

の美闘を琵揮するに努め・市民の美的本能を瀦込せしめ 、休 養 慰 繁の効果を? 牧なることを

忘れてはならぬ。 1: ' > 都市計委に於て 7Kj益計聾が殆ど顧慮されて居ないのは甚Tご遺憾であ

る。都市生活に針する自費の不徹底な、美意識の低劣なる計書は直に誤謬の訂疋を要する

ものと思ふ。

美観地区の指定は園面表示であり 、集固 と路線式の二 つで ある o 集閣は中の島友ぴ大阪

騨前の一部で共の他は路線式である 、集闘は全地直線、て Y あるが 、路組式は道路敷地 に接

する敷地に建つ建築物を美的 ならしなるので、建築物の美観 とは勿 論公衆の硯i l l 1 オこめる部

分の美的調和を指すものである o 従って 、7K溢を主としたる部分には建築物の正面よりも

背面に特に美的要求あるものもある o 叉美観地底内は道路. 河川の内と難色建築物は統制

を受げるのである n 遺憾なるは橋梁 、牡概舟等の工作 物には統制力の及ばない ことである。

昨年春の議舎に市街地建築物法の取締純園をか〉る工作物 lこ迄棋大せんとす る改正案が通

過せぎりしは甚 ＱｾＧ 残念のことである。

6.  市街地建築物法令中美観地匡に関する僚項遭要

市街地建築物迭

第十五僚 主主主大臣ノ、美御地区 7 指定シ其ノ地区内= 於ケノL 建築物ノ構造、設備、又ノ、厳地二関シ美

淑上必要ナノL 規定 7 設クルコトヲ符

市街地建築物迭施行令

第十七俊 市街地建築物法第十八僚第二項ノ規定= 依ロ損失子補償 スヘキ場合ノ、左ノ各鋭ノ. 一二該前ー

スλ 場合= 限ん

一、地域 ノ又 ρ 工業地竣内特別地区ノ指定又 ノ、後夏= 基キ建築物ノ使用禁J l c又ノ、建築物主要構造郊

ノI除却ヲ命シタノL 場合

二、美淑地区ノ指定又ノ、型軽更= 基キ建築物主要構造部ノ除却ア命シ F ノl 場合

以 F 省略

市街地建築物港施行規則

第五章美観地区

釘 三十六銭地方長官ノ、美畿地区内 = 在ル建築物 = シ テ 蹴 ノ風致 7 寄シ叉ノ、街街ノ慢裁 7 拐 スト

認ムノι トキノ、其ノ l徐却. 改修其ノ他ノ必要ナル借置 7 命スルコ トテ符

第百三十七係 地方長官 ρ 美淑地直内 = 建築スル建築物ノ意匠 = 閥ス ル設計 = シテ環箆 ノ風致 7 寄シ



又ノ、1苛術ノ惚裁 7 損ス トFa? ムルトキハ 其 ノ設計ノ俊更 7 命ス ノレコ トヲ符

第百三十八後 地方長1 ' :・ 美御上必要アリ ト認ムルトキノ、美淑地区内= 一定ノ悩域ヲ指定シ其 ノ区域内

ノ建築物ノ高 、和市x ノサト盗ノ材料1士主 色 7 指定スルコ トヲrl:

第百三十 九4草 地方 長行 i;i] 主総ノ 71T也久ノ、指定= シテ重 要 ナリト認ムル事項= 闘シテ ノ、主務大陸ノ認、

可ラ受タへ シ

第百 四十 俊 美 御池区 内= - -(.f. l i 建築物ノ外部 汚損セルトキノ、週i ユ之ヲ{ 基地 スへシ

第百四十一保 美 御池国内= - :(.f. 1i 建築物ノ排水管、排気管 、援 /J:;-! 滋管、χ 斯: { ，' &煙突ノ朔ノ、特= 地方

長rr ノ計 -"f ヲ受ケ (;1 ft 場 合 7 除クノタト之ヲ道路、Tfli 場 X )、公閥= 商ス ル壁 面 = 露出 セ シムルコト 7

f号ス

第百四十二俊 夫ー御地区内ェ在 l i 建 築! 敬 i也= シテ米 F 建築物ナ キモノスハ建築工事着手 rｉ ｾ Ａ ノモノノ、 板

堺ノ類ノ以テｬｗ裁ヨク之ヲ悶鋭 スへ ［，ＭＱｉｌシ 通常ナルｾｬＧｊｉｬＧｽ銭 シ 中年エ地方長官ノ許可 Ｗ 受ケタルモノ

ハ此 ノ限 = アラス

第六1;i 工事執行

第百四十三係 左ノ各銚ノ ー ・ エ該 Ｗ ［ｴ ス ル建築物ノ新築 、 場 築、 改築スノ、移縛Ｇｽｾサムトス凡 ト キ ノ、 地

方長行ノ 許可ヲ受クヘ シ

ｭ 築物 ノ ｊ 目途ヲ 勢 吏 シ テ ｾ 一 放火ノ、 ｾ￬ｲｾ 銃二充テ ムト ス ルトキ ｗｉ司 シ

一 、市街地建築物法第十四依ノ述築物

二、防火地区及美観地区 内 ノ建築 物

( 以下略J

美観地直取締に附する 主? こる法規は 以上の数[ 康であ る、これ等の法令中難解は 、

( ー〉 瑛境ノ J!E. 1. 致 ヲ 客 スルコ ト

( ニ) 街 ｩ 街ノ Ａ 慢裁ヲ ｴｬｾ スルコ ト

の二項である 、これ等の事項は美的感受の r: :j 極であっ て、人により叉美観地区内の各所共

程度を異にするは勿論である が先づ現代に過 し?こる 美 とは如 何な るものであるか 、現 代人

の感世に油はしい美の形式は何でめ るか を決定しなげればならぬ。これと 反封に醜揺 とは

fりであるかを も決めねばならぬ 。狐; 畠の若年美的{際交の j引車に就きて訴訟事件の際「醜.IU}. {じ」

なる詩Ｇｲ ｬ ｊ は明かに醜悪にして綿、ての公平なる翻 察官 れこ自ら不快を輿八るが虫ｦｉｾ妖態の産出

であると指摘 して! 吾る。併し美に附してはさう問l草 lこは定義を下す諜 には行かぬ。 何 とな

れば丙肱諸都市に於ては既に形式が般格 に統一さ れ. 感覚の安濯がl時代を追 うて系統的に

消化さ れて来て居るから 、都市の樫裁も基盤ひ易 し環境の風致も杭- ，' ) ，! 占を見出すに 左程困

難でもないが、我闘の如〈東阿古近の文化が一時 に流れ込んでー雑居せる j伏態では近代美の

感畳は支離滅裂であって一定の美観の棋ｬ｟ ｾ ちを設りて 、 綜合的な美的表現金 することは 容易

のことであ るまい コ

日 本の都市の現状を見 ると建 築隊式ｼ噂ｾｾｾとも謂ふべきものであ る コ時代ＡＨｦ，Ｇ克と美怠識

と を異 にする建 築 家 が周囲とは浪 交渉 ｬ こ 、 自己の思ふｻ避に建築をなし、銭的 ｪｾ 施す矯め不

調 布，1. 不統制は互に美慨を損傷し、 そこに綜令的美 による盤的躍動を見るこ主が出来 ない

のであ る。 故 に是等に射して 、美観地区の取締 りは掛端な る不調和の産出を排徐 し、 建 築

家の綜合的美意識の 自売を促し都市の憤美を刷 れ 近 代 感 覚の枇命的統ーを侠って 完全な

1.4 5  I  



る美観地区の統{ i J 1] に到達する のである 。

第百 二 十八僚にｻ去 る英飢地ＱｲｴＮＺ ｪ 人 ｪ に Ｍ ＭｊＮｩＮＺ ｊ 臨 院を指 ノ 江して ｊｾ ｊ［ｔｨＺ ｊＡＡｾＱ 入 ｪ の往築物 の高 、軒 高を指

定し都市美を指導するは最も 重要なる E であるから美幌地区指定後u' : ! : ち に地方長官は同地

匿を指定する ものと忠ふ J

市尚地建築物法 令 ｛Ｎ Ｑ Ｑ 夫 悦と交沙傑き ｩ 必 ｾｊＧは ｉ ｲ 抗 ＱＮ［［ｲ Ｑ じ降、八除 、 ｪ ｴＱ 阪の建築 ｾｊ ｪ ｾ 却十僚監 ｬ 印Ｎ

の位置指定事項 、 及ぴ ｉＧｄ 法地行 ｭｗｊ 第五 除 の え ｴ 染Ｎｲ ｾｫ 努 ｈ 系である。

又道路 ｾｉ Ａ￮有してｾ訴 さげ らる〉同 法焔行合、第二 十 八 僚に タ Ｑ Ｉ 態せ る 建築物は美制対ｬＡ ｬ 亙内 に

於ては 営然取締ｾ受〈るものでめ る。

7 官 吏 の 蕃 術 的 機 関

我閣に於りる如1 ＼都 ￯ｬｩ の一 部に 美由 ｵ 也 ｬｲ＾Ｑ［Ｎ ｾｭ 定して之 に 美 ＧｉＯｾ 統制全 国るは 世 界に類例は

ないが立法の主旨及 び喜子奈取締 l二依る( J: aむを?間選に係れる もので ある 。而して 官吏の曇術

的 検IJ 却は如何なるも のか殊に美 内感覚の_-5]: せざる我困 に於て は極め て難事でめる。今猫

逸に於りる徐| 刻のl宵泌を 例示すれば 、裂l術佐官主Ii .0;検出す るには 重大 なる危険t ; Wふ J lA' 

吏の趣味は下級なる塾術ぷの趣'! ぶよりは両 iJl J であ って も俊良なる 袋術家の趣味には速 〈及

ぱぬ 。イI1j れの場合に 於てもお11準を定 め叫*11すること は樹削 を抑墜 し. 剖ーせられ勝ちであ

る。 全開として調進の官吏はこれ等の危般を|徐 〈ことに 成 功 して居る が 、彼等は提出され

1: る設計の検奈にあ Tこ1) 、優れ? こ る1!!}i を取り入れんと す るにあら す・して、H佐不i重j蛍な るも

の叉は無用なるものを取消さんとする の で あ る。猫ｾ の 佳築 好祭 は私有佳築物が 一般公衆

に奥 ふる不快を車 ＵＱ 減せん とするも のでめって 、 Ｉ ＱＮ＼ の 結決は建築貨ｻ･ ｩｬ ｾｉｄ 売し、且人闘を ｔ 惹 〈

建築物を作り出し? こ 多 〈の例により 1( 間より 半ろ好感を以て辿へられて出る。調迭には者11

i-!'i 美術及都市科皐の構 成者から組織せらる〉高等:府議竣闘を設置し最後の 判定 をなす 。

日本に於りる 美的秘i1.f. は地方長官 であ るが一美 観J也脳内挫 築物の措世 として重 」くな るも の

は 主務大臣の認可ｾ受〈ること に なって ｪ､ る ｄ

8. 都 市 美 審 査 機 関

臥米各国民者Il di 美の維持 に機闘を訟 (rj d. るは なL 、 ｩｊ［ｾｾ 、 ｬ 二米 ｾｘＱ Ｑ Ｚ於りる ｬ ， ｪｊ 機 ｬ 品 ＮｊＱＱ 横倒 的 ｩ ｾＮ

動をなし非常なる効 ｾｾｾ ｾ ｴ し て 尉る、 米閥的 ｬｩ ｨ 中人ＱＮＭＱ ｾｏ ｩＱＡ［以上の者 ＱＱ fli 22中17者11市は 問機 闘

を設置し其 内 13者|叶i は決議機公有し、 者1¥ｦＱ ｩ に助 育 長 ｾｂ ｬＡふる機能を有する も の もあり 、 公 共

用 建築 物及 餓道終端燦 Ｎ 公共矧事 務 所、 ￯ｾｗｊ 山 、ｼ 、アパ ｻト」等 の民 千 ｦ 挫築物には設計者

のおｾ ｾ 撃を もなす 。

東京に ては地戚者より成る私設MI ¥di 美 11，J， 合を設り 者11i  li 美 哨進或は悦必排徐等の忠言 をな

し相 ＧＦ Ｎ・ ＰＩＰ ｊ 巣を穆げて居 る が 、 大阪にで も日本陸 築協舎が 中心 ｴ なり官民各地 戚ｾ 制維し

此種 ω 機闘ｾ該世し ｔｎｩ ｊｬｩ ｊｊ も＿なす ｬ よ主主築 家 ω 使命でめると思ふ ο
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次に都市に於りる建築物と共に美的統制金要するものは防音物及びポ- 板の類である 、蹴

米諸国に於げる美均統; j tl J には何れも右I¥ill の建築物. 民告物共他工作物に到るまで一括して

これを統制するも我圏にては庚告物の統 :I)IJ Iま別l聞の法令により取締を受け共間都市美の統

一的歩調を有せさ「るは遺憾であるが筆者はこれが統制をも蕊に立見金均lへん とす。

ｾＮ康告物及び看板類の意義

都市に於げる康告物、看阪の類は都市に於げる建築物の正面と同じし明に公衆の興味

を惹〈ものであり、而も全市民はその中に夫 k の特徴{ f 友現して居る、事宜公衆は一部の

所有者である、故に何人と雌も自己の気{ 必に之を建造する事を許さるべきではない。

公衆美術の一般利害鍋係及び知 l':l .i' I' 慣は文化 D向上に必要不可Wt の ものであり。都市の

文化に釘する沼産や誇は 、111なる一種の. ，00 1.末的事項でなし民ちをなる都市的I ' j 1j'lliljl の殻践に

他 ならぬd きれば市民は是等建築物 lこ就いて充分考察 し、品位を? 輿ふる地利めるは首然の

ことで、 決して康告者或は利雌屋の意志に委すべき性質のものでなし、。院告者は一般に公

共の慌利を理解するに紙げて居るやうに思ふ。

事費、多数の主等成告物は、街頭及び尚 l苫の外視の似[ 也を低下せしむるのみなら争 、蹟

告物本来の目的をも低減せしめて居る。それは成告初の設置を? なさん とする人は 、共の蹟

告助の形態及び色彩を明庶ならしめて隣人{ f if jJ Mしなげればならぬ。それが矯めには康告

物 iま益々大に、色彩は愈々浪! 享に、猫刺t史的人工光 ffA {f利 fjj して共 1 ) 結県都市を して益 k

醜思 Iじせしむるのみならす¥危険1 ) J . 京因をも誘設せしむる に到る のでゐる 。筆者は この例

示として先づ大阪号事前ｻｦｾ告げ度い 。 恐ら〈は騨前に如何なる院告物が存在するかを詑憶す

る人は怖でみらう。め の醜話なる蹟告物の ｘＱｦ 列 ｬ ま Ｆｲ ごしく ＱＡＡｾ 統制であ るが 矯め 、市人は妹

更顔全脊げてこれを見ゃうとしなし、。日々告物の絵理統制の必要は草なる醜起の排除ではな

し街頭の美を増進すると共に蹟告物の目的を有効なら しむる都市計Elf 上の重要なる施設

であらねばならぬ。

10. 廃 告 及 び 看 板 類 の 統 制

現行成告物取締法は美観叉は風致全保停 1 る矯め民告物の表示J : t の他之に附する物件の

設置を禁止し或はそれを統治IJすることが出米 . 叉安準秩序を寄し、豆x : は風俗を蒸すの民れ

あるも のは行政官聴に於て除去を命じ共の他必要なる成分をなすことが出来る 。叉これ に

基いて各府娠にも夫 k 適切な取締規則金制定し 、これ をJIX締りながらも 、狛都市は成告物

に悩ま さる〉を聞〈こと は甚 fご遺憾な賠である。 :共1 ) 主な原因 i立陥| 戎場所の不適格を始め

とし! 茂告物の大 きさ. 形態 、色 彩 . 配列 等の不統制に 困る もの と認め られ るのである。こ
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れが? こめには其の統制 を目的とする蹟告物慌の徴牧及其の一部 を公営とすることを最も得

策と考られるのである。既に我園の 4 J際に於ても康告設を徴収 して居 るが、何 れも蹟告物

の統 制 及び都市美の増進 ＱＺＺＧ は 未 ｲｾＧ 根本的効果 Ｇ Ｎ ＱＺＺＧ粛し て 居 る とは考へ ら れぬ のである 。

1. 悲に於て筆者は瞭告統制の便宜上成告物 、看仮 、ピラの類を分類 して

( 1 ) 自家用成告物 ( 看板ピラの類)

( 2) 一般用成告物

( 3) 表示物

となし共の各 k に就きて次の虫nき規定を定 めるを遁首と思ム。

(  1  )  自家用度告物

自家用! 夜告物とは自己の営業所又は事務所に自己の各階 . 商読 、商様、商品 ( 特定の商

品を表示し? こるものを除< ) を掲揚するも の会謂ふ。

自家用成告物は公衆の見易き位置 に街路と直角に整頓陥揚せしめ街頭の美 を高め ると同

時 に 府告本来のがｾＪを怒げるべ きである 。 これが即ち Ａ資告掲示の原 則で あっ て 例 へば盤、

煙車の既告がよ〈 之を 物語って居 る。併 し共の形AAの 大に過ぐるもの は各種の見地より 弊

害少なからさ Ｇ るを ｊ［ＩＮ 、て之を禁する必要がある。即ち其の限度ｾ 100組 x 50糎と し. 掲揚の

高さは上端地上 250 糎首路陥員 4 問 ( 4. : l米) 以上の場令には共の先端を首路境界線よ り

50糎突出整頓せしめ之を無税 とする。叉建築面に並行 に設りるも の も同面積迄 は同じ〈無

税とし以上面積の琳大に従ひぷ進的に税不を賦謀し以、て過大なる庚告物を防止する。

( 2 )  一般用度告物

一般月j 成告物とは 自家用成告物 lこ非ら ざる 康告物を謂ふ。

一般用成台物は大きさ . 形態等の規格を一定せ す して蹟告面の増大台防止ーする 矯め 、自

家用成青物よりも税率ーを高め 、狛面積の増大に従ひ梨進的税率ーを賦耕す。 :自匠及周囲 との

調和は営局に於てこれを裁定する。

( 3 ) 表示物

表示物とは公共闘関叉は公益園理の事業に闘する 蹟告物にして 、公共の利低の 鼠めにす

るも の をii' ¥'iふ。

表示物の最大刷肢は 3 平方米を限主とし税制岐部せする。

2 .  一般院告物の禁 止箇所

I  1 4 8  

( 1) 位二居地域を除 < ( 但 し商家の櫛比する場所)

( 2) 風致地区、美 観地匡内及び共の附近

( 3) 公閥 、瞭場 、名勝、奮蹟地及び其の附近

( 4) 枇寺 、悌堂、境内、 装地及 び共の附近



( 5) 主要幹線路の境域内及び其の附近30米以l入l

( 6  ) 建築物の屋根及壁I師、電柱. 樹木等

3 .  特に蹟告物の7;;J J巣的の場所、例へば停留所、汽舶夜着場、j皮Jl -_場、盛場等は共の統制

の尤も岡難とする彪なれば 、此の附近に於て公営の美的関台場を設げて共の統制を計る

べきである。

4  許可営要す べ き範悶

自家用成背物、 一般蹟告物 、表示物等 にして都市計聾1m; 域内と抑揚せらるるもの。

斯 〈して府特物類は統制整頓され . 廠f主? 而は著し om少さるる*，' ，巣 、現今、取締難の餓

道、軌道、叉は航路より望 見 し得可寺地域の成告物の統制{ f 必要と せ き' るに到り 、煙突 、

黒根面の庚台物は自ら影を潜め ・漸次繁からんとする航芸品*からの 白陣りも消滅して者II I"IT

共同生活の美 しし、光景と抱負を現/ 1 ' ，するに到る ，

11 . 結
三玄

関口

近代の都市に於げる美観は西臥中世期に於りるが主nき京華推理なる都市美を要求するの

ではな し 叉都市中 に凱在せる古典的建築物 、記念建築物の偉容を間讃するが女nきJ志受の

ものでは勿論ない。構造的 lこして費用を本位とし 、成るべく虚飾{ f jjli りfこる建築物 . 街路

其の他都市のあらゆる構成要素の聞に形態と色ｾｾ と に音律的調和を保ち Ｎ 一 見明朗 、 快 、 過

を費え しむる綜令的美観である o そこには大大阪市民の現代的精ffir!1 を表現すべ き大衆的な

躍動ぞ見出すも のでなげ ればならぬ。大阪に於げる美観地区は少而右ji に於て指定せられに

格盛時代 とも 云ふべきで高岡の主nきものである 、こ の限れた 中に於て都市美の教養をなし、

之 を底 〈 都市 に 移 し ｴｴＡ ｉ えん とす るのである 。 ｾ寄来 或 は住居地に於て 、 或は工場地 に 於て夫

k 特色める都市美 を現出する であらう。然れども この格鑑時代 こを最も注意を要する時期

である 。美観は感売に闘する事項であり殊に過渡時代 に於り る日本にては股しき法のカ と

雌も到底成果を禦ぐ るを得 5 るは 明かであるo 要は美に射 する 祉舎的教育、首局並に者11市

美町J 含等の懇切なる指導的努力 、及び建築家の協力 によ り長期 を倹ち て完成の域に 達成せ

らるるも のである 。
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語右企誓二簡二富

田 Z広建鋲↑ み舎1

組 尾 高 太 郎

評概

(  aU!) 

査

3 等

審案

手リ)11 

闘

荒

紙

( 喬〉暗 披

表

2 等

r' ，:J きZj . i を必要とするものと 、他 の一つは準舎 の 機 関 誌

と云」、積狐の内特例官( [ が唯一 の生命 であ る所のもの と

とのこつ の称矧語、表紙計r . 干の基調を 決 定する主なる要

民li となる 。本誌は粉と の雨者の中間にイ主地するも ので

ある が主として第 2 の要素即ち機胸誌 と しての性質を

多 分 に 持って居る 。夫れ散にrm築と刷: 合」と云」、普遍

安 前性 の上に :1L案 の基調を置かねばならぬ 。次 に は 倫

倹 の情意を持つ人 の:t.、に引き起す司王が大事である 。 此

はR' f i 品債依を主 とする ものの様 に街上に 他 の雑 2f，と並

べら れ て他 を超へて購買者の ;むを引き寄ーせる必嬰は な

いけれ ど も持つ人 の心 を内容 に向って務者入れる事に

到 して表紙は相訴に有力なる役割を果たす 。失れ散に

如何に巧妙にすI-mされたる表紙であっても見 る人 を 強

〈膝しつぶす様な 1fI背しさ等が あっ てはな らない o 佳

作中 の( チ〉の如きは ζ の飲駄を多分 に待って居るもの

長 谷 部 銃 吉

際募された開案の殆 ど凡てが文字 の配置や形 の 工夫

を 主と した も のであ り ましたが 、 目先をｾへると 云ふ

燃から文字以外の何かを加へての闘案が少しは あって

もよかった様に思はれました 。 1 得のも の は「建築と

厳 令J の文字が少々丈が長 〈延 び過を' た採に 思はれる

下郊の黒色の部分の高さを少々高くして . 文字の丈を

低くした らどう でせ う か。2 傍のものは令部の しまり

が足 りない様に見える 。「建築と 従令 」の文字の形に少

々工夫をしたら1放浪に見えない様になり はしない でせ

うか 。3 等のは 色の問泣は3誌がきいて居ますが 、-<.t¥'lft

に弱い感がす る。右下の文字は感心 しま せん 。思った

t泊

ま
‘
，

‘
E

 

J

，
t

 

つ思

と云へる 。

文 学の構 成 に は飽く迄も筆を 以 て書い た所の原始形

に基本を匠かねばならぬ。佳作中の( 周) ( 大〉の如きは

巳に文字の牙E訟に落ちかけて居ると云へ る。

本 誌の 性 質は最土舎 の中間j替の一般に行 き 亘 る べ 聖も

のであるから 品絡を 保ち乍 ら一切を包合 ナるJ i J r の大 さ

ま λ を舎きました失憩の段御ゆる し下さい 。

モトノ・セイ耳

雑 誌 には大位 二つの種類がある 。一つは商品債値の
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佳 作 暗 蹴 ( 菩 j 音 納 喜 久 治

ｾ号 ｲ
広

回

目

柿

月

+

山

ト

」

"

何

日

習

j1 

宅

ｻ Ｍ ｉｾ 作暗披 Ｈ 犬 Ｉ 垂 水 持

を必要とする 。3 鯵( 砲〉の如 きは耐舎 の存 在の一掃と だけ 寄 抜 な 幽 取 りでS り乍 ら、如 何に もよ く洗 錬 され

して而| 当者世界で はあ るが一切を包 合 する の 大 さに紋 てゐ る。但 し、そ の洗鎌刀 、要する に! 楽史的錬磨によ

けて居る 。其 の 卜. . 1}高度し つ L ある 現 代 の建築と量1:舎 の る所で あり 、従 っ て 一面甚だ偲統的 である o Jl nちそ の

表 徴 と して相訴・ の力強 さを要求 する 。2 等( 荷〉は この 題 字 の様式俗昭和l七年度 の表紙 の女 字 を 翠 に 引伸 した

貼 に 飲 けた る見rr を感ずる 。斯くし て( 繭〉は遂に最高に にす ぎ ぬ い その鼠 色 地 に白字 の染抜は 9 年 後 半 期 の

位 す る。 表 紙 の 刀格競数字か らのも? 怒と見 られる 。分 析 す れば

時 代 の 色

瀧 埠 異 弓

時 代 色 E陸幕図案 に も 時代 の色 が 鋭はれる 。3 年 程

前 には 、格 1，司令慢に凋 創的 気 分 が被 っ て ゐて 、$f 新 と

若手放との競技 でピ もあるかの如き淑を曇 した。然 う い

』、時には 、人々 は却 って 芳賀 な、且つ洗錬されたも の

を求めた o Wr がJ主後 は、漸 次 、新奇よ り洗 練へ と向っ

て来 た ら し い 今副は特に然うい」、傾 向が殺 はれ た0

wr ういふ時 には 、 輿論は 皮 肉 にも脊抜 を欲 するも ので

ある 。 だがＮ 脊放はｾ 々 奇 怪 とｼ憐同志 であり、洗 練は

屡々 無 気力 と同伴す る。今 凶 は、 奥論 の 志 向 す る如〈

新奇の中に洗錬を腐u意し たのであるが 、そ れ は 事 賀 甚

だ難問題であり 、 JI. つ同 時に 理 論 上 甚 だ 平 凡な公式で

手あ る。亦 止 む を得ぬ王将かと思 はれる 。結 局は現 貨 の

成績に つ いて見 る より外は ない一- w . 謀闘案に つ いて

も、審査 の 結 果 に つ いても 。

入選 圏実 入 選 し た 三 つの闘案に つ い て短許ーを試み

る。第 1 ｾ等の もの は 、 金位を題字 で 被」、たも の Ｎ 之れ

ヲ4 々の要 素 は い づれも fi "i .m物 か も知 れ ないが 、号、慢 と

して 見 た 時 、 其所 κ 新 鮮な気分が記長うてゐる 。此 の 気

分 r，jj 与て 、此の間案は抜若干で j つ 1:: 。

費 ｾ Ｒ 等 の も の 同 一 Ｍ Ｑ 草炭版で は 不明だ ら うが一 一色

調 の '". ｾ て 新 し さが見え 、 文字も亦特 異 を求めた らし 〈

思 ばれる 。 た Y 、私 の 見 た 所で は、 文字 も 衛法 も、令

ｅ 豊 と し て ｦｬｾ 柑 ｩ のう ら みがあ った 。

ii} 3 等 の ものは 、洗錬がすぎ? と翻がある 。:椛含 風 な

気 の きいた鮎には 一寸銀り 返って見る倒値も あ ら うが

「建築と祉合 J な ど A 呼びかけるには少々集がひけ る。

ハイカ ラは、 唯 見 て過ぎるだけのも の か と思」、。但 し

現代日 本は 、亦た しかに此の闘案の 如 きー而をもって

ゐ るーーー少くともモ ダ y 圏 産品は 。

佳 作 大同小泉、順位を付け鋭い 。一寸見て魅力を

感ずるも の も、 見直すと 何 慮かl ' こ難駄が見出される 。

アール・ エ・ヂコ ラシオ y 臭いとか、イ y ・デ ゴ調の色 だ

とか 、 モダン勘; l j l : 流だと か、ガ ラス 製 の陳 列 棚 見 たゃ

うだとか、 F イノL 舎量士の看板のやろだとか、等 々一一

尤も 入 選 問 案に就いて も、事E々な る許 言の あっ た率 、

叉ある であ ら う事は舞惜せねばなるま い。
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〆、

固

日

第す瓜舗第一瀦

輸博明日固

晶職願

佳 作 暗 披 L士) 官11 十 俊

審 査 概 評

森 田 慶 一

第 1 '写

会慢の構成も 務付 いてゐ るし 、字憾もしっか 喧して

ゐる 。今 の協 舎 の雑誌の表紙 と して適 ねな もの で ある

ζ と(;;旅 も共 論があるまい o 強い て云へば雑 ｬ ｬｾ 名の讃

み熊さ は その欠里t' i と云へるだらう 。 応 頭販E置を目的 と

す る 雑誌 な らば 考 慮 しな ければな らぬ問題だと .E1..s、。

第 2 等

相官f な強 さ を有 ってゐる l 、ifr 煎もある欠駄のな い

作品 。

官事 3  等

細 い字を使って割合に弱い感じに陥 らず 、字とg，t ? 問

の割? 吉も泡誌で 、字位もよく研究さ れ てゐる 。「鐙 J の

字を 合 む1古川、長方形部 分は相首・ な大 さなの で 一寸 厭 味

を感じさ せ ゃ し な い か。

佳 作 暗 披 「 士 」

奥えられた字を 目的に従っ て うま くlI e列 す る設1m構

成手 際 ＱＲ 感心せられるが 、 令ｾ の 印 象 の 稀 ｩｩ ｦｦ なのは致

命 的 な欠島町である 。

佳 作 暗 放 ( チ〉

卜. 下の愉 [ 指紋の 用 ひ 方. 君主童生 を現 す;:I Lの1-i: 置等 弱 駄

を遺憾な 〈時民 主しなが ら人 に迫 る正直さをも っ た作。

佳 作 暗 腕 ( 喜〉

1 1 5 2  

H

U

 

同

月

ペ
ト

v

4

1

 

利回

• 
箇

伺

圃

胃

Z

 

R

4

A

‘

‘
，
aF

6

 

曹ニ

金一日 本 建 襲 梯 曾

佳作 日昔批 ( チ) 藤 原 E径

よい作品である けれ 共 、 ヂザイ y の本 a的な型的 で、

お手本を指! 尚される不利 盆 が あ る。

伎 作 暗 号 ｉｾ Cホ〕

字慢 も 端 正 で 、欠 駄のな い佳作。綴 元の 色 は印刷 イ

y キの色 Jこなれば原 宿のよう な調子外れ にはなるまい

税数駁字の佐官まは どうか。

佳作 ｉｦ音骨Ｉｾ CJ.liJl 

通官I な鍍イヒと 、統 ー と を も っ た 俊 作 。l l HR の燃は が

大切 でせ う。

佳作 H音鋭 ( 大〉

字l W. はよ〈 研 究 され て ゐるけ れ共 あま りJ凝 り 過 ぎ だ

雑感

本 間 乙 彦

ｅ 宮ｾ間宮震が線 。 て約 一 括 Ｑ ひで 、作風が以 前より もｾｊＧ｜ＧＱｊＱ＼

を加へて来た のは 客 ば しいと とであ ります 。

本 計 表紙 闘 索、主E要生年来 、 目立 つ傾向は 、 所 拐 、授

飾闘案風 の表現 が 多 〈用ひ られ ず、表 題 及 必要 な 記載

文 字だけで徳めると い」、行 き 方 であ る。勿 論 地 色の塗

り別け宇、 多少の線をｉＧｩｾ す る とと はあ るが 、殆 ど 闘案

らし ν、闘案は裂を惜してゐるとと 、 近代 建 築の外貌の

それに見 る如〈 であ る。

ζ ノ行 者 方 l才、 どうかすると 、以前 の 入 選 作 に 近 似

したがる のであ るが 、 同じ主 題 、殆 ん ど 同 ーに 近 ν 、記

載 文 字 だ け を 扱っ て闘案す る以 ヒ、避け刻い、 問 題であ
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日本建築協合

佳 作 暗 競 ホ
2. 府 文

り、感 謀者の背亡、も 此E占にあった と恩 はれ る。

然 し 審 査 員 各 位の心境を一々聞き たピし た諜 で は な

いが 、本 年 j主の傾向が緩怠で、協 合羽L辻表市J . ( 例案 と し

て遡'&¥'・ なものであっ たにし ろ、今 回 は 多 少 目 先 の 後 っ

たも のがあ っ て 欲 しい 、無 論 、文字を主にしたものと

限 ら ず 日 新 ら しい ものが欲 しν、御希 望 があった と推復

されま す。

図 案の技方と いひ 、気品と い ひ、迫力と い ひ、全審

査 員 が ｪ 切せず し て 主Ａ也に推された入選作をｾｾＡたととは

欣快の 歪りであります 。

文字の 形 ご配 置

高 橋 柴 治

日fli京に l閲 されざる旅誌 なるが放 にo i民手な赤苧絞が

j攻けて灰色ゃく すん だfi 色 D 勝ち とな る。給 苧模 様 が

欣棄され文字の形と配置との鋭害事である o M! Yt 'こ誇事え

され たもの 、今度の 福 である o 'IW然 の 傾 向 であ らう 。

全国に威か す大文字が勢がヤマ である 。此 れ で 次 に 1;1:

方向車事換 に見 切 りつ ける べき時機 が来た と云ひ Ｑｾ Ｑ］ゃう

私 大き にぷ起 が不 lリl瞭に なっ てゐ るo 色 調 が: m{ f : のも

のに似泊 ってゐる のが維で はある 。書官立其 鮎俄 程緩和l

されてゐる 、文 字 乃内el7t は優 れて ゐ るが形に 僻 厄に {絵

地がある 。耳目 a主清新な駄 を採 る。士 .工一方 面{ を開拓 し

た、徐り に金商 を使ひ過 ぎた るを うらむ、大 の 文 字 は

他 の瀬型を 破 って 出てゐる 、中央の - 1占が』起をなした 。

';_. 

位

以

木

A

回
目

口

，
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〉

叫
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A

回

国

第十八輯

新年? 寺町芳

男号ーヲｾ

田和十年一円一日

;日本建

喫↑ 檎

佳 作 陪 批 周 森 本 治

表紙園案審査概評

新 名 極 夫

津 山の文 字 企記 入 する様に・注 文が 11f tけ られて あった

のだから 、 ＶＡｈ 芸闘ｾ 乃大部 分が 文字中心の ものとなっ

たのは己む i: ｾＮｵ ま い 。

色 を、黙をも合めて 2 色 と限定し てあ った か ら、凶

角い着色の而と文字と の組 合 せ の 効 果 が、略悩l案 の巧

iHl を決 定 して 居る 。

I 等は大分星空っ た作 品 で あ るが、小 細 工 が な〈てい

かに も気持がい λ 。文字が中々 k 手である 。初 めから

光って居て 、 賞 に入 る だ ろうと 思 ばれ たが 、 その油 で

あった 。

2 等 は 比絞的おとな しい作であ る。 色 もセピヤの淡

色を 似つて 、者了は な い が程館である o i!k L 懸 賞 入 選 作

らし ν 作 ll Jt であ ろう 。

3 等" 中日常問題 になった 。紅 と白と のコ y ト テ ス ト

主.i1l った もので Ti f成り繊細な紳が. 土持って 居 る。同じ

モ ーチプのも の が何か にあっ た織 な 然 も す る が 、色 の

使ひ方 、字 彼 等従 来 の 表紙 の行方と 大 分 泌って居 るつ

3 令。とか伝d/p J  J市あたりにう って つけ の悩l 家で あ る J

・佳 作 6 枚 の rl J 3 枚 は 六位 似て居る 。お 互 に似 て居 る

と同時に 、 「主 ｉｬＺ ｾと似 合 ｊ の 今迄の 表 紙 に も似て居る 。

他 の 3 枚 l主夫 々多 少特徴 を持って 居 るが、3 f2，.亨D 翻 子

は 佳作 Ｖ ［ 依 と は ｾ｜ＧＡ盟として会＼ 5) IJ であ る。3 等 と佳作

との分 れ 目は主 とし て ζ の駄 にあ った と恩』、。

1-53  I  
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東京市芝凶 明舟町 11

〈 電 話 芝 3 9 3 番〉

l引館市員沙問r 2  

(' is 話 1副官fi 2413 帯〉

工場

大阪市浪速区舟出回1・2 ノ 37

ｃｾ Ｑ￯Ｚ話戎 ＶＵＱ 番〉

営 業 課 目

- 内 外 壁 材 料 並 施 工

盟、 7 ラ ス タ ー 牧 田s 建 築 用 石 脊

特 許 ソリヂツ トスタイ ;--:;1企安令壁

特 許 ウ オーガ ｾＧＺ 説ライトガ ン

・ 防 水 材 料 )11' . 施工

特 許 A 8' f 式セ メ 7 アル ト防 水 工 事

鎖 的 防フk 工 事

瓜周川j テ イマ 7 7 プ リ・ノタ

礼

4

・

d

E

1

 

同 ア ス 7 アル トアエルト) 11' . ル ー プ イ ング

特 許 七メ 7 アル ト並セメ 7 ア ル ト プ ラ イ マ ー

. セメ y トt尾和州j

アサヒ ライト

. 耐 酸 工 事

特 計 耐俊タイ ノ'1，. ｾ ｉ孜モノ Ｎ ?l ル

同 ｩｦ￼ｮｾ プラ ス ター

. i'.t然 lrjl

溌電所 ｂ 豊 ｦ 包Ｑｙｲｾ日間 ｊ 折 Ｚ Ｎ Ｑ 企む気工事 一 般設備 ｉ 設計 Ｚ， Ｑ 企

施 工

特 A ノ y ロ ス式 パ リヤ

い! 日 プラ ッグ

同 ノ Y 7 . =L ー ズ分 包鍵

純 国 南 ヤ マ ト F イ ム レコ ーダー

同面上は 昭 和 2 年の創立に成り爾来前記聖子業課自に

記 載 の如1 ( 主と して 内外 壁材 料 :M;: 防水材料の苅! 想

的 優 秀 品 の滋 賀 を 以 て 業 # の 一角 に 動 か す べ か ら

ざる鋼 歩の崎地 を 凶折 ｩ し 其 ノコ 後併究に研究をＱｦｾね

不 断 の 努 力 を 縦 け て今 日 に 至る 。
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陳 タi1 場 記

!li J 長阪 1-1芳 三郎 氏 は 技 術 者 と し て も 亦 建 築 材 料

研 究 家 と し ても 既 に 一家 を な せ る司王は既 に 人 の 知

る所・ 2 あ っ て W仕事に忠' ] t ll をモット ー と して批

員 を鞭縫 逝 逃 し て居る。

且1: 貝の悉 くが建築科出身の五年ぃ技術者で あ る 事

を以てしで も そ の 管 業 方 針 の ー 端 を覗 ひ知 る 事 が

出来ゃ う。

最 近 l亡ヨミつて は斯界注目 の的 た る 「 ア サ ヒ ラ イ

ト」 の主主夜 、111主義郊の創設 if 盆 剥々:立11". . 1 隆盛を誇

って居る。

営業品目概要

。 8SS プラス F ー

1. 仕 lーは辺 自i骨揮 にして 叙 品 館ー な P 。

2  下塗上主主共綬紡性でJ 1  施 工 後 の硬化は 適 度

の速さを 有 し 壁 位 の 完 成 最 も 早 〈 従 って ペイ

ン ト主主表仕 上 に 過 し て ゐ る。

:'. 粘活性ｾ ＡＱｬ 大 で 殉力性に読むが散に膨脹性Ｎｦｍ

裂 の誕 ひ が な い 。

4.  アルカ H性 物 'i't 酸 性 物 質 に 釣 し 作 用 さ れ ず

下地内 部 より の 可協性分泌物 を ｦｴ ＿ｲＺｾに 防 止 す

るがｾ表而主主装は絶 Ｑｾ 交会に して耐久性 であ

る。

最近の似UIl ; t: の重 な る も の は 大阪朝日ピ凡 、

大 阪 花新 ピノι 、大阪市図際ホテノt 、大 阪 三 井

銀行ピル。

。 ライ トガ ウ Y j 1Eオ ーガン

セメ y トを主! ポ料と し之 に 特 殊の配 州 を な し鮫

密 絢 製 せ る 原 料 を 膝 搾Z主主主を HJ ひ て 噴 射 塗 工 す

る 近 代 的 獅 創 的材 料 で あ っ て下の如l 章 特 徴 を 有

してゐる。

1. 諸 色 白 慌 に して 色 斑 塗 り 縫 ぎ 皆 無 仕 上 り ruj

は極 めて 1YJ 卯j な る 適 度 の組 面 と な る 。

2  下地コ ンク リー トスは モノ， ?  ，. と完全? に車内

合 ず る 様特殊の工夫を力日 へ配列l をな したる を

以て亀裂事IJJ 陀の憂ひ がない。

3.  仕 t りは極 め て 繊 細 な る 組 而 な る を 以 て 光

線 音 訴 を 通 貨 に 緩 和l す る。

4. 施 工 位 め て 迅 速 に し て 最 も 短 時 IUl を以て仕

より又古き墜の色上げ Ｑ ＭＱＧ Ｑ として月｝ひて最もｦｉｾ

iU的である。



5.  f:質絡は 他の 凡ゆ る仕ヒ に比 し縫めて iIr: .mt で

ある。

最 近 の 悦11)先 ノJ 主 な る も の は

大阪市鷺州第 て，卜み校 、桃 州 第 六 小 事 校 、首ヰ美

第六小説校 、大 阪 ，IJ; ，. 字病院 、市 旬 以 局、千日

前 第 泊 所、 I"j 従事礼工 1: 主主成所、 l市曾根崎夜電所 。

地ドｾ技各線 、 ｴｰ 二 ｦｾｩｪ ｪｌｾ村氏邸 、 凶 ＯＩＧＺ ｸ＿Ｚｾｲ 疋丘Ｑｩ

等々。

。 ソリヂツト スタイ y

ソリ ヂ ツ トセメ〆ト士主 JJ;( 料と しκとに焼成破砕

以紙イi 笑 J 己主7; を特殊の方法を以て敏め て数 字 的

に混 和 せる 特計ーを有する優秀材料に して凶産リ

シ y { - f : 上墜 rl .1 J ) 逸 品 で ゐ る。

ト E主牢 無 比 な る事随 一に して翁 裂 絶 無

2. (.';j 紋 Y リヂツトセメントに N..¥. 粋 )1たイ7英末を

混じたるを以て絶到 に 風化せ らる L 本なく 、

雨援にさらされて却って 硬 l交を噌 し、色制不

費量

耐 水 性 に し て. j l ( 凶の白" く雨期長〈潟仰せる土

地に最適である。

。品自約防水工事

現住防水工事長車に地下防水の場合にア スフアル

ト 防水工 Ｔｾ が飲附多くモル Ｙ ル混入 ｉｪｽｪＷ ＮＱ＼朔 ｪ が殆

んど之 に 更 へ ら れ て 居 る が 11鎖 粉 防 水11 は下 の

知 書 特 徴 を 有 し? を異的材料として絶讃を博して

居 る。

1. 防水能力勉めて絶大にして 他 の必 ! 強を 言1・さ

ず。

2  モ ルタノL の際盤力感強力 、lJt. .定着1J を槍大

し; 街涜完金にして永久的耐久性 である。

3.  耐 火 耐 熱 性 に し て探 氏 数 百 l長の (.';j ｾ ＮＮ に到し

ても安号とである。

最近の使} j j先 の主なるものは

日本レーヨ y !: jミ治工場 、 同岡崎工場貯水池及腹

液蕗<' . t¥i也、 耐 鳥人絹防 ff . i 工場、市 f k四ツ橋合すfl

w々 木 尚 応 地 下 室、大 阪 光新 ピノι 外 壁、プミ九 央

自民府地下袋 、不動貯蓄銀行各支庖地下街。

。 セメ ン ト混和l材「アサヒライ ト」

1. コ ｹＧ リ ート 又はモ ｉ ｾ !il ，ＮＮの粘性をｾ し 骨

材の分間住沈下を防 〈・と同時にそ の 流 動性を J曾

大す且j J ちウオーカピ リテ ィーを .tと 〈す。

2. コ Y ? 9  - トの 強度 をJ曾大 す。

3， 7. 1<街コ ンク リート、久 は水 省 モル タルと な

らしめ防水性となる。

4.  コンクリ ート 怨 造 物 ノコ美観を ih す る{ アタ J

μ11ち r I .  7 ロ レツセン スJ の五豊中を防止する

5.  機仮 ｬ 反 外後 ノ〉コン ク リ ー ト 而 ｩ 極めて笑ｾｾｾな

るが故コン クリ ー ト打放 し雄造物，こ 過 して ゐ

る。

6.  コ ンク リー トの海 水 に浸t，:; きる込を I;}j ぐが

占企護岸工事に{; e: ! Bし て効果著大である。

上記の ｾｮ ｾ特性を有 し 滋賀後体 ｉ 比較的日浅さに

拘 ら ず 最近 の 代 表 的 各 大m必 物、) t ;:7-"i 也、五長r.t

Efr 、堰 堤号事i'こ 普 ( f史 ;;J され江1仙の絶i讃 を浴び て

居る以て其の 良債を知るべきである。

最近の伐! 日 ;1:の -t : なるものを法〈・れば

銑( f J i 淀川 工 場、富tt 紡 鴫 '. Il i -工場 、問中品工 場 、 同

高倒工場 、 岡山道工場 、 同 Ｍ ｊ￭ ｾ ｊ ｉｉＨ 工 場、同洲本ＮＮｌ

場、ドl 防 Ij'.f 工場、 I，;j 光州 工 場、 岡 高 砂 工 場 、 鰯

μ 人初防 I(.f 工場 、日本レー ヨ y 字 治 工 場 、 同岡

崎 工 場 、帝溺人初荷自国工場1士三原 工 場 、東 邦 人

絹 徳 烏工 場 、新 興 人 絹 大 竹 工 場 、大阪1じ1針じノル

十合央 ＱＡｬｬｊＮ Ａｩ 、 ＩＮＡ｛京ｾ塚市 ｬ 場 、 大同 電力説脊滋泊

所 、東洋レ ー ヨy 滋 賀 工 場、 lk 山l係電気防災TiS

[ fr等々 。

。鏡 能 美 商 曾

本位東京市) ; て橋悩銀座西 6 ノ l

( ' i 記話 銀 ドtr 1765.  4907)  

出 張 所 大 阪 市 北 短 小 松 原 町 74

( 泊 話 北 2877)

営 業 課 目

f 自働火災事予報装位

特許 能 美 式 { 手 助 火 災 報 知 機

( 巡 娼 監 査 装 泣

何 ん と 云 っ ても火災は最初J の l 分 間 が大切 で 如

何なる建築も 、如 何 な る 消 火 施波 も、後 見 が 遮 れ

ては本来 の 能 力 を滋揮すること は困難である。

同枇が特・ ｾ ｾ官 ｧ ［Ａ￟式火災事予報技 位 の主主 仰に従本 し

怖る -nf 聖火災を未然 に防ぎ得た 1't 19tl は、UH干rI 6 年

以 来j t に30有儀凶の多量に主主し てゐ る本h は 、 ¥14

1E此の能美式火災後報装i l l : の長官1を物語るもので

あらう。

以 l、作 火災幹線装也の性能に就 て、概 括 的 に説

明 を加へて見ゃう c

. 自働火災聖子報装置

O A 2 型検出器

ＱｾＵ＠ I  



0 構 造 A 井の周溢 3くはti ; さこ J皆4・て 、クト筏 2'粍乃

車百: 紋感懐器を 5民リ 、其刻 A71i を検 出穏に連結 L 、

検 出総から 受 信盟主へは 電線 で 連絡する 。

0 機能 ｩ ｬＺｩ火の際 ｬ ＮＺ ｴｊ主 場所 の ｩｾｕ 支 が念搬に上ると

共 に、郵t扶感悠器内 の色紙も亦膨 脹 し、 共感力

によって検出器内 のダ イヤ フラ ムを般大し電 気

接駄を fF 1) ， ' 1 丘銭的に受 :己 終ノコ位置に符?，;U. を霊遣

す る と同時に/ J J 火場所在も表示する 。久 受 信盤

の(lII JI亡島外、w知 械を Wi けて泣けば、有事の際は

遅 滞 な く消防裂と のiill 慨を とる ζ とが出来戸 。

O 感度 防火よ り紙報走予を す るま での時間 は、.f地

が数十秒で ある か ら、平野総 と同時に出火現場へ

念行すればパ ケツ一杯の 7)<. で泊、 11-.める と とが出

来、極限{ 消火器類 も充分 に共機能を E主婦 L1'J・る

わけである。

。 制 気 装 置 ス ト ープや火 鉢等 の Ｑ 誌に ｴＮｾ 泌が徐

々に 上っ て も、翻主主総の作 JIl に依っ て、無'駄な

勢報 を量産する ζ とは絶望すにない。

O 試験装置 匂 池 が消粍したり電線が切 れ た りし

た易合には 、 自助的に 受信盤で出火の場合止は

IAった 音響器が鳴ると同時に 、事 故 表示 ラ : . . -7・

がつ くか ら、簡 単に 6l!.ffr! :の虎置がとれ る。又 線

秋感耳目品の空気市{‘ 験のf誌には、試験 ES: がi設 けて

あって、 随時試験を行」、こと が出来る が. 同居士

¥ では毎 月 l 但1) .'1歪 2 国技術者 を汲 して、定期 に

試験をし 、且 つ毎年 1 1ill 装置の各部に 豆 りて斜i
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箸i に検査を行」、 ζ とに して ゐ る。

. 後戒{ 施l硲 建 物 の極々の j伏況によって途」、が 、

普通 A 2 型 徐 山 総 1 { 問で80持前後を瞥戎する

. 共他 の検出務

以 上A 2 裂 のタトに之と同じ機能 を有 して 1 (国7

坪内外を瞥戒する事が出来る A S 型があ p 、経

ffiH設等配事F戒する のに過してゐる 。又厨房等; ) (

似を 扱 ひ 比絞 的 温皮 の獲イヒ の多 い場 所等に 適 し

てゐる B 2 型と云」、のもある。

. 手働火災淑知 日正

本 務は局内3くは境内 の人口に附き易 ν 場所に耳元

付け て夫 々受 信雄に 連絡す る。 非 'ii rの際 はlili 子

を破 りポ? ' : . . - を押すと受「ι 主主で ベノι が鳴る と同

時 に場所 を 表 示 して、折 遅 し 「承知」の態答 ラ

y プがつく や うに なって ゐる 。

又 電話 装 置 も附いて ゐ るから受信所 と自由に

liIl話 が 出来るので 、剥J l J の純 l剖は Irl ' iる! 斑純 であ

る と恩 はれ る之には M 1 型 、M弓 型、 M 3 型

さ芋が ある。 共 他 ご火災と巡廻.袋む とを一緒 に し

た火災巡廻絞合筏置も ある 。

. 巡姐監査号室笹

構 造 /え使用法 巡姐鍵 卜 治 姐 指 定 錠 9. 1えび

記録 総 よ りな って ゐ る。巡視員 は番披の販に 従

って鎚を指定鋭 に姉 入 し右 姻'陣 しつ 止順を追 っ

て犯依然 に行 告、問じ く布廻称すると巡主恩給了

の時J i iJ a : : 記似する。 記録 が終 ったな らば其鍵は

向111 に抜〈とと が出来 ず、' *凶 の巡 姐 ノコ 際に )) IJ

の制111'1' のIJ、鍵を 挿 入して 、 向働的 に鍵 k 絡に彼

させ同時に ｾｾｂ Ｑｈｦ￬ の 時 ｊｩ ｴｬ を ご 記 録 し 、 ・ 第 ＲＱ 旦 ｬ 自

の巡 視にか L るとと になる。若 し巡廻に 際 して

故意 に巡 路 をｾ普 更 し た り 、 又はとばしたりする

じ ど刀 銭 ￟ も 絶割 、 組 ｾ事 せず従って記 録し 得ら

れな ν 、から 、 己むを ｬＡｊ ず正規の巡路ｾ廻らね ば

な らぬ やう な鱗 泣に なって ゐる。

同 ， ｮｬ ｾ 苦手火 、 消光 、 防火 、 防ｾ装置に闘 し て綜

合的 ，こ設計 、製 作、工作 、保 守 を して ゐ るが、之

空宇火災事昨報装 置の 一手版賀庖は三量産R:i j事株式合 ，，1

機 械1;11である 。

援 IlL;1: の一例

;守 内省、 内閣印刷局 、東京選信局 、各地貯合支

局 、 奈良ホ テ ル 、 東 ｊ ［ ｾ ＦＩ ［ｾ都子校六 、 東京 」 え京都市

役所 、 Ｉ ［ ｾ ｘ￟市 公舎堂 ｾ ｬｴ 美術館、 三 十 三 ｉｴＺ ｪ 盤 、 鋭 ケ

淵紡あ!I合.1il: 、南海ピ ノι 、阪市11 ピル 、三井ピノι 、大

阪市l' 戸十合 、向島屋〈大阪 ・東 京J 等々



金Eヨ

遁 常 総 曾

l 昭和 9 年 11 月20日大阪市北阪中之島 3 丁目 3 呑

地 籾日ピl L ヂシグに於 てii J i 常総合を倒令す

1  111 席者下の; i I J 合員 82名

浅 野 新 一 手干支: 義 一 井 ヒ 瓶 詰 長

ヲI lli Tl て叫l 伊東宗大虫1¥ 伊 藤 和夫

伊 藤 久 治 池間 tt i血01 'r.¥'f，ま

今 Ｑｾ 準 今林彦太郎 石川 寛 二三

持 尼 保 衛 磯 島 信 一 浦 英之助

大 倉 三自1¥ 小 川 ｾｊｽＮ吉 小川 公 良1¥

小 笠原 釘 阿 部 顕 則 間陥作太郎

片岡 安 加 問 安彦 河合貞 ..I'! I¥

北 Jf( 熊之介 平年多村義在住 柄本楠 ｭｾ

瀦 t韮 武 黒津 研 児玉府太郎

抜 本 磨ー 阪 口芳三 郎 佐 野 俊 三

作r : n日出生 榊 弘 美 白川 雄 一

白 血 政 典 志 岐 善 吉 篠 原 太 郎

m* 祭二
烏田 良軍事 鈴 木 命 太 郎

鈴 木 孫 市 鈴 木 末 尾 閑ml 泰 文

高 松 平太 郎 高田利一郎 竹中撚太郎

竹 中 長一 竹 内 成夫 谷 隆夫

問 中 掬 ー ::f. .置 盛次且1¥ 塚 本 猛 次

11: 1村 治 作 鳥井 f言 徳 政 令 吾

中村 源大良1¥ 中村 義 雄 中野順太郎

中 島 智 客 卒 井 幸 仁 平 塚 鉛 吉

平 野 忠 雄 藤田 登 富士阿 ｪｦｾ 一

本 多 I f 滋 堀 口 甚 古 松 井 箭 之 助

増 山 幸rr卒 柿 木 直 助 i I i 岡泰次郎

宵問 秀 徳 森山 要 山口久五 郎

山 CH 邦 夫 安 田 良IJ tせ 保 田虎太 郎

渡 賀幸 波 話量 幸語長 渡量詰 久 *

和 Fl l 友吉

l 午後 6 時20分開令舎長片岡安氏議長 とな り只 今

出席者:.80名なり定款賀>;24僚 に依 り令員数 の十分

の一 則ち 731i 以ヒ の 出席者に付綿I 舎 成立の旨を

告 げ本日は官級て沼知せU zn ( 下の選着陸を 行」、に

付技務ありたき旨を宜ぶ

1 監 事 2 名選着陸

2 評 議 員 宇重量改選

3 許 議 員 1 名繍依選著書

l 議 長 設 楽の締 切 を 告げ右 3 件の 開票 及採鮎は悶

時に行ひ ます就ては開票11. . 舎人 の選定を 一任さ

れたしとて之を終 り梨議者なく議長に於て下の

沼指名 し開瑛を 行』、

報

開梨立舎 人 .11Ki. 事 間 ;;11 顛則氏

常 務
浦 英之助 氏

池 fll 宮* 氏苓多村議株氏桐本術! i f f i 氏

ＡＮｾ， 濁 ｬ￭ｊＱ氏自川 ｾ￭ ｪ［ Ｍ Ｇ ｬ ｃＺ竹 ｲｬＧ 'J l ! ; . 氏

竹内 成 ):c 氏 tU; j 寸治 ft 氏 rl' ;j ，.j 源 太郎氏

lUm奈次郎氏

l 次 で議長よ り目II ｲ ，ｾ＠ " ' ( 合人 の { ( 併を得世したから

次の議 ，μに移 り空 r とド 心、W. 特あり

l 昭和 9 ｉ，ｾｭＺ＠ Ｑ ｾ 認ｾ Ｚ ＺＱｾＮ 告

今 林 主 犯 ｴ［ ｾ ・毒事 よ り印 ｬ ぷ ＺＱ ， 告ありお こ 封し議長よ

り fllJ ＯＩ 有無 ー を間ひ池川氏 上 り Ｚ 七 ＺｩｫｾＮ ｲＮＺ Ｂ 卯 Ｑ f"J  

な り し宇の . ｲＮｾ＠ y リ議長に於 て4ド内 に決 h せ ざ

りし の担Udl 設明 ノJ 後! 日l 氏。! 川島政 lC: よ り次年度に

1.11'( 行希，望を述 υ れ . .  nrJ 1: 終 り次 内 議 事 こ入る

1 昭 和 8 年度決物祁告

平塚主計常務より別表紙告設明あ り次て Ｇｩ ｾ［ ［ 寸 ー 問

監事より本件査閲するに誤謬空宇なき ζ とを 2宣明

報告す

議長よ P 質問 の有無 を問ひ質問 な きを以 て議 長

承 認せられ しも の と紅、め次の議司王に移る C とを

迷 ぷ

l 昭 和 10年度牧 支 激慌の件

清水 主計常務よ り別表 原 案i以入 のml よ り報告設

明あり次て質 問 に入り

( 1) 務 業?w，告に よると 舎 員精力日せ るに激俳比較

的少な く見狩りある こと

( 2)  !11i 告料例年少収入なるに本年は如何なる計

登で噌枚出来る1 "

( 3)  !11i 告料は年々減少せる傾向あり次年度漁算

は甚だ図剣! と思料す自主程考慮 の要あ り

等 の 民 間 希 "f!J. あり清水主計常務 に於て設明i f<. 1t ' I ! ，

を得たり次で支出の慌に付議しれ ｾｦＷ｝＼ 主計常務よ

り原案設明の後 雑誌 に闘す る問題君主築クテプ に

闘する問題等兵他 :: nlJ 、希望等あ P 何れ も異議

者 な 〈原案可 決す

l 次で選考島関取の紡泉下の ii J i 議長よ明報告

ＨＱＩ 墜事 Ｒ 名選穆投ｬＧ，ｾ絶望主 ＵＲＳ 枚にして採駄の

結果下 のiiIi

Ｈ 投 ｾ，，Ａ 1  : 枚に付被選皇居者 2 名A 詑 無記 名 投 票

止す〉

鮒1退 507  l' :!  今 林 彦太郎氏

? 首選
5つ4 r; 1! 浜 谷 五郎氏

官t選 4 務 附1:1¥ 額 員IJ 氏

ヨ民鮎 3 攻 滋 江 悌 夫 氏

157 I  
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""・

' *貼 3 禁 ｚｦ 士岡Ｑｦｾ Ｍ｟ ｊｦＺ［

以 卜 略

但し Ｕ つ Ｗ 梨今林彦太郎氏は評 ｾ ￬ｴ 員にＱＺＧ［ ill に付

敗事Ｏ ｾ 宙 ｲ 退 ｲｬｬ 山により Ｔ ｽＧ， ｾｉ 河 ［［ｦ ｪＺ，ｦＮ J!l l  D: : 常選と

決 定 す

( 2) 言F議 員4三重主改選 の技 禁糟数 S49 枚にして 採

思t の結果ド の iffi

( 投票 l 枚に f H度:ilr 穆J背 3 ｾｊＧ ｬｪｾ 完了畦 ￮ｬ ＱＧ， 投 黙

とす〉

選102梨 志 岐 彰 台 氏 常 辿;99梨 旗 本 賢 太 r)l¥氏

同 98県 北 垣 熊 之 介 氏 同 96梨イ'r 問日出生氏

同 ＹＵ ｾ 賢三浦私 ｪｦｫ 氏問 Ｙｦｺｴ 闘部泰文民

間 Ｙ Ｓ 手 ｾｉｾ 河合貞 一 ｊＩｉ｜ 氏 問 93l¥'i lli 口久子了郎氏

同 92梨{ 早川虎太)ll ¥民 間 ＸＹｾ 官 鈴木Ｎ｀＾太郎氏

同 8
4

}'，'( ｲｬＧ 浮ｾ 一 郎氏同 ＸＴ 築様深長弓氏

同 B 黙 阿川 孝男氏 Ii il  ＸＲ Ｚｲ，＾ ｩ 大 合 主主用 ｉｾ 氏

同 821'}f 山口 l 誠 氏 問 i 6主主児玉 ffll 太郎氏

問 Ｗ ｾ 禦 渡 ｬｴ ｾ ｬ ｾ 氏同 Ｗ ＧＵ禦烏 πＯ .u.毒事民

同 6禁 松井 清 之 助 民 間 3繋 今 林 彦太郎 氏

次 貼 2県 浦 英 之助 氏 次 理，'i 2緊 藤井 厚二氏

同 2紫 村 里 子 藤腎 氏 同 2梨 中西 六 郎 氏

同 2緊 吉 岡 ffi 武 氏 以下圏在

ＨＳＩ 評議員 ｬ 名柿紋Ｈ任期 Ｑ ヶ年〉呂｟ｉＡ ｾ慢の 投ｻＧ，ｾｾ息

毅 515 枚にして採鮎の結果下 の油

( 投票 l 枚に付被選奉者一 l 名を記 L 無記名投 禁

とす〉

僻 退 494 禁 松 井 清 之 助 氏

首選

' *貼

2 繋

l 票

本 間 乙 彦 氏

小 川 安 郎 氏

以 下略

但 し 494 禁松井清之助氏は牛車主改選の評議員

に常選に 付制依存 ［［ｾ 員 Ｏ ｪ 僻退時 ｬ 出によ り Ｒ 察

本 llil 乙彦氏11¥" 選 止 決 定 す

( 定款第 17後 第 5 J] i によ P 同童生の投繋を 得た

るものはｾ長者を 以 て上位者とす〉

l 是 に 於て談 要 よ り絶舎 終了の旨を 告 げ閉 合 す 時

に午後 B 時20 分

1 本 議事録の代表択 名手? に付議長よ り之を 54 り議

長 指 名 と決 し下 記 2 氏を指名す

北垣熊之介氏 平 塚 鉛 吉 氏

評 議 員 曾

l 昭和 9 年 12月 8 日大阪市北風中之，;p 丁目 3 番

地 朝 日 ピ ル ヂ ングに 於て評議員令を凶合す

l 出席者下の泊評議員34名

今 林彦 太 郎 伊 藤 和夫 伊東宗太郎

j也間 宮彦 附;'(11 願則 問問 孝男

片岡 安 河合貞 一郎 北垣熊之介

閥 族 Ji¥: 児玉 J{I正太郎 {&里子 f主三

i i " i 井勇三良1¥ 1' r  n日日出生 i佐 谷 川 良1¥

前フド 祭三 菊r! ( ，租U:: 白 石 登 署 長]

烏問 良事手 ヨE、 使 辛f一吉 鈴 木 令 太郎

関1'01¥ ＿Ｇｾ文 玉盟主:鉄次郎 谷 品ifi. ) 、

鳥井 信 藤 本 賢太 郎 本 Illl 乙玲:

松久保敬三 松 井 清 之 助 =.iflj 1;¥1史

矢 rl/ 鍛 厳 山田 誠
/.]1 口久子t hl; 

渡 1'r予 ( 五十音順)

l  午 後 5 時40分開合合長理事片岡安氏議長と な り

只今 出席者30名なり定款第24僚に依り評議員令

員の二分の ーー以上 の出 1ft; に付本合成立; ノノ旨 E告

げ主役てi也知したる釘/ ( 下の2望者世執行する こ とを

宣す

ｾ［＠ 1  ｩ ￋ 款川 ｍ にイ｟， ζ 担 ｉｬ ｾ 3  r. ill 穆

お ， ｾ 2  定 款 2) 伎 に1J< る令長 l 名川合長 2 r. ill

場

;'j; J  定款江. 1ヲ後に依る常務 12名選皇居

l 此時評議員今林彦太郎氏よ り前例により投禁選

患に代」、るi ' こ詮i %r委員 制に 依ること を提議 し議

長よ り之 を衆 議 に殺りたる結果異議者なく詮筏I

ｾ員 ［ｨｩｬ を 用」、る ｅ に決定し績 い て議長より詮衡

委員 の選定に 付其方法等を諮り今林評議員よ型

選 定 は議 長一任 にし た し との意見に 一 向賛成あ

り1t<って議長 より下 の五氏を詮衡委員に指名す

北種目員之介氏 児玉lPi 太 郎 氏

百円ヲj : j 諺三郎氏 鳥井 f言氏

松 井 清 之 助 氏

l 是に於て詮衡委員は 5) IJ室 に 於て直に問委員舎 を

聞 き此 間評議員舎は休慰 する Hc 議長よ り宣 す

1 午 後 6 時 15分評議員曾再開す

議長より 只今詮衡委員よ り下 の iID滋 恕 する ζ と

を報告あ りとて之を閉鎖 す

理 事 舎 長 片 阿 安 氏

理 事 則 合 長 武 国 王 一氏

IftJ  同 松 井 jZ 太 郎 氏

常 務 伊 東 主主 太 郎 氏

同 伊 藤 和 夫 氏

同 池 悶 ' 止; 彦氏

同 阿 国 孝 男 氏

同 北 垣 熊 之 介 氏

同 清 水 祭 二氏

同 新 名 Ni 夫 氏

同 均 四 j主 馨氏

同 谷 佐官 夫氏

同 中 津 誠 一 郎 氏

同 三 浦 術 史 氏



同 保F l I 虎 太 郎 氏

( 五十音 順 )

l 次 で議長よ り| 抱本日 選者障す るもfl f¥事は孜 認の

閥{ ホ 1-.本 年 12 月19 日を以て就任することを附言

しJ l ｕ ［ｅ ｩ 盤 穆 θ 貸 否を問 ひ占 ｉｉ ｾ ［Ｚ ｾ 者なく可決す

ｬ 本合 議 ｉ ｊｾ 去最の代 表 磐名者を ｆ 記 Ｒ 氏 に議 長より

指名す

新 名 租i夫 氏 zj 三塚 鈴 吉 氏

1 議 長 よ り悲母終了 に付評議只台関合する旨を告

lずi設内干す時に午後 6 s寺20分

作，J .Il n夜常務 の互選 に依 P 職 務分 掌下記の im決定

した p

常務 Ｈ Ｚ￈ｾ 氾〉伊藤和 夫 氏

同 ( 同 〉 池 F l I 1守 彦 氏

同 ( 同 〉 北 極 熊 之 介 氏

同 ( 同 ) rl' 滞 誠 一 郎 氏

同 〈 同 〉 保 円| 虎 太 郎 氏

同 ( 主計 〉 伊 東 宗 太 郎 氏

同 ( 同 〉 清 水 祭 二 氏

同 〈 同 〉 谷 l按 夫 氏

同 ( 綱斡〉問 図 孝 』J 氏

同 〈 同 〉 新 1 ' ; 積 夫 氏

府i ( 同 〉 島 問 良 竜 孝 氏

同 〈同〕 三 浦 倫 史氏

評 議 員 曾 議 事 録

l 昭和 9 年 11)'l 10日大阪市北匹巾之島 3 丁目 3 苓

地朝日ピ ルヂ y グ 1<:: 於 て 評議 員舎 をDiJ <

l 評議員出席者下記23名

評議員片岡 安 Ｑｾｬｬｬｈ 上 一郎 秋問客代治

今林彦太郎

大原 芳知

井 ヒ 稲 滋 石 川 冗 三

伊 藤 和夫 浦 英 之助

問医| 孝 男 佐 野 俊三 作 rm日出 生

酒井勇三郎 清 水 祭二 鈴 木 末 尾

玉置豊次郎 高岡奥 三吉 高橋 5賢治

高松平太郎 永 海 毅 一 平 塚 鉛 吉

松久保敏三 矢 回 鍛 綴

監 事 阿 部 品liWJ

l 午後 6 時45分 闘曾評 議員合長片 岡安議長とな り

出席者23名なるを以て定款第 二十 内 線 l'こイi' n 評

議員全員の 2 分の 1 即 ち21 名 以上 の出 席に付本

曾 成立の 旨を告げ激 て油知したる 卯1 ( 先づ報告

事 項 よP 始むる ことを迷ぷ

報 告

自工 l  税 関西風水省に闘 する講演合開催 の1'1'

今林 主詑より 詳細戸以告

第 2 統 制H品一部w却 に闘する 件

清水主計よ り説 明報 告

費n 鋭 都 市 武 技 促 進 事 業 費 中 IHH1A告

清水主言| より 詑 明報 告

ｬ 次に 議事 に入るに先 ち議 長より議事 ￭￭ ｾ 11統 中の

「調 j'j'!fr J とあるほ 「講 演舎費」 の誤 記な る 乙 とを

修i F . し例議事進行上第) 0扱 より第 9 統 工最 終 議

事となす ととを告げ議 礁 に入る

議 事

第 10!ltA ￬ 前 ＱＵ Ｑ， ド記念事業決算報告 ｾｾｋ 残令蕗ｩｬｉ

に関 する件

清水主計 より 先 ヴ決筑報告に付設 明あり 11.J 議

長より附 Ｑｊ ｮ ｾ 明の後阿部監事 よ り本決算 Ｎｴｪ 究

開するに泌鮮なき と との諮冨を奥へ られたり

質問 、 ｾ ｉｾ 談 者 等無〈承認、と 決 定次に 残Ｑｩ＾Ｎ儲底

に闘し議し原案の 如 u特別事業刊吋Ii1i>. J と し

て組入れる ζ とを承認す

第 11 鋭 関西 風7l<{:f;: 滞債合支出 に関する1 ' F

本 件は前 披の特別事業準備命より支出を承認、

あ り

第 12統 合 費焚WJ 'I!( 滞納者民主 il( D 件

滞 納者連名表を各員に配付 し議長より本件は

事務的には出来符る限りの方法を 以て 取扱ひ

たる も共効果: な し散 に各員の 中 IC て勧告の 出

来る令員には御霊主 力を願ひた く本夕之を 決 議

する t 糊告の 出来f与れば御報 あり たき希望を

述べ各員に務りたる民主 2 - 3 名 11勧告を試み

る ζ ととし他 は除 名蕗涯を採ると とに 決議 せ

り

賀 ｾＹｦｴ 長 昭和 10年度J j j ( 支濠算の件

清水主計先づJ j j ( 入預算に付設明し質問者なく

次に支出号車mに付設明し質問者なし

議長より本珠算は大慢に於て前年度の珠算を

E奇襲 した るものにして大な る型軽更 のあ るもの

は雑誌授にして其王理由に付 雑誌成告募集計 受

の嬰更に付詳細説明し尚之れ が援助に付希望

を漣ぶ

次に 2 - 3 質問 の後採決の結果英議者 なく原

案 の ｩｭ 可決 ｪ ｩｉｬ Ｇ￬ｦｾ 総 合 に 本案提 議す る ζ とに 決

定

l 右にて議事を終り議長より防舎の旨を告〈・時に

午 後 7 時40分なり

l 本合議事録の 代表病名者とし て下 の 2 氏を議長

より指名 す

秋回喜 代 治 伊 藤 和 夫
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編 輯 後 記

口同年の苦; 際、千里同風、回I+' ，度〈申し納

めます。新春慌を机溢に照る。泊ーば?こ の土

珍 らしやお正月。 一新せ る面 聞を新 らし〈

号寄 りつ〉 本誌も新らしき前途に進むであら

っ

口本協舎も昭和 9 年 には防宰演習参加及 ぴ

風水害調在の両大事業を成し遂げ1: 。今年

も百l ] 閉すべき仕事の数々が特つてゐる

日本年は編1滑に 3 つの杭題が興へら れてゐ

る。民告士iり'}Il 言十聾、そのーである。これは

合員諸兄の御後援によ って達成せらるべき

ことで ある。皐行本出版 . そのこであるコ

在来の片手間から 本格的の事業への躍進で

ある。雑誌の大改新、その三である。

口年 を迫って減少する雑誌、前告の i' {Ajみ。そ

を一時増加に向げんとするの努力 である。

具開築決定の上改めて御素力を御願ひす る

こと〉思、ふ

口建築読本。教科書 として或は世人 に建築

に劃する 疋 しき認識を興へんと するも の。

建築年鑑。建築関係者の参考に用立てんと

するも の。其他建築細部集、研究報告書類

等の刊行、これが出版事業の内容である。

一原案である。賓行には術研究を重 ねる 符

である

口雑誌の改進。不断の努力で‘ ある、 今特に

申立つる迄もな < 0  1ごが最 も大な る激附は

合員諸兄の鞭捷であらう

口編輯内部陣容改まる。新らしき迫は新ら

しき人々の手にて開桁きれるであらう

口新年批は築外手廻しょ< IH来上つに。新

建築ｾ真集は最近完成の諸種の も のを 出来

るTごげ多 〈且つ腕 〈集め 七、即ち闘西建築

界最近 の蹴限聞とい ひ得ゃう。先達ての講

演合の速記録。鳥井氏の明朗都市の建設。

谷頭に合長年頭感 を飾る 。オき大な新年慌で

あ る。

口表紙闘案の懸賞募集は近来の大成功をお

さめ 1: 0  J ! l g，募諸兄の勢i : ' 深謝する 。

五 年 間 も籾特に胸奥し乍 ら、微 力 非才其 臓を

航 したが 、獅 り属高か にそ の成 し 泉 した跡を顧

みれ ば多少 の感慨なき能 はず。直接 間 接の御

後 援 御指導を誌上にて感謝申卜げて湖毎す 。

高橋祭治識

建 築 と 社 曾

第 18 輪 第 1鏡

毎月 1回 1日護行 定 慣 1 M ・50闘( 郵税 2 銭〉

12加 6. ∞闘〈同 24 銭〉

昭和 9 年 12月20日 印 刷 昭 和 10年 1 月 1 日 滋 行

賛行・ 編斡

印 刷l 人 鷹 取 陽

西 宮 市 今 棒 町 添 門 字 安 浄605番 地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大阪市東直内司馬路町 1丁目 7番 地

重 量 行 所 ER 日 本 建 築 協 曾

大 阪 市 北 区 中 之 島3 ノ3朝日ピル

篭 話 長 本 局( 23) 45加苦手( 6)

鋸替口座ヲミ阪39.975番

特約販. . 庖 柳 k 堂 書 庖

大 阪 市 西 区 京 町 堀 羽 子 板 繍 西

電 話 土 佐 掲 2440番

指警口座ヲロ阪お84苦手

禁 輔 載

本ままに揚蛾せるものは、一切とれを無断にて

" 載 し 叉 は 皐 行 本 K 上梓その他の複製行震を

なすことを童書ず。

鹿 告 掲 載 料 金

普 遁 I 1 頁 I 1 困 15.00 

普 通

事事 遜

f 前附傭1頁}

告頁 I 1 図 I  8.∞ 

1 頁 I 1 図 I 45.00 

問

一

M

一

m

一

問一
一

一一
一
一
一

一一

表 紙 3 I  1 頁 I 1 図 I 45.∞ 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 凹 | 釦. ∞

建 築 事 務 所 録 I 1 欄 I  1 回 I  1.加

{ 瑠築寓悟験者案 内 ) I  1 欄 I  1  回 5.∞ 

御 注 文

御注 文はすべて前金で本曾直接叉は特約} 苫へ

銀軍事貯金又は s 事事で御携込を願ひます。郵券

代用は一割省、代金引換はお国1 i ! J 致します。
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